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プロローグ





　夏休みが終わろうとしている。

　旅行から戻って以降は、妙にみんな忙しくて、遊ぶどころか集まる機会さえないような状況だった。

　デーモンテイルの総帥『ラプンツェル』でもある久く喜き島しま千ち紗さは、技術担当であり基地と一体化してしまった祖父、ドクター・フォートレスこと久喜島善ぜん治じ郎ろう氏の代理として色々な物を仕入れるべく世界中を飛び回っているらしい。

　ちょくちょく送られてくるメールには、世界各地で撮った写真が添付されている。昨日もらったメールはピラミッドをバックに写っていたし、その前はジャングルのような場所でナマケモノと一緒に写っていた。

　……何を仕入れるつもりなのだろうか。

　デーモンテイル幹部の『リトル・レッドフード』にして勤労少女でもある片かた桐ぎりありすは、旅行の日程を空けるためにシフトを変わってもらった埋め合わせに奔ほん走そうする日々なのだとか。ほぼ一ヶ月間、晩ご飯をたかりにさえ来られないなんてことは、僕が知る限りでは初めてのことだ。どれだけ働いているんだろう。

　女子高生にして超巨大テーマパーク『オトギーランド』の代表取締役でもある龍りゆう造ぞう寺じ八や都と子こさんは、色々事情があって閉園していたパークの再オープンとかがあって、旅行以後は東京に戻ってしまっている。

　実は、旅行中のできごとがあまりにアレだったので、龍造寺さんに会わずにすんでいることにちょっとだけホッとしている。この休み中に龍造寺さんが暇だったりしたら、どんなことをされるか、考えるだにドキドキする。……じゃなくて、恐ろしい。

　何しろあの旅行では、強引にキスまでされちゃったし。ああもう、思い出しただけで顔が熱くなる……！

　ま、それは置いといて。

　クラスメイトから『敵』に認識が変わってしまった魚うお住ずみ真ま緒おさんが、その後の夏休みをどう過ごしたかはわからない。少なくとも、夏休み中は何も手を出してきてはいない。

　そして、一人デーモンテイルの実情を知らない委員長の高たか槻つき姫ひめ乃のさんは、空手部の合宿とかインターハイとかでスケジュールがぎっちりなのだそうだ。

　僕こと赤あか尾お竜りゆう太たも、珍しく夏休みを取った母が家にいたりしたので、そのワガママに振り回されたり面倒を見たりで何かと忙しい日々だった。

　母が家にいてはあまり夜間に出歩くわけにもいかず、デーモンテイルで続けている戦闘の特訓も日中にやっている。

　それでまた、日中バイトに出かけているありすとは、ますます会う機会がなくなったりもしていた。

　ずっとそんな感じだったものだから、夏休み最終日にありすが訪ねてきたとき、ずいぶん久しぶりだなあ、と思わず苦笑してしまった。

「ち……千ち紗さポンは!?　ヤトちゃんは!?　もう来たりしたかっ!?」

　午前中からやってきて、玄関先で顔を合わせるなり、ありすは僕に詰め寄って、凄すごい剣幕でそんなことを訊きいてきた。全然長さが足りていないツインテールもどきを派手に揺らしながら。

　学年平均を遥はるかに下回る身長ながら、発せられる気迫の凄さはヘビー級クラスだ。

「は……はあ？　いや、来てないよ。っていうか、二人とも、まだ御み堂どう市に帰ってきてないと思うけど」

「よし！　勝ったッ！」

　ぐっ、と小さくガッツポーズ。何に勝ったのか、意味がわかりません。

「とにかく入ってよ。暑いでしょ。で、どうしたの？　ご飯を食べに来たにしては半端な時間だけど」

「え？　あ、いや、ほら、えっと……あの二人より先に……じゃなくて……」

　なぜか慌てふためき、うつむいてもごもごしたあと、

「あ、そだ、り、料理！　教えてくれるって言ったじゃん！」

「あー。そういえば言ったような……。じゃあ、まだちょっと早いけど、一緒にお昼ご飯でも作ってみる？」

「うん、やる！」

　打って変わっていい返事が。何だろう。いつにもまして、今日は表情やテンションがコロコロ変わるなあ。

　で、キッチンに入るなり、ありすが目を丸くした。

「な……何これ!?」

　うずたかく積まれた、お取り寄せ的な食材やら何やらの山。僕も途方に暮れている、頭痛の種だ。

「龍りゆう造ぞう寺じさんがね、お見舞いにって毎日のように送ってくるんだよ。何度も断りの電話を入れたんだけど、ちっとも聞いてくれなくてさ」

　確かに、夏休み前半に出かけた旅行で、僕はまた怪け我がをした。その怪我には、龍造寺さんも大きく関かかわっている。しかし、それを考慮に入れても大げさすぎる。もうほぼ治ってるし。

　途端にありすはムスッとして、

「……物で釣ろうなんて、邪道だ」

「あの人のことだから、そういうつもりとか悪気とかはないんだろうけどね」

「代わりに、下心がものすっっっっごくあると思うんだけど」

　まあ、確かに、旅行中に龍造寺さんとは色々悶もん着ちやくがあった。求婚されたなんてのを「悶着」ですませていいのかって気もするけど……。

　でも、龍造寺さんの気持ちは僕にというよりは、僕が変身するドラゴン『リンドヴルム』に向けられたものなんだと思う。正体を知られてしまったからこそ起こった事態なのであって、言われた僕の方もなんだか複雑だ。

「というわけで、今なら食材は豊富にあるよ。普段なら絶対買わないような高級食材も。何が食べたい？」

　ま、それでも食材に罪はないのだ。悪くなる前にきちんと食してあげるのが、尊とうとい命を提供してくれた食材に対する礼儀というもの。

「肉！　肉が食べたい！　でっかいステーキとか！」

　ムスッとしていた顔が、一瞬でパッと明るくなる。

　食べるということに関して、ありすは非常に正直で貪どん欲よくだ。それはもう、武闘派委員長の高たか槻つきさんにも匹敵するほど。

「ああ、それなら凄すごいお肉があるよ。調べてみたらキロ一〇万円とかするみたいでさ。凄すぎていつ食べようか迷ってたんだけど、ちょうどいい機会かも」

　そんなものを無造作に送ってこられても困るわけですよ。

「やたっ！」

　目め聡ざとく見つけた肉叩たたきを手に、ありすは満面の笑みを浮かべていた。

「いやいや、いいお肉に肉叩きは必要ないんじゃないかな。むしろ繊維が壊れちゃって、せっかくの肉汁が流れ出やすくなっちゃう」

「えー。一回これ使ってみたかったのに」

「台無しだよ。いいお肉はシンプルに塩コショウとかでさっと焼くのが一番美お味いしいと思うんだけど」

　それにありすの場合、そんなものを使わせた日には、指でも叩いて大変なことになりかねない。

「それじゃあ習うことないじゃん」

「馬ば鹿か言っちゃいけない。焼き方一つで味が全然変わるんだから」

「そっか。じゃあ、とにかくフライパンだな！　フライパンはここか!?」

　どうしてありすが、フライパンが戸棚の高いところにしまってあると思ったのかはわからない。

　ただ、一つの事実として。

　背の低いありすは、目をつけた戸棚に手が届かないと見るや、その辺に置いてあった『お見舞いの品』の段ボールを踏み台にして戸棚を覗のぞき込もうとした。

　そして予想を裏切らず、見事に段ボールを踏み抜き、どんがらがっしゃん！　と派手に音を立ててすっ転んだ。それはもう、助けに入る暇どころか止める隙すきさえない早業だった。

　よもや、料理を始める前につまずこうとは……。

　ありすはお見舞いの品に埋もれ、

「痛いったあ……」

　と後頭部をさすっている。僕はありすを助け起こしながら、

「頭打ったの？　だったら、念のために病院に行った方がいいね。僕も付き添うから」

「あ、いや、大丈夫……」

「大丈夫じゃないよ。万が一ってこともあるし。歩かせるのもアレだから、今タクシーを呼ぶね」

「……大げさだなあ」

　そう言いつつも、ありすは、

「でもまあ、……竜りゆう太たと一緒なら、それもいっか」

　何か口の中で呟つぶやいて、素直に病院へ行くことに同意した。



　デーモンテイルの秘密基地でドクターに診みてもらうのもアリかな。

　……なんて一瞬思ったものの、昨日特訓に行った時点でずいぶん忙しそうにしていたのを思い出して、遠慮することにした。

　今さらではあるが、白びやつ虎ここと阿あ久く津つ虎とら之の介すけ一派に対する備えは必要だろう、という意見が続出し、ドクターはその開発に着手しているのだ。千ち紗さが世界各地に足を運んでいるのも、その材料確保のためなのだという。

　装備の充実は千紗やありすも含ふくめたみんなの安全にも関かかわる気がするし、それが遅れるのは困る。幸いありすは改造されてしまっている僕や千紗と違って普通の人間だし、だったら普通に病院に行けばいいか、と結論したわけだ。

　かくして、総合病院でありすは検査中。

　僕ら高校生はまだ夏休みだけど、世間的には平日なので、さほど混こんでいるという感じはなかった。

　……暇だ。

　一人で待っていて時間をもてあました僕は、ちょっと暇を潰つぶそう、とフラフラ病院内を見て回り始めた。

　そして行き着いたのが、中庭だった。

　正直、病院内を歩き回っていても面白いはずがない。病院というところは、どうにも息苦しさのようなものがあって、楽しい空間ではないし。

　それに比べて中庭は実に開放的だった。しかも植え込みの緑が鮮やかだったりして、日差しを受けた枝が風に揺れている。あの木陰のベンチなんか凄すごく気持ちよさそうだ。

　僕は迷わず中庭に出て、そのベンチに腰を下ろした。

　冷房が効いた院内の方がずっと涼しい。でも、この吹き抜けていく風の心地よさは、院内では味わえない。

「日向ひなたはともかく、日陰に入れば結構気持ちいいもんだなあ」

　一人呟つぶやいて、伸びをする。

　――と、頭上から一冊の本が落ちてきた。僕の目の前に。

　児童向けの『風の又三郎』だった。

　立ち上がって木陰から出た。そして、本を拾い頭上を見やる。すると、三階の窓から身を乗り出していた女の子と目が合った。

　小学生だろうか。

　三年生か四年生くらいに見える。おかっぱ頭の、線の細い子だった。

「ご……ごめんなさーい。ちょっと待ってて下さいっ」

　そう言って顔を引っ込めたその子は、やがて中庭の僕の目の前までやってきた。パジャマの上にカーディガンを羽織っている。ということは、入院しているのだろう。

　間近で見ると思っていた以上に華きや奢しやで、肌の色が雪のように白かった。黒目がちの大きな瞳ひとみがとても印象的で、何年かしたら和風美人になることが約束されたような、可愛かわいらしい顔立ちをしていた。

「あ、あのっ、ぶつかったりしませんでしたか。いいお天気だったんで窓のところで読んでいたら、手を滑らせちゃって……」

「大丈夫だよ。きっと、又三郎が風を吹かせてイタズラをしたんだね。『どっどど、どどうど、どどうど、どどう』って。はい」

　にっこりと笑って、『風の又三郎』の作中に登場する歌のフレーズを織り交ぜてそう言い、彼女に本を差し出した。

　彼女は本を受け取りつつ、パッと明るい顔をして、

「お兄ちゃんはこの本、読んだことあるの？」

「もちろん。宮みや沢ざわ賢けん治じはだいたい読んでるよ。『銀河鉄道の夜』はもちろん、『グスコーブドリの伝記』なんかも好きだなあ。一番好きなのは『注文の多い料理店』だけど」

「すごーい！　雪ゆき華かの周りの人たち、誰だれも読んでないんだよ！　こんなに面白いのに」

「それはもったいないねえ」

　彼女――雪華ちゃんっていうのかな？　は、木陰のベンチに戻った僕のとなりに座って、『風の又三郎』がいかに面白いかを力説し始めた。

「みんなでヤマブドウを採りに行ったり、川に泳ぎに行ったりするでしょ？　それがとっても楽しいの！」



    

  
    
      



    

  
    
      「ああ、そんな話があったねえ。馬を逃がしちゃったり、タバコ畑で葉っぱを取っちゃったりね」

「そうそう！　……雪ゆき華かはあんまりお外で遊べないから、いいなあって思いながら何回も読んでるの」

　……なるほど。確かに『風の又三郎』は、子どもたちが自然豊かな村で遊び回るお話、と捉とらえることもできる。

　とても小学生らしい発想だ。

　まして遊びに行けない入院中の女の子にとっては、他愛ないエピソードの一つ一つがとても眩まぶしく見えているに違いない。

「『銀河鉄道の夜』は読んだ？」

　僕の問いに、雪香ちゃんが首をふるふると左右に動かした。

「あれも名作だよ。男の子が親友と、列車に乗って銀河を旅するんだ。北十字星の前を通って白鳥の停車場に停まったり、女の子からサソリの火のことを聞いたりね。で、その親友がとてもいいヤツでね」

「面白そう！　雪華、旅行ってしたことないの！」

「うん、面白いよ。最後はちょっと寂しい終わり方だけど……でもまあ、それは『風の又三郎』も一緒か。是非読んでほしいな」

　と、そこへ、雪華ちゃんの名を呼びながら看護師さんがやってきた。

「あ！　雪華、もう行かなきゃ。お兄ちゃん、また来てくれる？」

「え？　うん」

　思わず、反射的にうなずいてしまった。

「ホント!?　やったあ！」

　何という無む垢くな笑顔。

　あはは……。

　方便……じゃあ、すまなくなっちゃったなあ……。ま、いいや。ここはいたいけな少女のために腹をくくろう。

「じゃあ、次は今話した『銀河鉄道の夜』を持ってくるよ」

「うん！　約束！　約束だよ！」

「はいはい。雪華ちゃん、名字は？　次来るときに必要だと思うから、教えてね」

「雪華はね、魚うお住ずみっていうの。魚住雪華」

　……魚住？

　はて。

　そんな偶然があるものだろうか。

　ってか、そんなに多い名字じゃないよなあ……。妹？　あ、でも、あの魚うお住ずみさんは一人っ子じゃなかったっけ？　ってことは、考えすぎかなあ。

　そんなことを思いながら首を傾かしげているうちに、

「じゃあね、お兄ちゃん！　またね！」

　と、雪ゆき華かちゃんは行ってしまった。



　そして。

「あ、こんなところに……！　竜りゆう太た、何で診察室の前で待ってないんだっ！」

　僕は、検査を終えて僕を捜し回っていたありすに、こっぴどく怒られることになってしまったのだった。



    

  
    
      


第一章　カレーのちケーキ





　夏休みが終わった。

　そして。

　始業式の日、龍りゆう造ぞう寺じさんが長い栗くり色いろの髪をバサッと後ろに跳ね上げつつ、

「ああ、お会いしたかったですわ、竜太様！」

　と超ハイテンションで迫ってきた。朝っぱらから。

「ご覧あそばせ。今日は、お料理は得意なのに、いつも昼食は学食でお食べになっている竜太様のために、厳選した食材を使ってお弁当を作らせましたの！」

　龍造寺さんが指し示す窓の外の階下では、オトギーランド・コーポレーションの一社員にすぎないはずの鮫さめ島じまさんが、何かを大量に運び込もうとしている。

「いやあの……」

「遠慮なんて不要ですわ！　これも愛あればこそ、ですもの！」

　話を聞いてくれないのも相変わらずですか。

　そんなご機嫌な龍造寺さんを、千ち紗さとありすは不機嫌そうな顔で睨にらんでいる。

　で、周囲ではヒソヒソと、

「竜りゆう太た……サマ……？」

「文学少年から様付けとは……」

「名前すら覚えてもらえないところから、ファーストネームに様……。っつーか、様とかつけられてる時点でかなり特別な関係なんじゃ……」

「だよねー。はっきり愛とか言ってるし」

「ってか、龍りゆう造ぞう寺じさんってリンドヴルムラヴじゃなかったのか」

「夏休みの間にいったい何が……？」

「夏休みに行った旅行先で、色々あったらしいのですよ！」

　あっ、魚うお住ずみさんが余計な一言を!?　意味深に、チャーミングなそばかす顔が僕を盗み見て不敵に笑う。

　活動的なショートカット、あどけなさを装った甘えるような笑顔。

　クラスみんなの妹的な立ち位置の魚住さんは、どんな話題にもするりと入り込んでいけるという特技を持っているのだ。

「旅行だと!?　まさか、二人で……!?」

「あ、いえ、委員長さんと千ち紗さちゃんとありすちゃんも一緒だったのです。私は偶然、旅行先でバッタリ会っただけなのですが」

「女の子四人と旅行……？　なんでアイツばっかり……」

「恵まれすぎだ、あの野郎……」

　ああっ、何だかよくわからないうちに注目とか憎悪とかを一身に集めてるッ!?

　助けて。誰だれか助けて。

　誰でもいいから、まず龍造寺さんに物事を言い聞かせる方法を教えて下さい。

「竜太さんッ！」

　ばん！　と珍しく机を叩たたいて、千紗がかなりのふくれっ面で立ち上がった。

　動くたびに揺れるのは、超高校生級の豊かなバスト。

　それと、左右のお団子からにょろんと伸びた黒髪の尻尾しつぽ。その光沢は芸術品のように美しいけれど、何だかそんなことを言っている場合じゃなさそうな剣幕だ。

「は、はい、なんでしょう……？」

「お、お弁当が必要なら、わたくしが竜太さんの分もマサコさんに作ってもらいますっ！」

　……えー。

　いや、面識がないとはいえ、千紗の家のお手伝いさんであるマサコさんは信用しています。してますが、千紗と同じお弁当は勘弁して下さい。

　超超超激げき辛から好きな千紗仕様のお弁当を食べた日には、僕の舌は再起不能です。

「っつーか、竜太はお弁当が必要なら自分で作るっつーの！　二人とも余計なお世話！」

　ありすまで、何だかムキになって二人に食ってかかる。

「ああ、つまり、竜りゆう太た様がわたくしのために、愛情をたっぷり込めたお料理を振る舞って下さる、ということですのね！」

「なんでそうなるんだッ！」

「なんでそうなるんですかッ！」

「……いやあの、必要なら全員分作るから、いいかげん言い争いは……」

「そういうことじゃないですっ！」

「そういうことじゃないっつーの！」

「そういうことではありませんわっ！」

　……どうしろと。

　そして、お下げ髪に眼鏡めがねという典型的委員長スタイルにして空手インターハイ選手の高たか槻つきさんは、いつものように腕組みをして、

「いいぞいいぞ、もっとやれ」

　と、ニヤニヤ楽しそうに眺めている。

「とにかく！」

　髪の毛をバサッと後ろに跳ね上げて、龍りゆう造ぞう寺じさんは、

「プロポーズまでした愛いとしい殿方のお世話を焼こうとするのは、女としては当たり前のことですわ！　ただのお友達のお二人には黙っていて頂きたいですわね！」



    

  
    
      



    

  
    
      「ぐ……」

「この……っ」

　千ち紗さとありすが言葉に詰まる。

　そして外野は、プロポーズなんぞという言葉に反応して、またぞろヒートアップする。

　何なんだ。新学期早々、この変な空気は何なんだ。

　なぜだろう、後ろめたいことなんか一つもないはずなのに、鳴ったチャイムに救われた気がした。



　始業式が終わり、その後にはホームルームが開かれた。程なく訪れる文化祭の出し物を決めるためのクラス会議だ。

　委員長である高たか槻つきさんが、いつものように男子のクラス委員を書記としてアゴでこき使いながら、クラス中を教壇から見下ろして、

「さて諸君、議題は文化祭に何をやるかということなワケだが、私は何か食べ物屋さんをやりたいと思う！」

　と宣のたまった。

　クラス会議の手法としては、斬ざん新しんすぎる。

　議長自らが率先して自分の希望を押しつけるというのはどうなんですか。

「無気力に教室を開放して休憩所だの、安易に不要なものを持ち寄ってフリーマーケットだのといったお約束を許す気はない！　やるからには御み堂どう中央高校文化祭に逸いつ品ぴんありと語りぐさになるような、若さと努力と団結の結晶のようなものを供すべきだ！」

「……つまり、そういう美お味いしいものを食べたい、って訳せばいいのかな」

　思わずそう呟つぶやくと、高槻さんは薄く笑って、

「赤あか尾お。一つ訊きこう。……それの何が悪い」

　うわ、開き直った!?

「硬派な空手部は演武だの護身術のレクチャーだの、食い気のない案ばかりが主流なのでな。クラスでやるものくらい、好きなことをやりたい」

　なんて横暴な。さすが『暴君』だ。

「……はい！」

　珍しく、内向的な千紗が挙手をした。

「食べ物屋さんなら、辛からいものがいいです！　カレーとかタコスとか！」

　実に千紗らしい意見が出た。

「なるほど、カレーはいいかもしれないな。事前に作っておけば、ご飯を盛ってかけるだけで出せる。しかも、メニューとしての人気もある。実に合理的だ。私も好きだしな」

　高槻さんは満足げにうなずいている。

　ってか、最後のが本音なのでは……。

「料理長は竜りゆう太たかなあ。竜太のカレーは、最高に旨うまいぞ！」

　日々ご飯をたかりに来ているありすが、言いながら舌なめずりをした。こいつも高たか槻つきさんと一緒で、売る前に食べたくてしょうがない人間の一人だろう。

「赤あか尾おの料理の腕は私も保証する。他ほかに、我こそはという者は……なんだ、誰だれもいないのか。女子、情けないぞ。まったく」

「大きなお世話だっつーの。……だいたい、そういう委員長だって女子じゃんか」

　しかしありすのツッコミは完全に無視。暴君の耳に都合の悪い言葉は届かない。

「ああ、そうだ。こういうのはどうだろう？　千ち紗さ好みのカレーを作って、完食できた人には豪華賞品を」

「……千紗以外に誰が完食できるんですか、それ」

「えー」

　千紗本人は唇を尖とがらせているが、高槻さんはそれもスルーして、

「ま、激げき辛からは置いておくとして、カレーで異論はないか？　ないようならサクッと決めて、指揮は赤尾に執ってもらおうと思うが……」

　そこへ挙手で割り込んだのが、魚うお住ずみさんだった。

「苺いちごのショートケーキ！　苺のショートケーキを出したいのです！」

「こりゃまた、流れを大胆にぶった切ってきたな。しかもカレーとは真っ向勝負な感じの意見だが」

　驚いたように、高槻さんが魚住さんを見やる。

「あ、いえ、私事なのですが、ずっと入院している小学生の従姉妹いとこが、最近調子がいいので文化祭に来られるかもしれないのです。苺がその子の大好物なので、美お味いしいケーキを食べさせてあげたいなあ、と思ったのですよ」

　……ずっと入院している小学生の従姉妹？　魚住さんの？

　何だか、思い当たるフシがありまくりなんですが。

「ケーキ！　ケーキは素晴らしいと思うわー！」

　教壇の脇わきでホームルームを見守っていた担任の松まつ田だ小こ桃もも先生が立ち上がった。甘いものに目がない先生は「ケーキ」という言葉に反応したのだろう。

　そんな先生の様子に苦笑しつつ、高槻さんは、

「ふむ。小桃先生の好みはさておき、そういうことなら力になりたいな。カレーとケーキのセットというのも、まあ悪くはない気がするし……。誰か、ケーキを作れる人は？」

　高槻さんは教室を見回すが、名乗り出る者はいなかった。

「困ったな。赤尾、ケーキは作れないか？」

「うーん。まあ、どうやって作るのかはだいたい知ってるけど……でも、実際に作ったことはないんだよね」

　雪ゆき華かちゃんかもしれない。いや、きっと雪華ちゃんのことだろう。

　だったら、何とかしてあげたい。

　美お味いしいケーキを、食べさせてあげたい。

　そう思って決意を固め、文化祭までの日数と練習の行程を脳内でシミュレート。

　たぶん……いや、きっとやれる。やってみせる。

「でもまあ、できると思う。うん、任せて。まだ日はあるから、何とかするよ」

「あ、赤あか尾お君、本当ですか!?」

　驚いたように、魚うお住ずみさんが僕を見た。『敵』である僕が協力的な返事をするとは思わなかったのだろう。

「ま、病弱な女の子のため、と聞いたらね」

　夏の旅行では……というか、それ以前からずっと、僕らは魚住さんの演技に気づかなかった。それはもう、まんまとしてやられたわけだけど、今回の事情に関しては何かを企たくらんでいるような感じはない。……と思う。

　それに、こういうことでまで敵だの味方だのと張り合ってみたって始まらない。何しろ病弱な女の子のためなのだから。

「よし、では決まりだな」

「ケーキもカレーと一緒で事前に作っておけるし、文化祭とかには向いてると思うよ。むしろ問題なのは保存方法かもね。さすがにケーキは冷蔵した方が」

　僕が言い終わる前に、高たか槻つきさんは自信たっぷりに胸を張って、

「そこは任せておけ。キッチリ生徒会に掛け合ってくるさ。じゃあ、これにて……」

　これにてホームルームは閉会か、と思ったそのとき。

「あ、委員長さん、ちょっと待って下さい！　それとは全然別の話ですけど、一つ提案があるのですよ！」

　魚住さんが高槻さんに食い下がった。

「デーモンテイルのリンドヴルムさんたちを、是非文化祭に招待したいのです！　あのアンシーリーコートの学校占拠事件で助けてもらったお礼の意味もかねて！」

　な……っ！

　千ち紗さとありすと龍りゆう造ぞう寺じさんにも、衝撃が走ったようだった。

　それはそうだ。たった今、敵対関係はさておき、という暗黙の何かが締結されたような雰囲気だったのだから。

「なるほど、それは名案だ！」

　高槻さんを筆頭に、教室のあちこちから賛成の声が上がり始める。

「よし、それについても、この高槻姫ひめ乃のが責任を持って生徒会に進言してこよう！」

　ああ、高たか槻つきさんが――『暴君』が乗り気だ。

　もうこの流れを変える術はない。

　酷ひどいよ、という目を魚うお住ずみさんに向けると、魚住さんはニヤリと小さく笑って見せた。その顔が、「それはそれ、これはこれなのですよ」と言っているように見えた。

　かくして、二学期はこんなろくでもない感じで幕を開けたのだった。



　　　＊



　その日の夕方。

　御み堂どう市の地下にある鍾しよう乳にゆう洞どうを模したデーモンテイルの秘密基地では、久しぶりにメンバー全員が顔を揃そろえることになった。

　すなわち、変身すれば髪の毛を自由に操る改造人間『ラプンツェル』こと、総帥の千ち紗さ。

　同様に、スイッチ一つで大きなドラゴン『リンドヴルム』に変身できる身体からだに改造されてしまった僕。

　普通の人間ではあるけれど、赤いずきんやら何やらの衣装をまとって『リトル・レッドフード』を名乗り、部下たちを指揮するありす。

　目出し帽の上に赤い野球帽、都市迷彩の軍服姿という、いかにも戦闘員な『レッドキャップ隊』の一号から一〇号。

　そして、この基地と一体化してしまっているマッド・サイエンティスト、『ドクター・フォートレス』こと千紗のお祖じ父いさん、久く喜き島しま善ぜん治じ郎ろう氏。

　今や日本中にその名を轟とどろかせる悪の秘密結社、デーモンテイルの全容がここに。

　とはいえ、一堂に会して悪そうな笑みを浮かべつつ世界征服作戦を練っていたりするのかというと全然そんなことはなくて、おのおの好き勝手に伸びをしていたり銃の手入れをしていたりするんだけど。

　僕自身、さっきまで下校の途中で買ってきた『やさしいケーキの作り方』という本を眺めていたりしたので、あまり偉そうなことは言えない。

『さて、まずかねてから要望があった防御面の強化なのですが、リンドヴルムの鱗うろこと同じ素材を使用して大きな盾を作ってみました』

　虚こ空くうから響いてくる合成音のような声は、開発やら改造を一手に引き受けているデーモンテイルの陰の大黒柱、ドクター・フォートレス、通称ドクターの声だ。

『リンドヴルムの体表と違って可動の都合を考えなくてもいい分、何倍も強固なものに仕上がったのですが』

　頭上の闇やみの中から、機動隊の盾どころか畳一畳分くらいはありそうな真っ赤な盾が降りて……いや、落ちてきた。自由落下にしては加速しすぎているような気がする速度で、それは派手な音を立てて床に突き刺さった。

『残念ながら重量が困ったことになってしまいました』

　レッドキャップ隊の中でも一番大柄な五号が恐る恐る歩み寄って、持ち上げようとしてみる。が、ピクリとも動かない。あ、いや、今ちょっとだけ動いた。ピクリと。

「……なあ、ドクター。ありゃいくらなんでも使い物になんねえだろ」

　呆あきれ顔で三号が言う。

「人間には無理でも、ラプンツェルになら使えるんじゃない？　髪の毛でさ」

　僕の提案に、千ち紗さは、

「あ、はい。試してみますね」

　と、手首のフタを開けて、スイッチをオンにした。

　瞬時に、制服姿だった千紗が、色っぽいレザーボンデージにも似た衣装のラプンツェルに変へん貌ぼうする。

　綺き麗れいで艶つややかだった黒髪は、鮮やかなピンク色に。左右で結っていたお団子も解けて、ゆらゆらと独立した生き物のように蠢うごめいている。

　ピンク色の髪を飾る銀色のティアラ。大きく開いた衣装の胸元、そこに収まるすさまじいばかりのボリュームの胸。胸元には色っぽいタトゥー、お尻しりからも矢印のような小悪魔的尻尾しつぽが生えてきている。

　五号が真っ赤な鱗うろこの盾――スケイル・シールドから離れると、ラプンツェルは髪の毛をにょろにょろと伸ばした。そして、ひょいっと持ち上げる。おお、なんという怪力。

「これは重いですよ、お祖じ父い様。普通の人間の皆さんには、とてもじゃないですけど、使うどころか持ち上げるのも無理だと思います」

『やっぱりですか。まあ、車の装甲としてなら使えるかもしれません。……よもや、強度を追い求めたことが裏目に出るとは』

　天才なんだろうけど……やっぱり、この人もかなりおかしい。

『盾の方はともかく、ガトリング砲は運用面でも目め処どが立ちそうです。以前に無理矢理タイヤをつけたりしましたが、同じ方向性で脱着可能な追加パーツを用立てることにしました。ガトリング・キャリアー・マークⅡとでもいったところでしょうか。もう少し形になったら、片かた桐ぎりさん、テストパイロットをお願いしたいのですが』

「え？　そりゃまあ、構わないけど……。パイロット……？　ドライバーとかライダーじゃなくて……？」

「まあ、何にせよ装備が充実するのはいいことですね。もはや白びやつ虎こサイドとは明確に敵対関係にあると言っていいでしょうから」

　一〇号が、落ち着いたトーンで言った。

　白虎。

　失脚した……というか、僕らが失脚させた元防衛大臣・阿あ久く津つ竜りゆう一いち郎ろうの息子にして、猫の理想郷を築くべく世界征服を目指している若き実業家。

　その実業家、阿久津虎とら之の介すけが改造によって変身した姿、それが白びやつ虎こだ。

　リンドヴルムに変身した僕と同じくらいの巨きよ躯くを誇りながら、リンドヴルムを遥はるかに上回る敏びん捷しようさと、リンドヴルムの鱗うろこさえも切り裂く爪つめと牙きばを備えている。

　そして、夏休みの旅行中には、彼らは目的のために龍りゆう造ぞう寺じさんを誘拐するという暴挙に出たのだ。僕らが行った作戦でお互いの利害が衝突した結果ではあるけれど、決して許される行為ではない。

　その夏の衝突で、僕は白虎に大おお怪け我がを負わせた。

　とはいえ、ヤツも改造人間だし、夏にやり合った時点でその前に噛かみ砕いた足も治っていた。恐ろしい回復力だ。そういうことを考え合わせると、僕同様、もう完治していると考えるべきだろう。油断はできない。

　さらにあいつは、同じ改造人間である僕との戦いを望み、楽しんでいるようなところがある。

　――敵。

　そう、ヤツらはもう、明確に僕らの敵なのだ。

「あの……今日、魚うお住ずみさんがリンドヴルムを文化祭に招待したい、って言い出したじゃないですか。あれって、やっぱり何か企たくらんでのことなんでしょうか……？」

　盾を床に下ろして、変身を解いた千ち紗さが少し寂しそうにポツリと漏らした。まだ千紗は、クラスメイトである魚住さんが敵であるということを認めたくないのかもしれない。

「決まってんじゃん。真ま緒おは元々あっちの人間で、あたしたちを騙だましたんだから！　今回も絶対罠わなだって！」

　それに対して、ありすは正反対の態度。これも無理はない、と思う。

「もしかしたら、ケーキがどうこうってのも何かの策略なのかもしれないじゃん！」

「……それはどうかな」

　僕が首を傾かしげると、ありすは少し呆あきれ気味に、

「竜りゆう太た、甘い！　真緒は並の女優よりよっぽど演技上う手まいよ。真緒相手には、そのくらい用心深くなった方がいいって！」

「うん、それはそうなのかもしれないけど……この前病院に行ったときに、入院してる女の子に出会ったんだよ。その子がさ、魚住って名乗ってたんだよね、魚住さんが言ってるのはその子のことなんじゃないかなって。となると、まるっきり嘘うそとは思えないんだ」

「……女の子？」

　ぴしり、と千紗を取り巻く空気が変わった……気がした。

「……へー。あたしを散々待たせて、竜太はあのとき女の子と楽し――く過ごしてたんだ。へー。で？　その女の子は可愛かわいかった？」

　ありすまで、言葉に何やら不穏な刺とげ々とげしさを含ふくませている。

「あのね……。ってか、女の子っていったって小学生だよ。魚うお住ずみさんだって言ってたでしょ、小学生の従姉妹いとこって」

「そ、そんな……。小学生にまで……！」

「……いやでも、それはそれであたしに有利な条件かも……？」

　何の話ですか。

「重要なのは、文化祭に招待されるってトコじゃないんで？」

　脱線しかけた話を、四号が引き戻してくれた。

「あ、はい。そうですよね……」

　千ち紗さがそう答え、ありすも考え込むように腕を組んで難しい顔をした。

「まあ、ケーキはさておき、招待の方は何か裏があると考えるべきでしょう。生徒さんたちの中では立ち回りも制限されるでしょうし、周囲すべてが人質のような状況ですし」

　確かに、一〇号の言う通りだ。

「でも、どうしようもないですよ」

　少なくとも魚住さん以外のみんなは善意で招待したいと言ってくれてるわけだし、無下に断るのも気が引ける。

「だよなあ。目的もわからんし」

「ってか、ヤツらを相手にまともに考えるのって無駄な気がするんだよなあ。どうせまた猫の王国がどうとか、おいらたちには理解できない目的で行動してるんだろうし」

　七号と六号が投なげ遣やり気味に言い合っている内容には、心から同意を示したい。

「なんか、単なる嫌がらせって気もするけどなあ。夏に負けた腹いせっていうか。竜りゆうの字の正体もわかったし、じゃあちょっかい出してみましょー、みたいな」

「三号、ちょっとお気楽すぎ」

「でもよ、隊長。学校にはいつだって生徒たちが集まってるんだし、目的が人質ならわざわざ文化祭を選ぶ必要なんてないんじゃねえかな。リンドヴルムを呼び出すのだって、人質を取りゃいつだっていいんだし、正体をバラされたくなかったら来い、って脅せばいいだけだろ？」

「う……。そ、そりゃまあそうだけど」

「後手後手に回るのは癪しやくですが、向こうの思惑が読めない以上は手の打ちようがありませんね。竜りゆう太た君には、なるべく慎重に立ち回ってもらうしかないでしょう」

「立ち回りっていうか、スケジュール調整の方が大変っぽいなあ。文化祭当日、上う手まく時間をつくれるといいんだけど」

　何しろ調理担当だ。クラスの出し物の中心に据すえられてしまっている。いざ行こうとしても手が離せない、なんて事態にも陥おちいりかねない。

「そこは、大丈夫です。わたくしたちが目いっぱいサポートしますよ」

　妙に自信ありげに、千ち紗さが言った。

「そだね。任せろ、竜りゆう太た」

　ありすも、同様にうなずく。

　心強いことだ。……二人とも料理ができないことを除けば、だけど。協力はしてもらえても、代理は任せられない。

「さて、竜太君。文化祭の出し物も大変かもしれませんが、対白びやつ虎こを考えるなら他ほかにもするべきことはありますよ。継続は力なり、です」

「ええ、わかってます。話し合うべきこともだいたいすみましたし、今日も一丁お願いします。……まあ、文化祭が終わるまでは、せめて図書委員の当番の日くらいは特訓も勘弁してほしいところですが」

「ま、そのくらいは大目に見ましょう」

「助かります。たぶん……いや、かなり確実に忙しくなりますから」

　特にケーキは、家で何度も試作をすることになるだろう。その時間が確保できないと、色々辛つらい。

　立ち上がって、鎖骨の間に設置されたスイッチを入れた。どちらかといえば小柄な部類の僕の身体からだは、一瞬で大きな赤いドラゴンへと変へん貌ぼうする。

　夏休み前から始めた特訓は、夏休みの旅行に出たとき以外は毎日続けてきた。

　最近では五号の攻撃も、三回に一回は完かん璧ぺきに読み切って避けるなり受けるなりができるようになっている。

　昨日など、開始から四〇秒以上パーフェクトペースだったセットもあった。この身体に内蔵された反重力飛行システム、それを瞬間的に稼働させて瞬発力を得る回避法も、かなり習得が進んでいるような実感がある。

　五号も無言のまま立ち上がって、棒の先の布に青いインクを浸した。

　その棒を構えた五号と向かい合い、僕も前肢を地面に着いて低く身構える。ドラゴンのこの身体では、獣のようなこのスタイルの方が動きやすいし素早く反応できるのだ。

　戦いは情報戦。

　五号の視線、構え、呼吸、筋肉の動き、間合い、体重移動、そうした情報を元に、攻撃が繰り出される前に動きを予測しなければならない。

　攻撃の兆候を一つも見逃すまいと、僕は神経を尖とがらせる。

　その脇わきでは、千紗とありすが、真顔でまったく別の話を始めていた。

「文化祭もアレだけどさ、目下一番まずいのはヤトちゃんだよね」

「ええ、わたくしもそう思います」

「……あたしたちも、そろそろ覚悟を決める必要があるのかも」

「ええ……そうですね。……片かた桐ぎりさん、そのときは、お互い正々堂々とやりましょう」

「そだね。負けない……絶対負けないぞ！　ヤトちゃんにも、千ち紗さポンにも」

「わたくしだって」

　お互いに少し頬ほおを染めて、二人は小さく笑みを浮かべて数秒間睨にらみ合った。

　――が、五号の閃ひらめく穂先に全感覚を集中させていた僕の耳には、その二人の会話は届かなかった。



　　　＊



　翌日。

「カレー屋の申請が受理されたぞ」

　という高たか槻つきさんの言葉を受けて、今日の放課後に調理実習室を使えないだろうか、と持ちかけてみた。ケーキが未知数な分、カレーはさっさとみんなの了解を取ってしまいたい。

「じゃあ申請しておこう。まあ、まだ大半のクラスが様子見で出し物を決定していないからな。問題ないと思う」

　そして二時限目と三時限目の間の休み時間に、

「喜べ、赤あか尾お。無事に調理実習室の使用許可が下りたぞ。みんな、今日の放課後、早速赤尾がカレーの試作をするそうだ！　試食したいヤツは参加するといい！」

　上がる歓声。主に食いしん坊の男子連中から、だったが。

「それと、文化祭にリンドヴルムを招待する、という案も、文化祭全体のプランの中に組み込まれることが決定した！」

　げ。

　しかし、クラスメイトたちの歓声はいっそう大きくなるわけで。

「文化祭一日目の最後に校庭でやる、軽音部と落研とお笑い研究会の合同ライヴが毎年の恒例らしいんだが、そのライヴのゲストとして声をかけるつもりらしい」

　……ま、今はそのことは考えないことにしよう。

　そしてお昼休み。

「あ、あ、あのさ、竜りゆう太た。ご飯食べ終わったら、ちょっと話が……」

　いつもより歯切れ悪い感じで、ありすが話しかけてきた。心なしか、顔が赤くなっているようにも見える。

「あ、ごめん。この昼休み中に、放課後に使うスパイスとかを取りに帰らなきゃいけないんだ。お昼もその道々でパンでも買ってすまそうと思ってるから。後じゃダメかな？　手短にすむなら今でもいいけど」

「え、あ、その……そっか、竜りゆう太た忙しいもんな。う、うん、今度でいいや」

「そう？　悪いね」

「あはは、気にすんな。それより、カレー楽しみにしてるぞっ！」

　なぜだか少しホッとしたような顔で、ありすは言った。

「何言ってんの、一番食べ慣れてる人が。じゃあ、ちょっと行ってくるから」

　ありすと別れて教室を出ると、今度はなかりテンパッた感じの千ち紗さに、

「あ、あのっ、竜太さんッ！　い、今、お時間はっ、あ、ありますかっ」

　と呼び止められた。

「ごめん、急いでるんだ。……けど、そうだ、ちょうどよかった。千紗好みのカレーってどのくらいの辛からさなのかな。できれば、詳しいレシピを教えてほしいんだけど」

「え？　あ、はい。じゃあ、お昼休みの間に、電話でマサコさんに訊きいておきます」

「ありがとう、助かるよ。……家にある香辛料でどうにかなるかな？　わかり次第、できれば昼休み中に電話してくれれば用立てられるかもしれない」

「あ、いえ、たぶん珍しい材料も使っていると思いますから、放課後までに材料を持ってきてくれるようにお願いしてみます」

「ホントに？　ありがとう、そうしてもらえると凄すごく助かるよ」

「……いえ、そんな」

「ゴメンね。用件は後でちゃんと聞くから！」

　そして千紗とも別れて、学校を出る。

　しかし何だって、今日に限って二人とも話があるとか言い出すんだろう。



　そして放課後、調理実習室。

　いつもはさっさと帰ってしまうクラスメイトたちも、約半分が居残ってギャラリーと化している。好奇心のなせる業わざか、単に食い意地が張っているだけか。

「でも、カレーって煮込んだり時間がかかるはずなのです。放課後だけでは時間が足りないと思うのですよ」

　居残ったクラスメイトたちにまぎれて、魚うお住ずみさんが言った。

　残りますか、貴女あなたも。いやまあ、文化祭の出し物は魚住さんの事情で決まったようなものだから、その義務はある気もするけど。ケーキに関しては。

　何にせよ、この人の度胸というか図太さには、ホントに感心してしまう。

「えーとね、カレーをコトコト煮込むのは、もう常識じゃないよ。逆に、煮込みすぎると栄養や香りが飛んでよくない、ってのが今の常識なんだ」

　授業が終わるなり、別動隊に買ってきてもらった材料を並べながら、僕はそう説明した。

「味がしみるのは冷めるとき。だから、サッと煮込んで一旦いつたん冷やして熟成させる。これが美お味いしいカレーの作り方なんだよ」

　ニンジン、ジャガイモ、タマネギ、豚肉、それと市販のカレールウ数種、ニンニク、牛乳。自宅で作るときは他ほかにも色々用意するけど、文化祭用はなるべくシンプルに作ることを心がけようと思っている。

　そして隠し味に一〇〇パーセントの野菜ジュースと一ひと欠片かけらのビターチョコレート。特に野菜ジュースには果物の果汁も入っているので、お手軽なわりに使い勝手がいい。

「さて」

　と、材料を前に、髪の毛が落ちないようバンダナで頭を覆う。

「りゅ、竜りゆう太た、何か手伝うか!?」

　とありす。

　千ち紗さと龍りゆう造ぞう寺じさんまで、

「わっ、わたくしも、何かできることがあれば……ッ」

「ちょっと、何を仰おつしやってますの？　竜太様をサポートするのは、未来の妻たるわたくしの役目ですわ！」

　とか言い出している。

　ってか、誰だれが妻ですか。

「いや、いいよ。今日は味を見てもらう意味あいの方が強いし」

　笑って、建前でやんわりとお断りを入れる。本音、足手まといは要いりません。

　気を取り直して、作業開始。

　まずは野菜の皮を剥むいて、切っていく。ただそれだけの行為で歓声にも似たどよめきが起こるのはどうしてだろう。

「うーむ、料理が上う手まいのは知っていたが、包丁さばきも見事なモノだな」

　高たか槻つきさんまで……。こうまで注目されるとやりにくいなあ。

　ニンジンとジャガイモは乱切りに、タマネギは薄くスライス。

　鍋なべに油を引いて、包丁の腹で潰つぶしたニンニクを炒いためる。香りが出てきたら、弱火にしてタマネギを入れてさらに炒める。

　タマネギがしんなりしてきたらニンジンとジャガイモも入れてしばし炒め、水と牛乳、下味用にカレーのルウを一欠片だけ入れて煮込んでいく。

　となりのコンロでは同時進行で、小麦粉をまぶした豚肉を炒める。野菜の方が煮えてきたら、その豚肉もルウと一緒に野菜の鍋に入れてしまう。隠し味各種も随時投入。

　そして、ここからが本番。肉を炒め終わって空いたコンロのフライパンを洗ってキッチリと水を拭ふき取り、家から持参したローリエとシナモンスティックを細かく刻んで入れ、次いで手で砕いたカルダモンを入れて軽く煎いっていく。

　さらにそこにクローブ、クミン、コリアンダー、ブラックペッパー、スターアニスを入れて焦がさないように丁寧に煎いり、煎り終わったら冷ましてすり鉢ばちに移す。そこにパウダーのフェンネルとナツメグを入れて、ごりごりと砕く。

「……それ、なにやってんだ？」

　クラスメイトの一人に尋ねられたので、

「ガラムマサラを作ってるんだ。仕上げにこれを少し入れると、香りが格段に違うんだよ」

「……おいおい、家でもこんな本格的にやってるのか？」

「ってか、ガラムマサラって何よ」

「全然本格的じゃないと思うけどね。ルウだって市販のものを三種類混合しただけだし。本格的っていうからには、自分でルウから調合するくらいじゃないと。ルウ作りはね、文化祭とかでやると収拾がつかなくなっちゃうと思うんだ」

「……いや、その感覚は絶対おかしいから」

「つか、なに？　カレーのルウって作れんの……？」

　もちろん作れます。手間がかかるから、家でもあんまりやらないけど。

　ちなみにガラムマサラっていうのは、ヒンズー語で「熱い香辛料」という意味の混合香辛料のこと。熱い、とは言うものの辛からみよりは香りを重視した感じのものだ。

　粉状になったガラムマサラを二ふた匙さじほど加えて軽く煮込み、火を止める。

　そして、ちょっと乱暴かなとは思ったけど、シンクに水を張ってカレー鍋なべをそこに浸し、中身を急速に冷ましていく。

「ＯＫ、だいぶ冷えた。これを温め直せば完成だよ」

「え、もう？」

「早っ！」

「本番では、もっとちゃんと時間をかけて冷ますつもりだけどね」

「っつーか、お前手際よすぎ」

「ふふん、竜りゆう太たのカレーは、味だって最高だぞっ」

　なんでありすが偉そうにふんぞり返って自慢しているんだろう。

「甘口とか辛口とかメニューを分けるのはやめて、この中辛一種類でやろうと思うんだ。種類とかが増えれば手間も増えるし、注文を取るのも面倒だろうし。基本、メニューは中辛カレーとケーキのセットのみ、座ったら注文確定、みたいな感じで。選べるとしたら飲み物くらい、とか」

「いんじゃねえ？　おまけで激げき辛からカレーのチャレンジとかもあるんだし」

「まあ、文化祭のカレー屋だしな。そんなもんだろ」

「……でも、それだと、私の従姉妹いとこには辛すぎるかもしれません……」

　不安そうに言う魚うお住ずみさん。

「そこは大丈夫。予約のお客様には、ちゃんと特別に対応するつもりだから。……はい、カレー、温まったよ」

　温め直したカレーを少しずつ皿によそって、待っていてくれたクラスメイトたちに配っていく。

「大盛り！　大盛りで！」

　ありすが自分用の皿をずいっと突き出してくる。

「無論、私も大盛りで頼む。いやむしろ特盛りで。お代わりも予約だ」

　と高たか槻つきさん。はいはい、もう想定の範囲内ですよ。

「旨うまい！」

「すげえ香りだ。市販のルウなのに……」

「ありすちゃんがご飯をたかりに入り浸るの、わかるわ……」

「でも、女としては立場がなくない？」

「断言する。うちの母ちゃんのカレーより数百倍旨いね」

「ってか、もうこれお店の味じゃね？」

「ご飯が……ご飯が欲しい……」

　……はは、こうも手放しで褒ほめられると、何だかくすぐったい。

　ちなみに、今回はあくまで試作なので、ライスもナンも用意していない。

「さすがですわ、竜りゆう太た様！　タマネギの甘さと牛乳のまろやかさが口当たりよく、辛からさを包み込んで……でも、後からちゃんと辛みがきて、ガラムマサラの高い香りが全体の味を引き締める……。完かん璧ぺきですわ！　このクオリティでしたら、お店は大繁盛間違いなしですわね！　いっそ、オトギーランドのレストランでも出したいくらいですわ！」

　龍りゆう造ぞう寺じさん、それは言いすぎです。ってか、最近貴女あなたは何かを見失いすぎです。

「そうだな、食べてさえもらえれば満足はしてもらえるはずだ。……赤あか尾お、お代わりを」

　高槻さん、五杯目ですよ……？　まあ、驚きはしないけど。

「じゃあさ、当日には校門のところで、ちぎったパンか何かにルウをつけて試食してもらおうぜ。宣伝に多くを語る必要はねえよ。食ってもらうのが一番手っ取り早い」

「あとは、ウェイトレスの衣装だな！　可愛かわいいウェイトレスがいる、となれば勝手に客足は向くと思うぜ」

「あ、あの、ヤトさんの衣装部屋にある衣装を貸してもらったらどうでしょう？　華やかなものも多かったですし」

　男子の誰だれぞが言った下心丸出しの意見を受けて千ち紗さが提案したのは、いつぞの誕生会のアレですか。僕は二度と着ませんよ？

「接客のレクチャーは任せろッ！　伊だ達てにファミレスでバイトしてないってところを見せてやるぞっ！」

「はは、みんなテンションがダダ上がりだね」

　思わず苦笑すると、

「そりゃあ、売るべき料理がこんなに旨うまけりゃな」

「ああ、俺おれたちも適当なことはできねえ……！」

　何だか照れるなあ。

　いやまあ、そう言ってもらえるのは、調理担当としては嬉うれしい限りだけど。

「さて、じゃあここからは特別メニューだ」

　と、残ったカレーの何割かを小さな鍋なべに移して、マサコさんに届けてもらったというトウガラシの粉末を取り出した。

　何でも、北インド地方産のブート・ジョロキアという品種をメインに作ったものらしい。千ち紗さ曰いわく、辛からさでギネス記録を持っている品種なのだとか。ハバネロより辛い品種って、あったんですね……。

　そのパウダーを、慎重に分量を見定めながら小鍋のカレーに混ぜていく。味見は死んでもゴメンなので、マサコさん秘伝の分量を間違えるわけにはいかない。

「よし。千紗、ちょっと味見してみて」

　皿に少し取り分けて、千紗に手渡した。千紗はそれを口に運んで、口元を綻ほころばせた。

「ほどよい辛さで美お味いしいです！　さすが竜りゆう太たさんです！」

「よかった、分量に間違いはなかったみたいだ。……試してみたい人は？　僕はオススメしないし、むしろやめておいた方がいいと思うけど」

　言ってる側そばから、不敵に笑いつつ男子三人が進み出てきた。

「おい、赤あか尾お。馬ば鹿かにするなよ」

「なあ。俺たちは駅前の『カレーショップ・ベナレス』の三〇倍カレーを二〇分で完食した、言わばカレー界の勇者だぜ」

「いくら久く喜き島しまが辛いモノ好きっていったって、俺たちほどじゃあないはずだ。我ら三人がカレー三銃士として、今日から主役を張らせてもらうッ！」

　甘い。認識が甘すぎる。

「っていうか、『三銃士』の主役はダルタニャンであって三銃士じゃないよ」

「……そうなのか？　タイトルなのに。意外にダメだな、三銃士」

　アレクサンドル・デュマ・ペールに謝れ。

「わはは、細かいことは気にするなッ」

「その通り！　何にせよ、我らがそのカレーを完食すればいい話だ！」

　本気でやる気なんだ。

　でもまあ、口で言っても無駄だろうしなあ。

「……僕は忠告したからね？　食べるなら、自己責任でよろしく」

　三人に千紗仕様のカレーを取り分けて、心の中で合がつ掌しようする。

　言うまでもなく、たったの一口でこの三人はのたうち回ることになった。

　カレー勇者にもカレー三銃士にも、激げき辛から大魔王の討とう伐ばつはかないませんでしたとさ。

　そして、その後は誰だれもチャレンジしたいとは言い出さなかった。

　ある意味、カレー三銃士は身体からだを張って他ほかのクラスメイトたちを守った、とも言えるかも。そう考えると尊とうとい犠牲だ。

「まあ、赤あか尾おに主役云うん々ぬんのツッコミをされた時点で、負けは見えていた気がするがな。なんていうか、やられキャラのセリフだった」

　と、撃沈した三人を冷ややかに一いち瞥べつして、高たか槻つきさんは、

「さて、豪華賞品は何にする？　完食できる人間など、そうそういないとは思うが」

　至極冷静に事務的な話を開始した。

「なんでしたら、オトギーランドの関連商品を提供してもよろしくてよ？」

「うーん、それはどうだろうなあ……。いくら何でも、企業の手を借りるのはまずいだろう。家業だとしても」

「あんま深く考えなくてもいんじゃね？　適当にフリマの感覚で持ち寄ったものを賞品にすればいいと思うんだけど」

「だな。そもそも、激辛カレーとか、おまけ要素だし」

「確かに、それもそうか。となると、あとはケーキだが……赤尾、そっちはどうにかなりそうか？」

「鋭意勉強中。色々問題点とか考えてることとかはあるけど……まあ、近いうちに試作してみて、判断はそれからかなあ」

「大丈夫ですっ、竜りゆう太たさんならきっとできます！」

「当たり前だっ、竜太の料理の腕はあたしが保証するって言った！」

「そうですわね。これだけのカレーを作れる竜太様ですもの、ケーキごときに手こずるはずはありませんわ！」

　カレーとケーキは全然別物ですよ、龍りゆう造ぞう寺じさん。カレーを作れることがケーキも作れることの根拠にはならないと思います。

「あの、赤尾君。ケーキのことなのですが、実は使ってほしい苺いちごがあるのですよ」

　カレーのお皿を置いて、いつになく真面目まじめな顔で魚うお住ずみさんが言った。

「使ってほしい苺？　って、品種とかの話？」

「いえ、ちょっと遠いのですが、知り合いの苺農家の人が作った苺なのです。私の従姉妹いとこにとって、特別な苺なのですよ」

「まあ、そういうことなら。まだ試作もしてないから、いくらでも調整は利くしね」

「ありがとうなのです。じゃあ、次の休みにでも、私と一緒にその苺農家に行ってもらえますか？　実は連絡先を知らないというのもあるのですが、直接事情を話して売ってくれるようにお願いしたいのです」

　むむ。さすがにこれは、何かの策略と疑うべきだろうか、と考えて答えあぐねている数秒の間に、

「わたくしも同行しますっ！」

「あたしも行く！」

「もちろん、わたくしも参りますわ！」

　千ち紗さとありすと龍りゆう造ぞう寺じさんが、綺き麗れいにハモりつつ身を乗り出した。

「ふふん、竜りゆう太た様と二人きりで出かけるなんて、わたくしが許しませんわよ」

「ハイ、その点はどうでもいいので、別に何人来てもらっても構わないのですよ。赤あか尾お君、お願いできますか？」

「……うん、まあ、構わないけど……」

　何だか僕の意志とは無関係なところで決まった気もするけど。

「……やっぱ、料理かなあ」

　僕らのやりとりを聞いていたクラスメイト（男子）の一人が、深い溜ため息とともに小さく呟つぶやいた。それを皮切りに男子連中が、

「だなあ。こんなもんを目の前で手際よく作られてご馳ち走そうされたら、そりゃあ心も動くよなあ」

「俺おれも、料理勉強しようかな……」

「ああ、俺もそう思った。まだ、今なら間に合う気がするんだ……」

　はて、何の話だろう。

　まあ、料理でも何でも、勉強するのはいいことだと思うけどね。



    

  
    
      


第二章　二人の気持ち





　最初のカレー試作以降も、何かと忙しい日々が続いている。

　カレーを食べたクラスメイトたちが過剰に言いふらすものだから、食べ損ねたクラスメイトたちから「また作ってくれ」とせっつかれている。

　他ほかにも教室の飾りつけをどうするか、テーブルと椅い子すの配置はどうするのか、コンロなどの器具はいくつ必要か、人員をどう配置するか、などなど、僕のカレーが中心に動いている手前、あらゆる話し合いに参加しなければならない。

　帰ったらケーキ作りの勉強をして、宿題や予習復習をして、デーモンテイルの基地へ行って特訓もしなければならない。

　……改めて列挙すると凄すごいな、僕のスケジュール。目まぐるしいわけだ。

　だから、というのは言い訳にはならないと思うけど、結局、千ち紗さとありすの話をちゃんと聞いてあげることができずにいた。

　その後も二人には、何度か話がある、と持ちかけられたものの、

「ゴメン、これから会議なんだ」

　と答えざるをえなかったりしたのだ。

　少し時間があるときも、じゃあ話を聞こうか、と思った途端、

「赤あか尾おー、ちょっといいかー？」

　とクラスメイトたちから呼び出されたりする。もちろん、文化祭のカレー屋さん絡みの案件で。

　なんていうか、間が悪いというよりは時期が悪いという感じだ。

　……我ながら最悪だと思う。努力が足りない、と言われれば反論の余地もない。

　そんなこんなで、ようやく千紗とゆっくり話せる機会が訪れたのは、図書委員の当番の日だった。

　それも放課後。

　昼休みの当番では、ケーキ作りの本を読むのに没頭して、そのことに気づかないというダメッぷりだったわけですよ。困ったことに。

　そんなだったから、今、カウンターの中でとなりに座っていて気まずいことこの上ない。

　それでも、その気まずさの原因は僕なんだから、僕から切り出さなくては、と思って、

「その……ゴメン。なかなか話を聞いてあげられなくて」

　恐る恐る、そう声をかけた。

　千紗は怒るどころか申し訳なさそうな顔で、小さく微笑ほほえんだ。

「あ、いえ……。わたくしこそ、ごめんなさい。今、竜りゆう太たさんが忙しいのはわかっているのに……」

　少し、ホッとする。

「よかった、もしかしたら怒ってるかなって思ってたから」

「怒るだなんて、そんな」

　ぶんぶんと派手に首を振って、その後ちょっと言い淀よどみ、少し照れたように、

「……むしろ、嬉うれしいっていうか、ちょっぴり誇らしいです。竜りゆう太たさんが、みんなに頼りにされてたりするのが。……おかしいですよね、自分のことでもないのに」

「え……。いやあ、どうなんだろ。あはは……」

「……」

　千ち紗さはそれっきり、黙り込んでうつむいてしまった。

「……えーと、それで、話って……？」

「あ、あの……」

　うつむいたまま、千紗は顔を真っ赤にして、

「す、すみません。もう少し……もう少しだけ、待ってもらっていいですか……？　ちょっと、気持ちの整理が……」

「え？　そりゃまあ、構わないけど……」

　その後も、千紗は深呼吸を繰り返したり、掌てのひらに人の字を指で書いて飲み込む真ま似ねをしたり、僕と視線を合わせようとしなかったり、ずっと赤面していたりと、なんとも挙動不審な感じだった。

　そして何も話してもらえないまま図書館も閉館の時間になり、いいのかなあ、と思いつつ鞄かばんを手に校門まで歩いてきてしまった。

　文化祭が近いせいだろうか、校内にはまだ生徒がかなり残っているようで、開け放たれた窓から楽しそうなお喋しやべりや喧けん噪そうが漏れ出している。

　吹奏楽部のブラスバンドの音、運動部員たちが発するかけ声や、ボールを打つラケットやバットが放つ音、コーチの怒号なども、薄く朱に染まり始めた空の下に響いている。

「ねえ、千紗。それで、話って――」

　そう言いながら、数歩遅れ始めた千紗を振り返った瞬間。

　ぱぁん！　と、鞄を足下に置いた千紗が、自分の両りよう頬ほおを平手で叩たたいた。

　……ええっ!?

「あ、あの……いったい何を」

「あ、はい。気合いを、入れました」

　今までの歯切れの悪さがウソのように、千紗はハッキリと言い切った。目からオドオドした感じが消えている。

「気合い……？」

「はい。その……こうでもしないと、逃げ出したくなっちゃいますから」

　千ち紗さは、まっすぐに僕を見つめてきた。

　顔が真っ赤なのは、今叩たたいたからなのか、他ほかの理由があるのか。

　ただ、その瞳ひとみはいつになく真剣な凛りんとした光を帯びていて、ややもすれば気け圧おされてしまいそうだった。

「これ、覚えていますか」

　千紗はポケットから何かを取り出して、僕に示した。

　指輪だ。ところどころメッキも剥はげかけた、小さなオモチャの指輪。決して太くはない千紗の指にも、もう入らないだろう。

「もしかして、幼稚園のときの……？」

　砂場でなくしたあの指輪を捜してあげた。それが、僕らの最初の縁だった。再会するまで、僕はすっかり忘れていたんだけど――。

「はい。竜りゆう太たさんに捜してもらった指輪です」

　千紗は、僕の答えににっこりと微笑ほほえんだ。

「……まだ、持ってたんだ」

　千紗はそれを胸元でギュッと握りしめて、

「もちろんです。わたくしの、一番の宝物です。……あ、でも、縁日で頂いたタヌキさんも同じくらい大事ですけど」

　照れくさいのだろう、千紗は言いながら、僕ではなく指輪を見つめていた。

「あの日から、ずっと竜太さんを見ていました。違う小学校になってしまって、とても悲しかったです。……高校で再会できて、とても嬉うれしかったです」

　思い出を慈しむように、噛かみしめるように、千紗はゆっくりと言葉を紡ぐ。

「竜太さんが大おお怪け我がをしたときには、心配で心配で気が狂いそうになりました。肩のときも、全身のときも」

「あー……。いやその、ごめん」

　ホントに、心配ばっかりかけてるもんなあ。

「いえ。……むしろ、わたくしが竜太さんを引き込んだばっかりに、そういうことになったわけですから……申し訳ないと思っています。責任を感じてるんです」

「いや、別に……。僕自身、自分の意志でやってるんだし」

「いいえ！　で、ですから、今後はわたくしが守ります！　ずっと……ずっと、その、竜太さんの側そばで、……………………………………………………できれば、一生……」

　最後の方は、もう消え入るようなボリュームで、よく聞き取れないくらいだった。

「え？」

「いえ、その……」

　そして一拍、意を決するように、千ち紗さは深呼吸をして。

　でも、真っ赤に染まった千紗の顔は、一度の深呼吸くらいでは火ほ照てりを拭ぬぐい去れないようだった。

　う。

　思わず、目を奪われてしまった。

　朱に染まった顔と、照れてモジモジする感じが、ものすごく女の子っぽいというか、可愛かわいいっていうか……。

　お団子から伸びた黒髪の尻尾しつぽが、はらりと揺れる。

「……竜りゆう太たさんは鈍感だから。ちっとも気づいてくれないから――――だから、他ほかに解釈のしようがない言い方をします」

　一度目を伏せてから、千紗は潤うるんだ瞳ひとみを僕に向けて。

　そして。

「竜太さんのことが好きです。大好きです。恋人に、して下さい……っ！」

　振り絞るように、しかしハッキリとそう言った。

「え……」

　一瞬、理解が追いつかなかった。

　言葉の意味が、脳に浸透しない。

　唖あ然ぜんとする僕の前で、千紗は指輪を持っていない方の手を真っ赤になった頬ほおに添えて、

「い、い、言っちゃいました……っ！　どっ、どうしましょう……！」

　とか、うわごとのように口走ったり、周囲をしきりに気にしたりと、錯乱気味の挙動不審モードに突入した。

　そして足元の鞄かばんを持つと、赤い顔もそのままに、

「あ、あのっ、返事は急ぎませんのでっ！　そ、それじゃあ、さようならっ」

　フリーズした僕の脇わきをすり抜けて、風のように校門を出て行ってしまった。

「……………………え？」

　取り残された僕はといえば、その後もたっぷり五分ほど、呆ほうけたように立ち尽くしたのだった。
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　現実味が感じられなかった。

　もちろん、好きと言われて嬉うれしくないはずはない。

　けれど、浮かれているのとも少し違って、おそらく今の僕の状況を簡潔に言い表すなら『混乱』が一番近いのではないかと思われた。

　もしかしたら僕は、無意識のうちに『自分が好かれるはずはない』と決めつけていたのかもしれない。

　僕の父は、僕が幼い頃ころに母と僕を捨てて出て行った。

　僕の母は、その後僕のことなど気にも留めず自分の仕事に熱中した。

　最近でこそ、父もちょこちょこ連絡をよこしたり食事しようとか言い出したり、母もたまに帰ってきちゃあ猫なで声でワガママを押しつけてきたりするけど……それも、今さらという感じだ。

　余裕が出てきたからって思い出したように親っぽく振る舞おうとされても、僕は戸惑うことしかできない。

　放っておかれた時間が、そんなことで埋まるはずもない。

　だから――、両親にさえ構ってもらえなかったのだから、他人から好かれるはずがないのだ、と。

　想定していなかったから、どう対応していいのかわからない。

　自分がどうしたいのかさえも、わからない。

　考えているようで何も考えていない、何を考えているのかも判然としない、そんな状態でいつの間にか家の前まで歩き着いていた。

　そして。

　家の前では、玄関のドアにもたれるようにして、制服のままのありすが待っていた。

「……お帰り」

　僕に気づいて、ありすは少しぎこちなく微笑ほほえんだ。

「あ……ああ、晩ご飯？　遅くなってごめん。ちょっと待ってね」

　ありすにドアの前から退どいてもらって、鍵かぎを開ける。鍵をポケットに仕舞い、ドアノブを回そうとした、その瞬間。

　後ろからありすが、

「もっとルンルンで帰ってくるのかと思ってた」

　独り言のように、言った。

　凍りついたように、僕の身体からだが動きを止める。

「え……？」

「告白、されたんでしょ。千ち紗さポンに。嬉うれしくなかったの？」

「な、なんで」

「千紗ポンに聞いた。正々堂々とやろう、って二人で決めてたから」

　肩越しに振り返る。……が、振り返った視線の先に、ありすはいなかった。代わりに、背中に温ぬくもりを感じた。

　いつもの、体当たりのような荒々しさがない。寄り添うような、ためらいがちな、そっとした触れ方。

　ものすごい違和感。やけに口の中が乾いていた。

「正々堂々……？」

「ん。……ねえ、竜りゆう太た。あたし、もう竜太を蹴けったり殴ったりするの、やめるね」

　急な話題の転換。頭がついていかない。

「ってか、これからはあたしが竜太のために頑張る。竜太は、今まであたしのために料理作ってくれたり、色々世話を焼いてくれたから。デーモンテイルでも、竜太に助けてもらってばっかりだから……これからは、あたしが竜太の助けになる」

「え」

「料理とか、家事とか、竜太の方がずっと上手だけど……でも、竜太のためだったら頑張れるから。あたし、竜太のためだったら何だってできる」

「ど、どうして、いきなりそんな……」

「好きになってもらわないと困るから。嫌われたら、もっと困るから」

「な、……え？」

　僕の制服を握ったありすの手に、ぎゅっと力が籠こもった。

「……千ち紗さポンには渡さない。ヤトちゃんになんか、絶対に渡さない……っ！」

「……」

「ずっと、小学生の頃ころからずっと好きだったんだ……っ！　負けるわけない。あたしの方が、ずっとずっと竜太を好きに決まってる！」

「ありす…………」

　何かを言うべきなんだろうけど、何を言ったらいいのか皆目見当がつかなかった。

　背後に聞こえる息遣い。背中に密着したありすの身体からだから、高鳴る鼓動さえ伝わってくる気がした。

　どのくらい引っついていたのだろう。やがて、

「ごめん」

　と呟つぶやいて、ありすが僕の背中から離れた。

　のろのろと、ありすの方に向き直る。が、顔を正視することはできなかった。

「でも、竜太が悪いんだ……。いつまで経たっても気づかないから。竜太だけだぞ、あたしと千紗ポンの気持ちに気づいてなかったの。委員長はもちろん、他ほかのみんなだって……あ、ヤトちゃんもわかってなかったっぽいけど……」

「うん……、僕こそ、ごめん。千紗にも鈍にぶいって言われたよ」

　顔を上げて、ようやく見たありすの顔は、耳まで真っ赤に染まった上に、目め尻じりにうっすらと涙さえ溜たまっていた。

　そして、ありすはさらに一歩、僕の方へと近づいてきた。

　半歩の距離。手を伸ばさなくても、ふとした拍子で触れあってしまいそうな距離。

「あ……あのさ、竜りゆう太た」

　ありすは赤くなった顔のまま、熱っぽい視線を僕に向けて、

「すぐに選べっていうのは無理だと思うから、返事は待つけど……でも、一つだけ、お願いを聞いて」

　至近距離で僕を見上げて、ありすは、潤うるんだままの目で僕を見つめた。

「お願い……？」

「そ。だ、だって……千ち紗さポンもヤトちゃんも竜太とチュウしてんのに、あ、あ、あたしだけしてないッ！」

「はあっ!?」

「だ、だから、あたしにも……ッ！」

「ちょ、だって、千紗のは事故だし、龍りゆう造ぞう寺じさんのは無理矢理だし！」

「でも、チュウはチュウだッ！　ずるいっ」

　ずるいって。

　ムチャクチャだ！　なんという無理難題だろうか。

「お願い、竜太。二人に先を越されたまま、こんな勝負に打って出るんじゃ、不安すぎるんだ……」

「そ、そんなこと言われても……」

　あっ、キス待ちの構えで目を閉じやがった！

　ずるいのはどっちだよ……。その体勢に入られたら、何もしないという選択肢がすさまじく選びにくい……ッ！

　うう。目は閉じていても、浮かんだ涙はその存在感を失っていない。長い睫まつ毛げが、小刻みに震えている。

　……。

　震えているその様子は、まるで怯おびえるウサギのようだった。

　不安すぎる、か。

　元来、ありすはやせ我慢体質だ。放っておけば、どこまでも一人で背負い込んで、一人で頑張って、一人で無理をする。なのに、こんな頼みごとをするというのは、本当に不安が大きいってことなのだろう。

　小ちっちゃくて可愛らしいのは、もちろんありすの長所だ。

　でも、相手が超高校生級のスタイル――特に胸が――の持ち主である千紗だったり、モデル顔負けの脚線美を誇る龍造寺さんだったりするとなれば、不安にならない方がどうかしている、ということか。

　……でも、チュウはちょっとなあ。

　少し悩んで、僕はありすの前髪を右手でかき上げた。ありすはぴくりと身を強こわばらせ、目を閉じたまま、ますます頬ほおを紅潮させた。

　そして、唇で、ちゅ、とおでこに触れる。

　うひゃあ、これは、かなり恥ずかしい……！

　その感触に気づいたのだろう、ありすは目を開けて、

「何でおでこなんだ……」

　と唇を尖とがらせた。まっすぐに睨にらまれる。

「ほっぺの方がよかった？」

「そういう問題じゃないっつーの」

　はは、そりゃそうだ。

「……これでも、最大限頑張ったんだけどね」

　目を合わせるのが照れくさくて、赤くなった顔を背けながら言った。

「っていうかさ、く、唇は無理だって」

「……ま、それはそうか。仕方ない、あたしには竜りゆう太たが自分からしてくれた、ってことで満足しておく」

　ありすはたった今僕の唇が触れたおでこに手をやりながら、少し拗すねたような、でもそれでいて嬉うれしそうな、そんな顔で何度かうなずいた。



    

  
    
      



    

  
    
      「ありがと。お願い、聞いてくれて」

　目元に溜たまった涙をぐしぐしと拭いて言い、ありすはくるりと僕に背を向けた。

「じゃあ、帰る」

「あれ、ご飯は？」

「無理。こんな話をした後じゃ、とてもじゃないけど普通じゃいられないし」

　……確かに。

「それに、千ち紗さポンと約束してるから。正々堂々、抜け駆けはなしって。決着がついてない以上、二人っきりでご飯とか、ちょっと卑ひ怯きようでしょ」

「なるほど」

「じゃあ、また明日！」

　ありすは全速力で我が家の敷地を出ると、風のように角を曲がって姿を消した。

　一人残されて、どっと疲れたなあ、と溜め息をつきつつ――僕は、自分を取り巻く人間関係が一変したことに、ようやく思い至った。
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　翌朝。

　学校に着いても、なかなか教室に行く踏ん切りがつかなかった。千紗とありすに、どんな顔をして会えばいいのかわからない。

　正直、図書委員の日は特訓免除、という提案をした過去の自分を褒ほめたいと思う。おかげであの後、基地で顔を合わせるという事態を回避できたのだから。

　教室に行くに行けずに特別棟の一階の廊下をフラフラしていると、窓越しに魚うお住ずみさんの姿を見つけた。大きなじょうろを手にして、校舎裏の花壇に水を撒まいている。

　なぜ、魚住さんが。

　首を傾かしげつつ、近くの窓まで歩み寄って声をかけた。

「おはよ。何やってるの？」

　魚住さんは水を撒く手を休めもせず、

「あ。おはようなのです。何って、水をやっているのですよ」

「いや、それは見ればわかるんだけどね？　何で魚住さんがそんなことをやってるのかなと思って」

「それは、私が園芸部員だからなのですよ」

「え、そうなの？」

「はい。一学期からずっとそうなのです。ふふふ、ここで苺いちごを育てているのですよ」

　……知らなかった。

「こう見えて、評判はいいのですよ？　可愛かわいくて真面目まじめで熱心な新入部員、と先輩たちの間で大人気なのです」

「……自分で言いますか、それ」

「事実ですし、狙ねらってますし。それに、今さら赤あか尾お君の前で猫かぶっても仕方ないですし」

「魚うお住ずみさんの猫かぶり能力には、ホント脱帽だよ。あと、そのふてぶてしさにも」

「褒ほめ言葉として受け取っておくのです」

　半分以上は皮肉でできてますけどね、今の言葉は。

「……あのさ」

　魚住さんが顔を上げるのを待って、

「どうして虎とら之の介すけに手を貸しているの？」

　と訊きいた。

　魚住さんは少し顔をしかめて、

「いくら人がいないからって、学校でそういう話はどうかと思うのです」

「じゃあ、手短に答えようよ。虎之介の言う『猫の千年王国ミレニニヤム』に賛同してるってワケでもないんでしょ？」

「んー、まあ、猫が好きなのは確かですけど、アレはちょっと頭がおかしいと思うのです」

「なら、どうして？」

　空になったじょうろを置いて、魚住さんは「仕方ないなあ」とでも言いたげな顔で苦笑した。

「では、赤尾君はどうしてデーモンテイルに手を貸しているのですか？」

「え？　それは……千ち紗さに頼まれたから、かな。友達だし、仲間だし、裏切りも控えるって約束したし。……魚住さんも、そんな理由なの？」

「まさか。でも、その赤尾君の理由だって、他人からしたら『はあ？』って感じなのですよ。普通はちょっと頼まれたからって、改造までされようとは思いません」

　いやまあ、改造は了解もなしにされちゃったんだけどね。

「理由も動機も人それぞれ。たぶん、私の動機を話したって、赤尾君には理解できないと思うのです」

「それはどうかなあ。聞いてみないことには、なんとも言えないよ」

「わかってもらうつもりもないのです。内緒なのですよ」

「え、僕は言ったのに、それってずるくない？」

「赤尾君が言ったら私も言うなんて、約束した覚えはないのです」

　イタズラっぽく笑って、魚住さんは何やら小こ瓶びんを取り出し、花壇の中で屈かがみ込んでごそごそやり始めた。

「……それは、何を？」

「栄養剤なのです。肥料のようなものなのですよ」

　ふうん。園芸部もなかなか本格的だ。

「まあ、安心してくれていいのです。私は、文化祭で何かをやろうなんて考えてはいないのですよ。純粋に、従姉妹いとこが楽しんでくれればいいと思っているのです」

「じゃあ、何でリンドヴルムを招待とか言い出すのさ」

「それは、社長に頼まれたからなのです。あくまで、『私は』何も企たくらんでいない、というお話です。社長が何を考えているかなんて知らないのですよ。大方、リンドヴルムにリベンジでもしたいのだと思います」

　なんか無責任というか、勝手な言いぐさというか。

「それより、赤あか尾お君こそこんなところで何をしているのですか」

　栄養剤の投与も終わったのか、立ち上がって魚うお住ずみさんが訊きいてきた。

「え？　いやあ……」

「まさか、告白してきた誰だれかさんと顔を合わせづらくて逃げ回っているのですか」

「うっ……。っていうか、なんで知って……」

「そりゃあ、校門のところであれだけ派手にやっていれば人目にもつくのですよ。私の情報網をなめてもらっては困るのです」

「……」

「きっともう、委員長さんやクラスのみんなも知っているのですよ」

　げ。……最悪だ。

「周りからゴチャゴチャ言われるのがイヤなら、イエスでもノーでもさっさと結論を出してしまえばいいのです。それが相手のためでもあると思うのですが」

「……それができれば苦労はないよ」

「どうしてですか。まさか、ありすちゃんからも告白されちゃって、答えを出すに出せなくなっちゃってたりするのですか？」

　う。す、鋭い……。

「図星ですか……。モテモテですね」

「まったくね。なんでまた、急にこんなことになったやら」

「はあ？　今に始まったことではないのですよ」

「らしいね。全然自覚なかったんだけど……」

「やれやれ、なのです。二人の苦労が偲しのばれます」

　返す言葉もございません。

「まあ、存分に苦しむといいのです。そんな贅ぜい沢たくな悩み、誰も同情してくれないと思いますけど」

　むしろ反感を買うばかりのような気が。

「さ、水やりも終わりました。赤あか尾お君は、早いところ教室へ行くといいのです。男らしく覚悟を決めるべきだと思うのですよ」

「……ですよね」

　力なく、僕は盛大な溜ため息をついた。



　ドアを開けると、教室中の視線が一斉に僕へと向けられた。

　……いや、気にするな。ドアが開く音に反応しただけで、きっと他意はないんだ。

「よう、色男！　今日は遅かったじゃないか！」

　いきなり、高たか槻つきさんがいつものニヤニヤ顔で、大声で僕に言い放った。

「……来たぜ」

「返事、まだしてないんでしょ？　今からすんのかな」

「まさか、こんな人前ではやんないだろ」

「誰だれが選ばれるか、賭かけねえ？」

「そりゃ、久く喜き島しまじゃねえの？　大金持ちで巨乳だぜ？　鉄板だろ」

「いやいや、片かた桐ぎりさんの健気けなげな可愛かわいさがわからんのか。しかも小学校から一緒の幼おさな馴な染じみなんだろ？　俺おれなら一択だね」

「大穴は龍りゆう造ぞう寺じ？　でも、彼女も美人だしスタイルもいいし」

「……羨うらやましいヤツ」

　ああっ、好奇の視線と断片的に聞こえてくるひそひそ話が痛い!?

　針のむしろを歩くような、茨いばらの茂みをかき分けるような思いで、自分の席へ。

「お、おおおおおお、お早うございますっ！」

「り、竜りゆう太たっ、お、おはよっ」

　千ち紗さとありすが真っ赤な顔で、しどろもどろに言った。

「あ、う、うん……」

　こ、これはいけない。こっちまで顔が真っ赤になるのを止められない。

「うわあ、なんだあの空気！」

「一人だけ甘酸っぱい青春を謳おう歌かしやがって……」

「憎い。アイツが憎い……ッ」

　聞こえてくるのはそんなクラスメイト（主に男子）の怨えん嗟さの声。うう、今後の僕の学生生活は大丈夫なのだろうか……。

　と、そこへ。

「あら、ようやくいらっしゃいましたのね！　待ちわびましたわ、竜太様！　今日こそはお弁当を……」

　龍造寺さんが、言いながら教室に入ってきた。

　しかし、こちらへ歩み寄ってくる龍りゆう造ぞう寺じさんの前に、千ち紗さとありすがずいっと立ちはだかる。

「や、ヤトさんに、もう勝手なことはさせませんっ！」

「その通りッ！　なんなら、処理に困ったお弁当はあたしが平らげてやるぞっ！」

「またですの？　ただのお友達は引っ込んでいらっしゃいと、何度言わせれば……」

「ふははははっ、甘いな、ヤトちゃん！」

「そうです！　ヤトさん、自分だけがいつまでも特別だと思ったら大間違いです！」

「……どういうことですの？」

「ふん。別に、ヤトちゃんだって竜りゆう太たからＯＫの返事をもらったわけじゃない、ってことだ！　言うなれば、ただの片かた想おもい！」

「そうです。わたくしたちも想いを伝えた今、ヤトさんとまったく同じ立場になったんです。ですから、堂々と言わせてもらいます。竜太さんにちょっかいを出すのは、やめて下さい！」

　火花が。

　交錯した三人の視線が、火花を散らしている気がした。

「モテる男は大変だな」

　面白そうに、高たか槻つきさんがニヤニヤ笑いを加速させている。



    

  
    
      



    

  
    
      「……楽しそうですね、高たか槻つきさん」

「ああ、楽しいとも！　ビバ、修羅場！　ブラボー、泥沼！　しかも三つ巴どもえときた！　ああ、じっくりと二人を煽あおり続けて火種を育てた甲か斐いがあったというものだ……！」

　最低だ……。

　しかし、僕の白い目を受け流しつつ、高槻さんは、

「おっと、私に責任転嫁するのは筋違いだぞ？　確かにつついて遊んでいたのは認めるが、結局は彼女たちのお前に対する想おもいがあってこそなんだからな」

「それはそうだろうけど……」

「さて、転がりだした恋愛模様はどこに行き着くのかな？　あはははは、私はゆっくりと見物させてもらうとしよう」

　……せめて。

　せめて、いつか千ち紗さやありすと観みた映画のような結末にだけはならないよう、気をつけることにしようと思った。



　　　＊



　そして放課後。

　今回は、クラスのほぼ全員が調理実習室に居残っている。っていうか、作るのがケーキと聞いて、小こ桃もも先生まで押しかけてきている。

　そんな状況下、

「竜りゆう太たさん！　ボウルと泡立て器はどこに置けばいいですか」

　千紗がいつになく甲か斐い甲が斐いしく僕を手伝おうと動き回っていた。

「あ、そのボウルはクリームを作るのに使うから、冷やしておかないと……。貸して、こっちでやるから」

　受け取ろうとして、意図せず千紗の手に僕の手が触れてしまった。瞬間、ビクッと反応して、千紗が手を引っ込める。

　がらん、とボウルが床に落ちた。

　千紗は、僕に触れた手をもう一方の手で包むようにして、顔を盛大に赤く染めている。

「あ……ご、ごめんなさい……」

「いや、その……」

　赤面と照れが瞬時に伝でん播ぱしてくる。

　と、間髪入れずに、

「なに二人でピンクオーラ出してんだーッ！」

　すぱーん、とやけにいい音を立てて、ありすの蹴けりが僕のお尻しりに炸さく裂れつした。

「いっ……！」

　もう蹴けるのやめるって言ってたのに！

　涙目で抗議の視線を向けると、ありすも僕の言いたいことに気づいたのか、

「あ、ごめん。ついクセで……」

　なんというイヤな癖だ。一刻も早く直して頂きたい。

　ありすは焦った感じでボウルを拾い、

「ひ、冷やすんだなっ！　えっと、冷やすには……」

　とキョロキョロし始めた。

「待った！」

　不穏なデジャヴを感じて、ありすの腕を掴つかんで、ぐいっと引っ張った。

　おわっ、とか言いながら流れてきたありすの身体からだを、抱きとめるようにキャッチする。

「またそんなに慌てて！　いつかみたいにすっ転んで頭を打ったらどうするの！」

　で、ボウルを取り上げ……ようとして、腕の中で顔を赤くしているありすに気づく。

「竜りゆう太た……」

「あ、いや、ちが……」

「何をやってるんですかっ！」

　すぐさま、ありすの腕を千ち紗さが引っ張って僕から引きはがした。

「うがーっ、千紗ポン邪魔すんなッ！」

「片かた桐ぎりさんこそ！」

　……助けて。

　そんなところに、調理実習室のドアを派手に開けて、

「お待たせしました！　竜太様、お手伝いに馳はせ参じましたわ！」

　ビシッとコックコートを着た龍りゆう造ぞう寺じさんがお出ましになった。

　龍造寺さんは高笑いしつつこちらへ闊かつ歩ぽしてきて、

「さあ、竜太様、存分に腕を振るって下さいませ！　及ばずながら、わたくしが助手を務めさせて頂きますわ！」

　そして料理台の上に置かれた卵に興味を示し、一つ手に取って首を傾かしげた。

「……コレは、どうやって割ればいいんですの？」

　ホントに及んでませんよ、龍造寺さん。

　っていうか、疲れる……。

「いや、もう、手伝いとかはいいから、三人ともそっち側で見てて下さい」

　異口同音に、三人が「えー」とか言うが、

「お願いだから。全然話が進まないし、僕を見るみんなの目が冷たくなっていくから」

　そう言いながら三人の背中を押しやるように調理台から遠ざけて、

「えー、じゃあ、始めますから」

　もはや室内のテンションはグダグダですが。

　ああもう！　やりにくいけど、だからこそここは気合いを入れて……！

　気持ちを切り替えて、作業開始。

　バターを湯ゆ煎せんで溶かし、オーブンにも火を入れて温度を上げておく。

　同時進行で卵をかき混ぜ、グラニュー糖を入れる。グラニュー糖がダマにならないようにまたすぐに混ぜる。

　バターを湯煎から外して、代わりに卵を混ぜながら湯煎に。卵の温度が上がってきたら、またバターと交換。

　卵を、まずは電動泡立て器を最大にしてひたすら泡立てる。卵がマヨネーズのようになったら、今度は気泡を取るために最小で回してなめらかにしていく。そして、ふるった薄力粉を投入、やっぱりよく混ぜる。

　その生地を少しとりわけて溶かしバターと混ぜ合わせ、馴な染じんだら生地本体に戻し、バターがまんべんなく回るように丁寧に混ぜていく。

　これで生地が完成。その生地を型に入れて、その型を少しだけ持ち上げて落とし、気泡を抜く。

　そして、オーブンへ。

「……ふう。あとは、二五分くらい焼けばスポンジは完成だよ」

　いつしか息を呑のんで見守っていたクラスメイトたちは、僕がそう言ったのを聞いてようやく肩の力を抜いた。

　大勢の目を前にして調理をする重圧には、もう慣れた。

　逆に、作業に集中している間の緊張感は心地いい。余計なことは考えなくてすむし。

　いや、『余計なこと』なんて言い方をしたら、千ち紗さやありすや龍りゆう造ぞう寺じさんには大変失礼だけど……。

　でも、ぶっちゃけ、もう僕は、どうしたらいいのかわからないんです。

「で、こっちに昼休みに焼いておいた生地があるんだけど」

　と、綺き麗れいに焼き上がった生地を指し示した。すでに焼き面はカットしてある。そしてバッチリ冷やしておいた生クリームをボウルに入れてスイッチを最強にした泡立て器でかき混ぜる。頃ころ合あいを見てグラニュー糖を加え、さらに弱で泡立ててホイップクリームを手早く完成させた。

「本来は上下半分にカットして、クリームとか苺いちごとかを挟むんだけど……ま、今日は苺を用意してないから、その行程は省略。ホイップクリームを塗ぬるところとデコレーションだけを見てもらうね。クリームは八分立てか九分立てくらいがいいかな」

　パレットナイフでクリームをすくい、側面から均一に塗りのばしていく。この、均一にというのが少し難しい。少し気を抜くと、クリームの厚みに差ができてしまう。もっと気を抜くと、パレットナイフでスポンジを傷つけてしまうことだってある。

　上面にもクリームを塗ぬって、最後に微調整で余分なクリームをそぎ落とす。

　あとはクリームを絞り袋に入れて、上面の縁にちょん、ちょん、と絞りながら飾りつけて、終わり。

　デコレーションはこだわればどこまででも手を加えられるけど、今日は最低限でいいだろう。

　塗って、飾る。それだけの作業だけど、この出来いかんで見た目が決定するという、極めて重要な作業だ。だから、一番難しい。

「はい、これで終了。さっきも言ったように、苺いちごとかクリームを挟む行程は省いてるけど、あとは上に苺を飾れば完成だよ」

　おお、と歓声が上がる。

「試食！　試食しましょう？　ね、赤あか尾お君！」

　ずずいっ、と小こ桃もも先生が詰め寄ってきた。先生が率先してその態度ですか……。

　人数分が確保できるように、かなり細かく切り分けて、配っていく。

　大人おとなげなく真っ先に持っていって口に運んだ小桃先生が、

「おいし――――――――――――いッ！」

　と学校中に響き渡りそうな大音量で感動を伝えて下さった。

「シンプルなのに……生地とクリームだけの、シンプルすぎるケーキなのに、この奥行きのある美お味いしさはなに!?　スポンジとクリームのコンビネーションだけで、ケーキってここまで美味しくなるの……っ？」

「いや、先生、それは大げさすぎ……」

　しかし、僕の照れた抗議を掻かき消すように、あちこちから賞賛の声が上がる。カレーのときもそうだったけど、うーん、くすぐったい。

「赤尾君、先生のお嫁さんになって」

　口元にクリームをつけたまま、小桃先生がそんなことまで口走った。

「いや、先生、それは撤回した方がいい。ほら」

　高たか槻つきさんが指し示した方には、敵意を孕はらんだ視線が三対。

「そんなの、ダメです」

「ダメだっつーの」

「ダメに決まっていますわ」

　その、獲物を狙ねらうような鋭い視線たちに怯ひるんで、

「え？　や、やーね、冗談に決まってるでしょー？　おほほほ」

　と先生が数歩後ずさった。

「じゃ、じゃあ、将来は先生の家か学校の近くにケーキ屋さんを開くといいわ！　先生、通っちゃうから！」

　教え子の進路を、本人の意志を無視して勝手に決めないで下さい。

「先生の寝言は、まあスルーするとして」

「えー」

　不満げに先生が口を尖とがらせているが、気にしないことにする。

「えっと、販売する以上、数を作らないといけないんです。僕一人で作ってたんじゃ間に合わないんで、みんなにも作ってもらわないといけないんだけど……できそうですか」

　クラスメイトの顔を見渡しながらそう言うと、今までの楽しそうな雰囲気は消し飛んで急にしんとしてしまった。

　うん、予想通りだ。

　生地を混ぜる、焼く、ホイップクリームを作る……この辺の行程は教えればできるようになると思うけど、デコレーションはそう簡単にはいかない。仮に何人かができるようになったとしても、やっぱり生産性は悪い。

「だよね。そう思って考えたんだけど」

　と、やっぱりあらかじめ焼いておいた第二のケーキを取りだした。

　お弁当でおかずを入れるのに使うような、小さなアルミホイルのカップ。そこに生地を入れて焼いた、いわゆるカップケーキだ。

「こんなケーキも焼いてみたんだ。これに、こうやって」

　絞り袋でクリームをちょん、と載せる。

「クリームを一絞りして、その上にカットした苺いちごを載っける。これならデコレーションは簡単だし、流れ作業的に、みんなで一気に大量生産できると思うんだ」

　どうだろう、とみんなの顔を見渡すと、

「あ、それならできそう」

「っていうか、こっちの方が可愛かわいくてよくない？」

「カップも最近は色んな色の可愛いのがあるから、見た目もこだわれるし」

「うん。カレーとのセットだし、それを考えると、小ちっちゃいこっちの方がいいかも」

　等々、反対意見は出ない模様。

　まあ、生地の食感は変わってしまうんだけど……でも、文化祭でやる以上は、みんなが参加できないのは何か違うと思う。

「さすが赤あか尾おだ。見たか？　男子一同。この細やかな気配りがモテる要因だぞ」

「いや、ちょ、高たか槻つきさん。そういう敵をつくるだけっぽい発言はやめて下さい。お願いですから」

　しかも、言った当人ではなく僕だけが困るという理不尽さ。

「男なら小さいことを気にするな。とまあ、冗談はさておき、じゃあケーキはこのちっこいのを作る方向で異論はないな？」

　うなずく者はいても、首を横に振る者はいない。

「よし。じゃあ、これでカレーもケーキも形になったな。次回は具体的に分担を決めて、何回かみんなで作ってみる。それでいいか？　あ、それと赤あか尾お、レシピを文面で出してくれないか。コピーしてみんなに配ろうと思う」

「うん、わかった。明日までにまとめておくよ。……あ、さっきの生地がそろそろ焼き上がるよ。もしよかったら、試したい人は冷ましてからデコレーションをやってみるといいよ」

　こうして、文化祭の準備は順調に進んでいる。

　余談ながら、この後、僕はカップケーキ計画を発案して心底よかったと思った。

　みんなの手にゆだねたスポンジのデコレーションが、それはそれは混こん沌とんとした、ある意味前衛芸術なのではないかという惨状を呈したから。正直、あれを短期間で売り物になるところまでスキルアップさせられる自信はない。

　教訓。白兵戦でも文化祭の準備でも、常に先読みは有効である。

　……なんちゃって。
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　最近は特訓のために夜に秘密基地に赴おもむくと、いつも千ち紗さとありすがいる。ありすなんか、バイトが忙しかったりすると顔を出さない日も珍しくなかったのに、どういう風の吹き回しだろう。あ、例のテストパイロットでもやっているのかな。

　なので、その夜の特訓では、いつもの大広間ではなく別室のトレーニングルームを用意してもらった。千紗やありすの前では集中できないと思ったからだ。

　しかし、その見通しは甘かった。

　五号と一〇号と僕、その三人しかいない室内でも、結果はガタガタだった。

　かなり避よけられるようになったはずが、反応すらできないことが多々ある。

　夏休み前に戻ってしまった――そんな有様だった。

「……全然身が入っていませんね」

　溜ため息と一緒に、一〇号が言った。

　自分でもわかっているだけに、言い訳さえ出てこない。

「ま、事情は隊長から聞いているので、理由はだいたいわかっていますが。これでは何をやっても無意味です。今日はもう終わりにしましょう」

「……面目ない」

　特訓を開始して、まだ五分と経たっていない。まったく、情けない限りだ。

　鱗うろこについた青インクを拭ふいて、スイッチを切り人間の姿に戻る。

「……放課後、学校でケーキを作ったりしてるときは集中できたんで、大丈夫だと思ったんですけど」

　しょんぼり気味に大きな溜ため息をつくと、

「竜りゆう太た君は、料理は好きでしょう？」

「え？　ええ、まあ」

「でも、本来は争いごとは好まない。しないですむなら、戦いなんかしたくない。違いますか？」

「……そうかもしれません」

　みんなを守る、と決意はした。でも、決意をしなければならなかった時点で、一〇号の指摘は正しいということなのだ。たぶん。

「その差でしょうね。きっと、集中の度合いが違うのです。しかしまあ、こればっかりはどうしようもありませんよ。君の資質の問題ですから」

　一〇号は、怒るでもなく、優しい口調で言った。

　申し訳なさで、いっそ恥ずかしくなる。

　……はは、叱しかられた方が楽かもしれない。何やってんだ、しっかりやれ、と怒鳴られた方が。

「すみません。……なるべく早く、何とかします」

「いえ、構いませんよ。気にすることもありません。むしろ、自然なことじゃないですかね、十代の少年としては。複数の女の子に言い寄られている状況で、平然としていられても可愛かわいげがない」

「……」

「もし、何か吐き出したいモノがあるのならお聞きしますよ。もっとも、私は隊長の味方ですので、ニュートラルな立場ではありませんが」

「僕は――」

　うつむいて、言うべき言葉を探す。脳の中がぐちゃぐちゃすぎて、何から吐き出していいのかわからなかった。

　でも、それでも、何かを聞いてもらいたかった。

「僕は、告白なんかしてほしくなかった……。千ち紗さもありすも大好きだけど、でも、僕は今までのデーモンテイルが好きだったから！　みんなで、今までみたいに、ずっと仲良くやっていきたかったんだ……！」

　僕自身、言ってみて初めて気がついた感情だった。

　意外だ、とまでは言わない。でも、ああ、そうだったんだ、とは思った。

　止まらない。吐き出し始めた感情は、もう、僕にも止められない。

「好きだって言ってくれたのは嬉うれしいけど！　でも、どうしたらいいかわからないんです。どうしたら、僕の好きなデーモンテイルを維持できるのか……どう答えを出しても、デーモンテイルが壊れてしまいそうで……」

　こういう言い方をすると軽薄だとか思われそうだけど――、たぶん、三人の誰だれを選んでも、間違いはないのだと思う。千ち紗さもありすも龍りゆう造ぞう寺じさんも、それぞれに素敵で可愛かわいくて魅力的な女の子だから。

　きっと、誰を選んでも、とても楽しい恋愛ができることだろう。

　でも、誰を選んだとしても、デーモンテイルはそのままではいられない。

　僕は、ずっと両親から放置されていた。

　幼い頃ころに離婚して出て行った父が顔を見せることなんてなかったし、母も毎日遅くまで仕事仕事、帰らない日も珍しくはなかった。

　ある頃からありすがご飯をたかりに来たりするようにはなったけど……、僕はずっと、一人で家の仕事をこなす生活を続けていたのだ。

　だから、デーモンテイルで頼られるのが嬉しかった。必要とされるのが嬉しかった。仲間意識や帰属意識を共有できるのが嬉しかった。家よりも学校よりも、デーモンテイルの方が居心地がよかった。

　デーモンテイルこそが、僕の居場所だとさえ思い始めていたのだ。

「なるほど」

　一〇号は深くうなずき、

「しかしですね、竜りゆう太た君。変わらない組織などありませんよ。我々が加入してデーモンテイルが変わったように、いずれ、別の形で変わることだってある。その変化が、必ずしも好ましいモノであるとは限りません」

「そう、でしょうね。でも――」

「おそらく、何をどうやっても、もう元には戻りませんよ」

「……はい」

　きっと、僕もどこかでそれをわかっていた。それでも、諦あきらめきれなかったのだ。だから、正解の存在しない問題を考え続けた。

「どうしても納得できないのなら、素直にその気持ちを言ってみたらどうです？」

「え？　でも……できませんよ、そんなこと」

「どうしてですか」

「だって、二人は、きっと凄すごく頑張って告白したはずなんです。なのに、そんな……そんな僕の勝手な言い分で返事をするのは、何だか冒ぼう涜とくみたいな気がして」

「まあ、確かに彼女たちが望む返答ではないでしょうね」

「でしょう」

「しかし、冒ぼう涜とくなどでは決してないと思いますがね。素直な気持ちには素直な気持ちで応こたえる、それが一番の誠意だと思いますが」

「……そういうものでしょうか」

「それはそうでしょう。その気持ちを呑のみ込んで誰だれかと付き合ったところで、納得できるんですか？　そんなことでは、結局上う手まくいかないのではありませんか？」

　う。……確かにそうかも。

「まあ、君が大人おとななら、そんな青あお臭くさい気持ちは呑み込んでしまえ、と言ったかもしれませんがね。何も、高校生が自分の気持ちを押し殺したような恋愛を考える必要はないと思いますよ」

「……」

　そんなものを考えているつもりはなかった。ただ、好きですと言われたら、こちらも好きか嫌いかの返事をするモノだと思い込んでいた。

「少しは楽になりましたか？」

「……はい。たぶん」

「それは何よりです。まあ、どんな結論を下すにせよ、後悔だけはしないようにして下さい。さ、広間に戻りましょうか」

　ハイ、とうなずいて、トレーニングルームを出る二人の背中を追いかけた。



「あれ、もう終わったのか。ずいぶん早かったなあ」

　大広間に戻ると、三号が僕らを見て驚いたように言った。

「あ、はい。どうにも集中できなくて。身が入ってないって怒られちゃいました」

「……もしかして、わたくしたちのせいですか……？　申し訳ありません……」

「……だよね。ごめん、竜りゆう太た」

　しゅん、となった千ち紗さとありすを見て、慌てて、

「違う違う！　僕が未熟なだけだって！」

「でもさ、そうなるのは無理もないけど、大丈夫かい？　今いま頃ごろ、白びやつ虎こは怒りに燃えてると思うんだよなあ」

　と六号。

　た、確かに。しかも一度敗れた以上、次は最初から手加減なしでくるだろう。

「やっぱアレか。特訓より改造でのパワーアップを考えるべきか。いっそ、ゴジラ級の超巨大ドラゴンに変身できるようにするとか」

　他人事だと思って、四号もムチャクチャなことを言う。

『それは難しいですね。それだけのサイズとなると、内部機関の代謝だけでは必要なエネルギーが賄まかなえません。変身した途端にエネルギー不足で動けなくなりますよ』

　虚こ空くうからドクターが技術的なツッコミを入れるけど……ちょっとそれも論点が違いませんか。

「そんなサイズじゃあ、ご町内の統治活動とかに参加できなくなっちまうしな」

「ああ、それもそうか」

　結局、何かがズレてるような……。

『それはともかく、件くだんの魚うお住ずみさんなのですが』

　珍しく、ドクターの方から話題を変えてきた。一同が虚空を見上げる。

『いえ、この間写真を見せてもらって思ったのですが……、旧デーモンテイルに、背格好が似た女の子がいたような気がするのです』

「魚住さんが……？」

「ドクター、それってホント!?」

『いや、旧デーモンテイルの方は画像も映像も残っていませんし、顔も隠していましたから、根拠は完全に私の記憶だけなのですが』

「いや、でもありうるよ。キャッツグレイスどころか、その頃ころからの仲間だと考えた方がむしろしっくりくるかも」

「お祖じ父い様、その女の子は、旧デーモンテイルでは何て名乗っていたのですか？」

『確か、エンプレス・ストロベリーだったと思います』

　僕は思った。

　いや、たぶん、千ち紗さもありすも思ったことだろう。

　魚住さんに間違いない、と。

　明確な根拠があるわけでもないけど、今回も苺いちご云うん々ぬん言っているわけだし、これが偶然の一致であるとも考えにくい。

　まあ、世の中にはシンクロニシティなんて言葉もあるわけだけど……。

「ふうむ。今さらではありますが、少し調べてみましょうか？　魚住真ま緒おさんについて」

　腕組みをして思案しつつ、一〇号が提案する。

「そうですね。その方がいいかも」

「では、皆さん、お願いしていいですか？」

　千紗がレッドキャップ隊の面々を見渡すと、

「そりゃまあ、ボスに言われればそれが俺おれたちの仕事だしな」

「んじゃ、早速明日から取りかかりますか」

　そんな返事が口々に。

　魚住さんは、自分は文化祭で何かをやるつもりはない、と言っていた。しかし、あの魚住さんのこと、額面通りに受け取っていいものだろうか。

　しかも、虎とら之の介すけは何かを企たくらんでいるという口ぶりでもあった。

　つまり、文化祭で何かを仕掛けてくることは、ほぼ確定と見ていいだろう。

　――足踏みをしている暇なんて、ないのに。

　焦りばかりが溜たまっていく。

　文化祭は、確実に近づいてきているのだから。



    

  
    
      


第三章　お菓子の家いちごばたけを探して





　比較的手の空いた放課後に時間をつくって、一度家に帰って着替え、病院へ向かった。

　まだ二学期が始まってから一週間も経たっていないのに、雪ゆき華かちゃんに会いに行くという約束をずいぶん放置してしまったような気がする。

　途中で書店に寄って、児童向けの『銀河鉄道の夜』を購入、プレゼント用にラッピングしてもらった。

　そして病院の窓口で見舞いである旨を告げ、病室の位置を聞いて入院棟へ向かう。

　一室に六つのベッドが入った、一般病室。その入り口の六つのネームプレートの中に雪華ちゃんの名前があるのを確認して、「すみません」と病室内に踏み行った。

　入るなり、

「あ！　お兄ちゃん！」

　ベッドで身を起こして本を読んでいた雪華ちゃんが、嬉うれしそうに笑って本を閉じた。

「やあ。約束のモノ、持ってきたよ」

　歩み寄って、プレゼントの本を手渡すと、雪華ちゃんは「うわあ、ありがとう！」と、ますます嬉しそうな顔をした。こうも喜んでもらえると、こちらも贈り甲が斐いがある。

「お兄ちゃん、座って座って！」

　と、雪ゆき華かちゃんはベッド脇わきにある椅い子すを指し示した。

　お言葉に甘えて、椅子を出してきて座らせてもらう。

「昨日はね、お姉ちゃんが来てくれたんだよ」

「へえ、お姉さんがいるんだ。お姉さんはどんな人？」

　おそらく、魚うお住ずみさんのことだろうな、と思いつつ訊きく。

「えっと、雪華の従姉妹いとこなの。髪が短くて、ちょっとそばかすがあるの。とっても可愛かわいいお姉ちゃんだよ」

　やっぱり。特徴はほぼ一致する。九く分ぶ九く厘りん決定。……まあ、可愛いかどうかはさておき。主に内面が。

「あ、そうだ！　今度紹介してあげる！　お兄ちゃん、付き合っちゃえばいいよ！」

　……目が点になりました。

　付き合う？　魚住さんと？　はは、無理無理。

「そ……それはどうかなあ。ほら、お姉さんにも都合とか好みがあるだろうし」

「そっかぁ……。オトナの事情はフクザツなんだね。そうなれば、またお兄ちゃんも来てくれると思ったのになあ」

「あはは、そんなことがなくてもまた来るよ。もう雪華ちゃんは友達だからね」

「ホントに？　やったあ。えへへ、最近はいいことばっかりで嬉うれしい！」

「いいことって？」

「うん、雪華、最近調子がいいから、ちょっとなら遊びに行けそうなの。そしたら、お姉ちゃんがね、学校の文化祭に遊びにおいでって。美お味いしいカレーとケーキを食べさせてくれるって、約束してくれたの！」

「へえ。それは楽しみだね」

「うん！　しかもね、ケーキは苺いちごのヤツなんだって！　雪華、苺大好き！」

「苺かあ。うん、苺は美味しいよね」

「雪華、三食全部苺でも大丈夫だよ。世界中、ぜーんぶ苺畑になったらいいのになあ」

　そ、そんなに……？

　じゃあ、雪華ちゃん用のケーキは苺倍増で作ろうかな。

「でも、雪華は苺よりお姉ちゃんの方が好き。お姉ちゃんはね、雪華が寂しくないようにって、週に何回もお見舞いに来てくれるの。お母さんより会いに来てくれるの」

　へえ……。ちょっと意外だ。

「そっか。優しいお姉ちゃんだね」

「うん。雪華が元気になったらね、一緒に苺畑に行く約束なんだ。それでね、一緒にいーっぱい苺を食べるの！」

「楽しそうだなあ。早くその日が来るといいね」

「うん！　早くよくならないかなあ。雪ゆき華か、いつ治るのかなあ……」

　本当に、雪華ちゃんが早くよくなればいい。心底、そう思った。

　阿あ久く津つ親子のようなロクデナシが健康な身体からだを持っていて、雪華ちゃんが病弱でずっと入院しているなんて、理不尽すぎる。

　僕にできることなんて何もないけれど……いや、だからこそ、文化祭でくらいは、目いっぱい楽しんでもらおう。そう決めた。

　そして、首を捻ひねった。

　そんなに優しい『お姉ちゃん』が、どうして虎とら之の介すけなんかに荷担するのだろう、と。
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　翌日の放課後。

　廊下の窓から花壇を見やって、その前にたたずむ人影に目を留めた。

　文化祭の準備などで奔ほん走そうしていると、普段あまり行かないところへの行き来も増える。そんな折、特別棟の廊下を通るたびに校舎裏の花壇を見やってしまうのは、きっと魚うお住ずみさんと話したことがきっかけだった。

　あの朝の魚住さんとの会話がなかったら、その人影に気づくこともなく通り過ぎていたかもしれない。

　少しダメージの入ったジーンズに、渋いグリーンのＴシャツ。うつむき加減の顔を隠す、長めの前髪。

　細身の男。

　地味さを装ってはいるものの、隠しきれない存在感がある。そして、視線のような気配のような何かが時折、針のような鋭さをもってこちらに向けられるのだ。

　男が、ゆっくりと顔を上げる。

　薄い笑みを浮かべたその顔は、僕もよく知っている男のものだった。

「虎之介……ッ！」

　駆け寄って窓を開ける。

　驚きと焦りと、対抗意識と敵意。そんなもので、気持ちが一瞬にして沸ふつ騰とうしたのがわかった。

　こちらからケンカをふっかける理由はない。でも、龍りゆう造ぞう寺じさんを拉ら致ちしたりした前科がある以上、友好的に振る舞う義理もない。

「あはは、奇遇だね。……ってことはないか。君の学校だ、君がいるのは当たり前だもんねえ」

　激げつ昂こうしかけた僕と違って、虎とら之の介すけは余裕で笑っている。

　そして、その笑みを湛たたえたまま、校舎に――僕が身を乗り出している窓の近くまで歩み寄ってきた。

「そう睨にらまないでよ。っていうか、逆でしょ、普通。ハラワタが煮えくりかえるのは、前回負けたボクの方だと思うんだけど？」

「……何をしに来た」

　やれやれ、と虎之介は肩を竦すくめて、

「じゃあ、君に会いに来た、と言っておくよ」

「ふざけるな」

「そんなにツンケンしなくてもいいじゃないか。世に蔓まん延えんする、猫も杓しやく子しもツンデレっていう流れには、正直ボクは辟へき易えきしているんだ」

「いつ僕がデレたッ!?」

「あっはっは、馬ば鹿かだなあ、赤あか尾お竜りゆう太た君。デレのないツンはただのドＳじゃないか。まあ、本当にデレられても気持ち悪いから困るんだけど」

「おちょくってんのかッ！」

　……いや。

　言ってみて気づいた。おちょくっているのだ、虎之介は。

　一つ、大きく溜ため息をつく。苛いらつく感じは拭ぬぐいきれないものの、冷静さは少しは取り戻せた。

「あれ、案外早く立て直されちゃったなあ」

　楽しそうに、虎之介は人を馬鹿にしたようなニヤニヤ笑いを浮かべている。賭かけてもいいけど、こいつに友達はいないに違いない。

「で、今度は何を企たくらんでいるんだ」

「勘ぐりすぎ。君たちのお祭りの下見に来ただけだよ。カレーとケーキのお店をやるんだってね？　ボクも食べに行こうかなあ」

「……ダウト。リンドヴルムを招待させるよう魚うお住ずみさんに仕向けさせたのはお前だろう。そんなことをやって、何も企んでいないなんて通るもんか」

「そりゃそうだ。けど、お祭りは盛り上がった方がいいでしょ？」

「お前に盛り上げてもらう必要はない！」

「あはは、そう言わないでよ。きっと最高に盛り上がるさ、英雄リンドヴルムが血の海に沈む瞬間を観客に見せつければ、ね」

「……」

　結局、目的はそれなのか……？

「あ、そうそう、安心してよ。ホントにカレーを食べに行ったりはしないから。ボク、熱いのも辛からいのも苦手なんだ」

「ふん。来たら来たで、来たことを後悔するようなカレーを口に流し込んでやる」

「あはは、酷ひどいなあ。……ご機嫌も斜めみたいだし、ボクは帰るよ。じゃあね」

　虎とら之の介すけはそう言いながら校舎から離れ、ニヤリと笑って校門の方へと去っていった。

　ホントに何をしに来たんだ……？

　しかし、アイツがやる気満々なのは充分理解できた。くそ、油断はできないな。



　　　＊



　身が入らないのだから、特訓をやっても仕方がない。焦っても仕方がないので、少し時間をかけて考えて。気持ちを整理するといい。

　そういう理由で、一〇号は特訓を休止する、と決定した。まあ、レッドキャップ隊が魚うお住ずみさんの調査に本腰を入れているから、っていうのもあるようだけど。

　とにかく、できることを何かやろうと、特訓の休止で浮いた時間はカレーやケーキの試行錯誤に充あてることにした。

　学校から帰って延々、ガラムマサラの配合を色々変えて試してみたり、ケーキの生地にバニラエッセンスやフルーツリキュールを隠し味に加えてみたり、そんなことを繰り返している。

　……何をやってるんだろうなあ、と思う。

　ハッキリ言って、こんな微調整、ほとんど意味はないだろう。それでも、何もせずにはいられない。出てくるのは自じ嘲ちようと溜ため息ばかりだ。

　気づけば、もう暗くなり始めている。

　明かりを点つけなければ、と泡立て器を置き、手を洗ってエプロンで拭ふいたところで、ちょうど来客を告げるチャイムが鳴った。

　……誰だれだろう。母が帰宅したのなら、わざわざチャイムなんて鳴らさないはず。

　廊下などの電灯を点つけながら玄関に出て、ドアを開ける。

「お、おっす」

　ぎこちなく、ありすが手を挙げた。

「あ、あのっ、そのエプロン、とっても素敵ですね！」

　ありすの隣で、やっぱり浮ついたというか、不自然極まりない感じで千ち紗さが言う。

「えーと……竜りゆう太たさんほどエプロンが似合う男の子は、見たことがありませんっ」

「……それはどうも」

　男の子としては、エプロンが似合うと言われて喜んでいいのだろうか。

　いや、それより……二人のぎこちなさの理由がわかるだけに、こっちも少々やりづらい。きっと、二人と同じくらい顔が赤くなっていたことだろう。

「……」

　いつもだったら生まれない、微妙な間。

　それぞれの息づかいだけが支配する静寂。

　それがまた気まずくて、いっそう照れが加速する。

「あー、っていうか、どうしたの。珍しく二人揃そろって、こんな時間に」

「ん、基地帰り。今日はバイト休みだったから、色々早く終わってさ」

「基地？　終わったって、ご町内の統治業務？」

「まあ、それもあるけど、新装備の調整とか、運用テストとか」

「あー、そういやそんな話もあったね。完成したんだ？」

「ガトリング・キャリアーはね。盾の量産も目め処どが立ったとかなんとか」

　盾……。あの、リンドヴルムの鱗うろこ素材の盾のことだろうか。なぜアレを量産……。

「それで、えーと、その……わたくしたちのせいで特訓のこととか迷惑をかけちゃったんで、お詫わびというか、何か力になれないかなって思って……」

「そういうこと。なんか竜りゆう太た、ここんとこ忙しくて大変そうだったし、疲れてるだろうから、何か手伝ったり、元気づけられればいいねって話になってさ」

「そんな、気を遣わなくてもいいのに……」

　しかし、僕が言い終わる前に、

「よくない！」

「よくないです！」

　と、二人から遮られてしまった。

「あのな、竜太。あ、あ、あたしだって、す、好きな人が落ち込んでたり疲れてたりすれば、気にはなるんだぞ……？」

　薄暗い中でもわかるほど顔を真っ赤にして、ありすは言った。最後の方は恥ずかしそうにうつむいてしまっていたけど。

「そうですよ。竜太さんが、わたくしたちを守りたいって言ってくれたみたいに、わたくしたちだって、す、す、すっ、好きな人の力になりたいんですっ！」

　千ち紗さはありすとは逆に、やけくそ気味に、ぐっと力を込めて僕を見つめてくる。「好き」を噛かみ始めたあたりから、ありすに負けないくらい頬ほおを染めていたけど。

「いや、その……」

　僕の顔も、二人に負けず劣らず火を噴いていることだろう。燃えるように熱い。

　理屈も何もなしに、嬉うれしいと思う。そして、くすぐったいような、不快ではない居心地の悪さのような、妙な感覚。

　顔以上に、心が熱くなっているようだった。心臓が意味もなくフル回転を始めている。

　と、そこへ、

「玄関先で何を恥ずかしいセリフを連呼してますの？」

　完全なる奇襲だった。

　僕も千ち紗さもありすも、ビクッと身を竦すくめて驚くことになってしまった。

「や、ヤトちゃん!?　お、脅かすなッ！」

「そ、そうですっ。脅かすなんて酷ひどいです！」

「はあ？　そちらが勝手に驚いたのではなくて？　わたくしは車からまっすぐ歩いてきただけですわよ」

　確かに、家の前には何度か見た覚えがあるリムジン。アレが来たのに気づかなかったんだから、どれだけテンパっていたのかがわかろうというものだ。

「にしたって、何だってこんなタイミングで出てくるんだッ！」

「偶然ですわ」

　澄ました顔で、龍りゆう造ぞう寺じさんはしれっと言う。

　……本当だろうか。この人の場合、ちょっと怪しい気もする。

「ところで、竜りゆう太た様」

　ありすをあしらった顔とは一八〇度違う華やかな微笑ほほえみを僕に向けて、龍造寺さんは、

「夕ご飯はもうお食べになりまして？」

「あ、いや、まだだけど……」

「まあ、やっぱり。ふふ、でも、エプロン姿でいらっしゃっても、夕食の準備をしていたというわけではなさそうですわね？　文化祭のカレーやケーキの練習をなさっていらしたのでしょう？」

「……鋭いね。何でわかったの？」

「簡単ですわ。カレーの匂においがここまで漂ってきますもの」

　……なるほど。

「クラスのために、プライベートの時間まで割いて努力なさるなんて、さすが竜太様ですわ。そんな竜太様に食べて頂こうと思いまして――」

　龍造寺さんはとびっきりの笑顔で、後ろ手に持っていた大きな包みを僕の目の前に出して、

「お弁当をお持ちいたしましたの」

　見るからに、包みの中身は五段か六段はあろうかという重箱だ。我が家では、そんな段数の重箱はおせち料理にだって使ったことがない。

「ヤトちゃん、何がなんでもお弁当を食べさせるつもりなんだね……」

　はは、確かに。ここまでやられると、もう断るのも悪い気がする。

「ありがとう。じゃあ、ご飯にしようか。千紗もありすも、まだ食べてないんでしょ？」

　千ち紗さもありすもうなずいた。

「チビッコがいたのでは、全部食べられてしまいますわ」

　少し拗すねたように龍りゆう造ぞう寺じさんは言うけど、逆に僕だけじゃあどう逆立ちしたって食べきれないと思う。

「まあ、今作ってたカレーとケーキもあるから、食べ物が足りなくなることはないと思うよ。高たか槻つきさんもいないしね」

　高槻さんの名前に、みんなが一様に苦笑いする。

「まあ、とにかく立ち話も何だから」

　三人を招き入れてリビングに案内した。いつもはご飯を食べるのならダイニングなんだけど、元々三人家族だったし、母と二人暮らしも長いので、テーブルも狭いし椅い子すも三脚しかない。

　リビングなら、フロアテーブルに床座りだけど、人数的に困るということはない。一応、カーペットは毎日掃除してるし、クッションなら来客用も出せば数は足りるし。

「カレー、食べるでしょ？」

　そう三人に問うと、

「もちろん！」

「ええ。竜りゆう太た様の手料理ですもの。頂かない理由はありませんわ」

「わたくしも、カレーがいいです。えっと、トウガラシは……」

「あ、こないだ学校で試作したときの余りがあるよ。待ってて。今、調整するから」

「なに言ってんだっ！　竜太は休んでろ。あたしがやるから！」

「いいえ、カレーの調整はわたくしの都合ですから、わたくしが！」

「何を言ってますの？　そういうことは未来の妻たるわたくしの務めですわ！」

　龍造寺さんまでが手にしていたお弁当……っていうか重そうな重箱の包みをフロアテーブルに置いて、千紗とありすに食ってかかる始末。

　うーん。気持ちは嬉うれしいんだけど、キッチンのことを彼女たちに任せるのはちょっと不安すぎるんだよなあ……。ありすなんか料理を教える前にひっくり返っちゃうし、龍造寺さんは卵の割り方も知らないし。千紗は未知数だけど……彼女たちに好きなようにやらせたら、取り返しのつかないことになりそうな気がする。でも、だからってせっかくの好意、断るのも気が引けるし……。

「わかった、じゃあ、みんなも手伝って。ただし！」

　やや強めに、念を押すように。

「僕、キッチンを自分以外の人に触られるのはあんまり好きじゃないから、勝手なことはしないでね。ちゃんと僕の指示に従うこと、指示以外のことはしないこと」

「なんだ、信用ないなあ」

　ありすが不満げに唇を尖とがらせた。すると、龍りゆう造ぞう寺じさんが間髪入れずに、

「わかっていませんわね。殿方にとって、仕事場は聖域ですのよ。こだわりがあればあるほど、他者の干渉を嫌うもの。竜りゆう太た様ほどの腕となれば、それは至極当然のことですわ」

　いえ、そう言われるほどの腕ではないですけど……。

「まあ、チビッコは一人でスタンドプレーでもやって、竜太様のご不興を買えばいいのですわ。もちろん、わたくしは竜太様のご指示に従いますけれど」

「なっ……！　だ、誰だれも従わないなんて言ってない！」

「あら、そうですの？　怪しいものですわね」

「竜太さん、あの二人は放ほうっておいて、始めてしまいましょう！　わたくしがお手伝いしますから」

「待てコラ千ち紗さポンっ！」

「そうですわ！　まったく、油断も隙すきもない……っ！」

　やれやれ。

「ま、とにかくケンカとかはやめて楽しくやろうよ」

「あ、あんなのはケンカのウチに入らないぞ！」

「そうですわ。さあ、竜太様、何でも言いつけて下さいませ！」

　苦笑しつつキッチンへと移動し、

「じゃあ、僕は千紗用のカレーを仕上げちゃうから、ありすは人数分の箸はしとスプーンと取り皿を運んで。全部そこの食器棚にあるから。龍造寺さんは冷蔵庫の中にカップケーキがあるから、それをお願い。千紗はカレーのライスをよそってくれる？」

　適材適所を考えつつ指示を出す。ありすはバイトでウェイトレスとかをやってるわけだし、物を運ぶ仕事は任せていいだろう。龍造寺さんも、卵のことを考えるにご飯をよそわせたりするよりは運搬の方がいいと思う。千紗は……まあ、消去法というか何というか。ただまあ、味見のこともあるからキッチンにいてもらった方がいい。

　しかしなんだろう、たったこれだけの仕事に色々配慮がいるってのは……。やる気だけはひしひしと伝わってくるんだけど、どうにもそれが空回りしそうで怖い。

「了解っ！」

「お任せ下さいませ！」

「わかりました」

　三人は元気に返事をして、素直に言われた通りに行動を開始する。

　千紗の仕事はマイペースだ。ただご飯をよそうだけなのに、なるべく綺き麗れいに、均一に盛ろうとしているのがわかる。これがバイトとかだったら「早くしろ」とどやされるかもしれないけど、その丁寧な仕事ぶりには好感が持てる。

　まあ、マイペースなのは龍造寺さんも一緒か。冷蔵庫を開けっ放しにして、のんびりとケーキを取り出している。ケーキを大事そうに扱っているのはわかるんだけど……何という地球に優しくない仕事ぶり。大企業のトップに電気代がどうとか、そんな節約意識を求めること自体が間違いなのだろうか。うーむ。

　一方、ありすはテキパキしたものだ。料理のときと違って、危なっかしさは微み塵じんもない。どうして料理って話になると途端にあたふたするんだろう……？

　ありすは自分の仕事を早々に片づけて、龍りゆう造ぞう寺じさんの仕事を手伝い、千ち紗さがよそったカレーライスまで手際よく運んで下さった。

「後は？　まだ何か運ぶかっ？」

　貪どん欲よくなまでに、ありすは仕事を求めてキッチンに顔を出す。

「いや、もういいよ。ありがとう。あとは千紗のカレーだけだから、座って待ってて。すぐ行くから」

　言いながら千紗カレーをライスにかけて、僕もキッチンを出る。後ろからついてくる千紗が僕が持っている自分の分のカレーを「わたくしが持ちます」とか言ってくれるけど、僕の家はそんなに広いワケじゃない。いいよいいよ、と言っている間にリビングに到着してしまう。

　リビングでは龍造寺さんがフロアテーブルの上にお弁当のお重を広げていて、僕らより数秒先に着いていたありすも座ってお弁当に「おおー」と感嘆の声を上げていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　千ち紗さのカレーをテーブルに置いて、

「お待たせ」

　とテーブルの前に座った。

　千紗も座ろうと腰を落としかけたところで、

「わぷっ！」

　とありすが悲鳴だか何だかわからない声を上げた。どうやら、千紗のお団子から伸びた尻尾しつぽが顔面を直撃したらしい。

「あ、ご、ごめんなさい……」

「いや、いいんだけどさ……髪の毛、結構伸びた？　そういや、その髪にしてもう半年くらいになるんだっけ」

「あ、はい。ゴールデンウィークの後くらいですから、五ヶ月ですね」

　言いつつ、髪を気にしながら千紗も座った。

　とりあえず、全員揃そろったので食事開始。

　ローストビーフだの伊勢エビのグラタンだの、お弁当と呼ぶにはアレすぎるお重には目もくれず、千紗と龍りゆう造ぞう寺じさんはカレーを口に運んでいる。

　ありすはちょこちょこお重に箸はしを伸ばしつつ、カレーのことも忘れない。

　僕はといえば、ありすの半分くらいのペースでお弁当を頂いている。カレー？　連日の試作で、もう食べ飽きました。

「そういえば、おっとり娘はずっとそのお団子ですわね。五ヶ月も同じ髪型で、飽きませんの？」

「ええ。だって、竜りゆう太たさんが似合うって言ってくれた髪型ですから……！」

　真っ赤に染まった頬ほおに両手を添えて、照れまくりながら千紗は言った。

「あーあ、訊きいちゃったか。その理由を知ってた身としては、苛いらつくから聞きたくなかったんだけどなー」

　やさぐれたように、ありすが頬ほお杖づえをついて吐き捨てる。食事中にそれは、お行儀的にどうかと思うんだけど。

　龍造寺さんも龍造寺さんで、僕に詰め寄って、

「竜太様。どうして言って下さいませんの!?　わたくしだって、竜太様のお好みとあらばお団子だろうがドレッドだろうが……！」

「え、あ、いやあ、ドレッドはどうかと思いますけど……っていうか、龍造寺さんはその髪が似合ってると思います」

　途端に龍造寺さんは顔を朱色に染めて、

「まあ、イヤですわ、似合いすぎて可愛かわいくて可か憐れんで超抱きしめたいだなんて……！」

「いや、ヤトちゃん、竜太のセリフを脳内で都合よく補完しすぎだから」

「はは……。リクエストしておいて何だけど、やっぱり千ち紗さがお団子を続けてたのって、僕のためだったんだ……」

　僕が呟つぶやいた瞬間、がたん、と頬ほお杖づえからありすの頭が滑り落ちた。そして、白い目を僕に向ける。

「い、言うに事欠いてそれか……。じゃあ、あたしのこの髪も自覚なしかッ!?」

「え？」

　あ、ありすの髪も……？

「やっぱりか――ッ！　アンタ、小学三年の頃ころに友達とアイドルのツインテールが可愛かわいいとかくっちゃべってたでしょうがッッッッッッ！」

「え？　……え？　あったっけ、そんなこと……？」

　というか、日常的な雑談の内容なんて覚えてないよ！

「ちんちくりんツインテの立つ瀬なし、ですわね。にしても、そう言うわりにはチビッコの尻尾しつぽは一向に伸びてませんのね？」

「……しょうがないじゃん。あたしの髪、結構クセがあるから、これ以上伸ばすとカッコつかないんだもん……」

「あらまあ、健気けなげですこと」

　うう。なんだが、猛烈に申し訳ないことをしていた気がしてきた……。

「いやその、ごめん……」

「……いいけどさ、別に。竜りゆう太たが鈍にぶいのは昔っからだし」

　返す言葉もない。

「え、えーと、でも、ありすの髪型は可愛いなあって、昔から思ってたんだよ？」

「……そ、そんな取ってつけたみたいに言われたって、嬉うれしくないっつーの！」

　ありすはそっぽを向いてしまったけど、

「そう言うわりには、顔が赤いですよ、片かた桐ぎりさん」

「ですわね。強がっちゃって、なんてわかりやすい」

　そんな様を千紗と龍りゆう造ぞう寺じさんはくすくす笑いながらからかっている。そんな二人に、ありすがぎゃーぎゃーと吠ほえている。

　ああ、この空気。

　温かくて、朗らかで、居心地のいい空間。

　夏の旅行のときや、勉強会のときと変わっていないようにも感じられてしまう。

　でも、彼女たちは僕の答えを待っている。

　その答えを出してしまえば、三人のうち二人はこの空気から去っていくのだろう。その先にある空気も、きっと幸せで、甘くて、楽しいモノであるには違いない。

　だけど―――――

　だけど、それは、僕が大好きなこの空気ではないのだ。

　僕は、わがままだろうか。贅ぜい沢たくだろうか。

「なあ、竜りゆう太た。髪の毛のこととかだけじゃなくて、あ、あたしは、竜太が喜んでくれることなら、何だってしてあげたいって思ってるんだ。ホントだぞ」

　照れくさいのか、ちょっと目を逸そらして、ありすが言う。

「わ、わたくしだって、そうです。何でも言って下さい。竜太さんのためなら、わたくし、頑張れますから……！」

　カレーを食べていたスプーンを置き、祈るように指を組んで、千ち紗さも耳まで赤くした顔をまっすぐに僕に向けている。

「もちろん、わたくしだって。――ふふ、ちょっとくらいなら、色っぽいことでもいいんですのよ？」

　頬ほおを紅潮させながらも、龍りゆう造ぞう寺じさんが妖よう艶えんに微笑ほほえむ。

「な、な、何を言い出すんですかっ、ヤトさん！」

「あら、だって、もう竜太様には裸も見られてますもの」

「なにーッ！　竜太、本当かッ!?　あ、あたしはおでこにチュウだけなのに、なんでヤトちゃんはそんな……ッ！」

「いやその、アレは事故……」

「事故だなんて、あんまりですわ。あんなに熱い視線を向けて下さいましたのに！」

「ちょ、龍造寺さん、何を言って……」

「ちょっと待って下さい。片かた桐ぎりさん、おでこにチュウって何ですかっ！」

「おでこにチュウはおでこにチュウだっ！　千紗ポンだって真ま緒おの家で……」

「あ、あれこそ事故ですっ！」

「くすくす、可愛かわいらしい言い争いですこと。……ねえ、竜太様。わたくしは、いつでも夏の続きをして頂いても構いませんのよ？」

「はあっ!?」

「キスはもちろん、お風ふ呂ろ場ばでのことの方も……」

「いや、ちょ……」

「ヤトちゃんはいいかげんにしろッ！　この色ボケ社長めッ！」

「………………竜太さんのえっち」

「いや、だから……！」

　ああ、もう収拾がつかない……。まあ、そんなドタバタも嫌いじゃなかったりするんだけど。

　―――――でも。

　賑にぎやかさも、騒々しさも、楽しいはずなのに。

　好かれていることも、想おもわれていることも、嬉うれしいはずなのに。

　実感すればするほど僕の困惑は大きくなり、どうしたらいいのかわからなくなっていく。



　　　＊



　そして、苺いちごを見に行く約束の休日がやってきた。

　千ち紗さは淡いライトグリーンのワンピース。ノースリーブで、色合いとかはちょっと地味めなんだけど、大きく開いた胸元が全然地味じゃない。

　ジーンズとかパンツスタイルの方が多いありすまで、チェック柄のフレアスカートだ。しかも、かなり丈が短い。それ自体はいいんだけど、活動的なありすがそんなものを着ていると、ちょっとした弾みで見えちゃうんじゃないかとハラハラしてしまう。

　龍りゆう造ぞう寺じさんはデニム地のタイトなミニスカートに、上はシンプルな水色のＴシャツと黒のロングベスト。一見、素っ気ないほどシンプルでカジュアルな装いに見えるけど、きっと高度な計算の上に成立している組み合わせに違いない。特に、足が長くて綺き麗れいな龍造寺さんのミニスカート姿は色々とルール違反な感じだ。

　……なんていうか、みなさん、ちょっと露出度高くないですか？　いや、魚うお住ずみさんはニットの半はん袖そでシャツにジーンズという、至極普通なお姿ですが。しかし、だからこそ対比で三人の気合いの入り具合が際立って見える。いやまあ、みんな似合ってるし可愛かわいいからいいんですけど。

　集合場所は学校近くのバス停。これからバスに揺られて行くのだという。

　龍造寺さんが事前に「リムジンを出す」と提案したけれど、魚住さんは「目立つのでいやです」とにべもなく断っていた。

「バスに乗るのがイヤなら、別に来なくてもいいのですよ」

　そう言われてしまえば、龍造寺さんも引き下がらざるをえない。

　かくして、

「竜りゆう太たの隣に座るのはあたしだッ！」

「いいえ、わたくしです！　こればっかりは譲れません！」

「貴女あなたたちは何を仰おつしやってますの？　わたくしを差し置いて、図ずう々ずうしい！」

　などという不毛な争いが背後で勃ぼつ発ぱつすることになってしまっていた。

　……なるほど、今まではこうならないために高たか槻つきさんが仕切ってくれていたのか、と今さらながら思い知る。そして、残念ながら今日は高槻さんは来ていない。

「……やっぱり、あの三人は連れてくるべきではなかった気がしているのです」

　ウンザリした表情を隠しもせず、魚住さんは言った。

「……………………ごめん」

「まあ、赤あか尾お君のせいではないので、謝られても困るのですが」

　バスがやってきた。乗り込むと、休日だというのにお客は誰だれもいない。

　そして乗り込んでもギャアギャア騒いでいる三人を呆あきれ顔で見やって、魚うお住ずみさんは、

「赤尾君、ここに座っちゃって下さい」

　と、一番後部の広い席の端を指さした。

「うん」

　そして、隣に魚住さんも座ってしまう。

「三人とも、さっさと座るのです」

「な、何で真ま緒おが竜りゆう太たの隣に座ってるんだっ！」

「そうですわ！　そこにはわたくしが座るべきですのに！」

「違います！　ヤトさん、それは全然違います！」

　詰め寄られても、魚住さんは涼しい顔をしていた。

「ゴチャゴチャうるさいのです。他ほかのお客さんに迷惑になるのですよ」

「他にお客さんなんかいないし！」

「いなければ何をしてもいいということはないのですよ、ありすちゃん。それに、三人同時に赤尾君の隣に座ることは不可能なのですから、誰かが不満を抱えることになるのです。だったら、全員が隣に座れない方が公平だと思うのですよ」

「だからって……」

「さては、虎こ視し眈たん々たんと竜太様を狙ねらっていましたのね!?　この、泥棒猫……！」

「はあ？　安心して下さい。私は、赤尾君になんか微み塵じんも興味はないのです。心配する必要はありません」

　なにげに酷ひどい言われようですが。

「そういう問題では……ッ」

　千ち紗さが言いかけたところで、

「おーい。出発してもいいかい？」

　運転手さんに訊きかれて、三人とも渋々席に座ったのだった。



　バスが走り出して数分。

「あのさ、魚住さん。どうして、その農園の苺いちごじゃなきゃだめなのかな」

　窓の外の流れていく景色をぼんやりと見たまま、顔さえ向けずに、隣に座った魚住さんに訊いてみた。

「わざわざ僕を呼んだってことは、言う気はあるんでしょ？」

　魚住さんは少しためらいがちに、

「ええ。ケーキを作ってくれる赤尾君には、知っておいてほしいと思っています。きっと、その方が心とか気合いとかを込めてもらえそうですから」

「竜りゆう太たは、知らなかったからって手を抜いたりしない」

　座席での恨みか、それ以前からの含ふくみか、かなりツンとした口調でありすが抗議した。

「あ、片かた桐ぎりさん、いいこと言いました！　わたくしも、その意見に賛成です！」

「まったくですわね。竜太様を侮ぶ辱じよくするような発言は許しませんわよ」

　さっきまでいがみ合っていたというのに、今度は一致団結して魚うお住ずみさんに矛ほこ先さきを向ける。その変わり身に苦笑して、魚住さんは、

「そうですね。その点は、ありすちゃんの言う通りだとは思うのです。これは、私の気持ちというか、勝手な自己満足なのですよ。

　昔……もう何年も前に、雪ゆき華かが……その従姉妹いとこがまだ元気だった頃ころに、二人で迷子になったことがあるのです。祖父の家の側そばでした。だから土地勘もあんまりなくて。私もまだ小学生で、従姉妹は小学生になっていなかったはずです」

　期せずして、従姉妹＝雪華ちゃんが確定しました。まあ、もうとっくに確信していましたが。

「不安で、心細くて、従姉妹は泣き出していました。私も泣きそうで、もうにっちもさっちもいかなくなったときに迷い込んだのが、その苺いちご畑だったのです」

「なんだか、『ヘンデルとグレーテル』みたいだね」

「たどり着いたのは、お菓子の家ではなかったですよ。ヘンデルを食べようとする魔女もいなかったのです」

　くすり、と魚住さんは笑って、

「しかも、魔女どころかそこの小お父じさんはとてもいい人でした。たくさん苺を食べさせてくれた上に、上う手まく幼い私から連絡先を聞き出して、祖父の家に連絡まで取ってくれたのです」

「ははあ。そのときの苺の味が忘れられない、と」

「ええ。そんな、他愛のない話なのです。それから何度も、二人で押しかけては苺をご馳ち走そうになっていたのですよ。従姉妹が入院するまでは」

　雪華ちゃんは、何の病気なの？

　何度も、その言葉が喉のど元もとまで出かかった。でも、結局、訊きくことはできなかった。

　――万が一、もう助からないような病気や症状だったら。

　そう思うと、怖くて訊くことができなかったのだ。

「もうずいぶん、その苺畑にもご無ぶ沙さ汰たしているのですが……、とにかく、だからその苺を使ったケーキを食べさせてあげたいのですよ」

　僕らは一度、魚住さんにはこっぴどい騙だまされ方をしている。でも、この件に関しては信じてもいい、と思う。雪華ちゃんのことを語る魚住さんの顔はとても優しくて、いくらなんでもこれが演技だとは思えなかった。

　きっと、雪ゆき華かちゃんが言っていた『一緒に行く約束の苺いちご畑』とは、今向かっている苺畑なのだろう。

　その苺を使ったケーキは、きっと雪華ちゃんを喜ばせることができる。魚うお住ずみさんの話を聞いて、僕もそう思った。自然と喜んだ雪華ちゃんの笑顔が思い浮かんで、今まで以上にやる気がチャージされていく。

　はは、まんまと魚住さんの術中にはまっているというわけだ。

「どんな苺だろう。それに合わせて、クリームや生地の甘さも微調整しなくちゃね」

「思い出に美化されている部分を差し引いても、期待してもらっていいと思うのです。それはもう、素晴らしい苺なのですよ」

「それは楽しみだ」

　はにかんだように、魚住さんはうなずいた。

　それ以降は特に会話もなく、僕は窓の外を眺めてバスに揺られ続けた。

　そして、少しウトウトしていたところで、

「次で降りるのですよ」

　と言われ、ハッと目を覚ました。

　終点の二つ手前。気がつけば窓の外もずいぶん様変わりしていて、木々の緑の割合が多いのどかな感じになっていた。

　バスを降りると、まだ夏にしがみつくように鳴く蝉せみの声。

　住宅街というよりは田園に近い光景で、アパートやマンションのような建築物はほとんど目につかない。まばらに並ぶ家々も一軒家ばかりで、それも年季が入って見えるものがほとんどだった。

「まだ暑いですわね」

「同感。九月って、まだ夏だと思うんだ」

　龍りゆう造ぞう寺じさんとありすがそんなことを言っているのは気にもせず、

「さあ、こっちなのです。少し歩くのですよ」

　と魚住さんはスタスタ歩き始めた。

「さあ、行きましょう、竜りゆう太たさん！」

　千ち紗さは僕の手を取って引っ張ろうとして、目が合った瞬間にボンッと音が聞こえてきそうなくらい急速に顔を真っ赤にした。そして、あうあうと金魚のように口をパクパクさせて、見事に固まってしまった。

「あっ、千紗ポン抜け駆けかっ」

　ありすも駆けてきて、僕のもう一方の手を取った。が、こちらもすぐに耳まで真っ赤になってフリーズしてしまう。

　いやあの、真っ赤になってたのは僕も一緒だったと思うけど。

「くすくす。ウブでいらっしゃいますこと」

　龍りゆう造ぞう寺じさんは悠々とフリーズした二人を押しのけて、僕の腕を取り、

「さあ、参りましょう？　竜りゆう太た様」

　ほんのりと頬ほおを染める程度で蠱こ惑わく的てきに僕の顔を見て、言ったのだった。

　が、そこへ赤面フリーズから復旧した千ち紗さとありすが、

「待てコラ！　竜太から離れろッ！」

「そうです！　なに抜け駆けしてるんですか！」

　寄ってたかって龍造寺さんを引きはがしにかかる。

「な、何を言ってますの!?　最初に抜け駆けしたのはおっとり娘なのではなくて!?」

「あっ、確かにッ！　そうだぞっ！　千紗ポンのそういうところ、どうかと思うッ！」

「そ、そんなことないです！　きっと気のせいですっ」

　あー。

　何だろう。今までは平気で窘たしなめていたはずの事態なのに、僕が言うのは何かが違うような気がしてしまう……。

「そこ、何をやっているのですか！　遊びに来たんじゃないのですよッ！」

　もちろん、振り返って怒鳴りつけたのは魚うお住ずみさんだ。

「まったく……もう隣に並んで歩くとか考えないで、車や他ほかの歩行者の邪魔にならないよう、縦一列になって歩くのです！　わかりましたか！」

　魚住さんの指示通り縦一列になって歩きながら三人は、

「どうしてヤトさんは平然と腕を絡めたり……あ、でも、きっとこれはわたくしの方が竜太さんを好きだという証拠なはず……！」

　とか、

「……くそう、今までは手どころか、引っついてもスリーパーホールドかけても平気だったのに」

　とか、

「なんでわたくしが猫女の命令に従わなくてはなりませんの……？」

　とか、それぞれ不平めいた何かを漏らしている。やれやれ。

　そうして五分ほど歩いた頃ころ、魚住さんが僕らを振り返って、

「あそこを曲がれば、目的地なのです。ビニールハウスの苺いちご畑が見えるはずなのですよ」

　ああ、やっと到着か。こう暑いと、歩くだけでもしんどいな。

　そんなことを思いながら曲がり角を曲がって――、

　今度は、魚住さんがフリーズした。

　曲がった先に広がっていたのは、のどかな光景には不似合いな、広く整備された、けれど閑かん散さんとした国道だった。

　苺いちご園もビニールハウスも、どこにも見当たらない。

「そ……そんな」

　魚うお住ずみさんは、焦ったように何度も今来た道と周囲の光景を確認して、そして、泣きそうな顔でがっくりと膝ひざをついた。

「ここ……だったんですか」

　千ち紗さが、恐る恐る訊きく。

　答えられない魚住さんの沈黙が、そのまま肯定の返事となっていた。

「えっと……あ！　道、間違ったとかじゃないの？　ねえ。まったく、真ま緒おはおっちょこちょいなんだから！」

「そ……そうですわね。もしくは、降りる停留所を間違えたとか」

　しかし、魚住さんは何も答えない。

　重苦しい空気が、どんどん濃度を増していく。

　誰だれも口を開こうとしない中、僕は少し思案して、

「とにかく、このあたりに住んでる人に話を聞いてみようよ。幼い頃ころの記憶なら、ありすや龍りゆう造ぞう寺じさんが言うように道を間違えた可能性だってあるしさ。それに、仮に本当になくなってしまったんだとしたら、ますます情報は必要だと思うんだ」

「……なくなってしまっていたとしたら、もう何をしても無駄なのです。いまさら、どんな情報を探そうというのですか」

　顔も上げずに、この世の終わりのようなトーンで魚住さんは吐き捨てた。

「じゃあ、従姉妹いとこの雪ゆき華かちゃんには、あの苺畑はもうなくなった、って伝えるの？　あんなに、お姉ちゃんと苺を食べに行くのを楽しみにしてるのに」

　ハッとして、魚住さんは顔を上げて僕を見た。

「雪華を……知っているのですか」

「うん。ちょっと野暮用で病院に行ったときに偶然知り合ったんだ。雪華ちゃんには、僕が『お姉ちゃん』のクラスメイトであることはまだ言ってないけど」

「……そういえば、雪華は読書が大好きなのです。この『文学少年』と話が合わないはずはないですね」

「そういうこと。この前、お見舞いに『銀河鉄道の夜』を差し入れたよ」

　ふう、と大きく溜ため息をついて、魚住さんは立ち上がった。

「まったく、油断も隙すきもないのです。雪華がこのナチュラルボーン・モテモテ魔神の毒どく牙がにかからないように、私がしっかりしなければ……！」

　どういう意味ですか。

「とにかく、このことは雪華ちゃんには知られちゃいけないと思うんだ。彼女は魚住さんと苺いちごを食べに行くのを目標に頑張っているんだし、その目標を見失うような事態だけは絶対に避けないと」

「ええ、それはその通りなのです」

「そっか。そのためには、なるべく味が近い苺を探さなきゃダメだもんな」

　ありすが僕の言わんとすることを察して、言った。

「うん。味がちょっと落ちるくらいなら、旬しゆんじゃないから、ですむけど……でもやっぱり、品種くらいは調べて合わせた方がいいと思うんだ」

　まあ、ハウス栽培とかもあるだろうから、今や旬もへったくれもないけど。たぶん、日本で一番苺が必要なのはケーキ需要の高いクリスマス前後だろうし。

「あの、もしかしたら、少し場所を変えて、苺農家を続けてるかもしれませんよ」

　と千ち紗さ。もちろん、その可能性だってある。

　龍りゆう造ぞう寺じさんは腕を組んでツンと澄まして、

「とにかく、早く動いた方がいいのではなくて？　ここでボーッとしていても、何も始まりませんわよ？」

「え……？　龍造寺さんは、赤あか尾お君と私に間違いが起こらないようくっついてきただけなのでは……？　なのに、手伝ってくれるのですか？　私は貴女あなたにスタンガンをかましたりしたのですよ……？」

　ふん、と龍造寺さんは鼻を鳴らして、

「勘違いも甚はなはだしいですわね。別に、猫女のためではありませんわ。わたくしは、竜りゆう太た様のために力をお貸しするのです」

　そんな様子を見て、くすくす笑いながら千紗とありすは、

「ヤトさんも素直じゃないですね」

「だよねー。竜太のお人ひと好よしが感う染つったんじゃないのー？」

「そ、そこっ！　黙らっしゃい！」

　とにかく三人をなだめて、一番近くに見えた民家へと向かった。かなり古い……いや、年季が入った建物であることも、決め手の一つだった。こういう家の人なら、地元に長く住んでいそうなので色々知っているに違いない。

　チャイムを押して、出てきた小お母ばさんに学校名と名前を告げ、事情を手短に説明して、

「あの道路があったところに苺農家があったと思うんですが、間違いありませんか」

　と訊きいた。

　小母さんは顔全体で同情を表現しながら、

「ああ、そりゃ河かわ原はらさんとこだねえ。大柄なヒゲの小お父じさんだったろう？」

「あ、はい！　そうです！　そうなのですよ！　ヒゲがモジャモジャの、鼻が大きな小父さんだったのです！」

「あはは、そうそう。モジャモジャだったわねえ。……あれは可哀かわい相そうだったよねえ。せっかく丹たん精せい込めて作った畑だったのにさ。いくらかお金をもらったって、畑を一から作る苦労になんか見合わないよ」

　小お母ばさんは大きく溜ため息をついて、

「元々この辺の道はさ、苺いちご狩りの観光客と作物を出荷する農家が使ってたのよ。それが農地を潰つぶして道路を造ったもんだから、今じゃ滅めつ多たに車も通らなくなっちゃって」

「な……なんなのですか、その本末転倒な道路工事は……！」

「だから、みんな反対してたんだよ。結局、無駄な抵抗だったけどねえ。私たちの都合なんて、偉い人たちにとっては知ったことじゃないんだろうねえ」

「じゃあ、あの、その河かわ原はらさんは、今はどうなさっているのでしょうか……？」

　千ち紗さが訊きくと、

「さあねえ。ずいぶんガックリきてたから。田舎に戻るって言ってたけど、どうしてるんだろうねえ」

「そんな……」

　魚うお住ずみさんは今にも泣き出しそうになっている。

「あの、その河原さんが作ってた苺、なんて品種だったかご存じありませんか」

　言葉に詰まっている魚住さんに代わって、僕が訊いた。

「この辺の苺園の苺はみんな『さちのか』だったはずだよ」

　さちのか……。忘れるまいと、携帯を取りだしてメモっておく。

　と、その脇わきでは龍りゆう造ぞう寺じさんが携帯に向かって、

「あ、鮫さめ島じま、すぐに『さちのか』という苺を手配なさい。至急です。文化祭の前日までに届けさせて。……決まっているでしょう、文化祭で竜りゆう太た様がお使いになるの。量？　そんなもの、適当で構いませんわ！」

　手回し早ッ！

「だ、大丈夫なの？　適当な量って……」

　携帯を閉じた龍造寺さんに恐る恐る訊くと、

「ああ、竜太様、心配をして下さいますのね。でも、ご安心下さいませ。余ったらオトギーランドで適当に使わせますわ。それに、今月から『竜太様予算』を別枠で確保しておりますの。竜太様のためとあらば、苺くらいトン単位でも仕入れて差し上げますわよ？」

　……。

　何から突っ込んだらいいんですか。

　ええと、トン単位で苺を贈られても困ります。

　あと、僕用の予算とか、意味のわからない枠を設けないで下さい。完全なる無駄遣いですよ、それ。

「わっ、わたくしだって、そのくらい余裕ですっ！　や、やっぱり、わたくし、竜りゆう太たさん用の図書館を……ッ」

「いや、千ち紗さまで何言ってんの。今はそういう話をしてるときじゃないから！」

「そうだぞっ！　竜太はお金に目が眩くらむような人間じゃないぞっ！」

　そう言って千紗と龍りゆう造ぞう寺じさんを一ひと睨にらみした後、ありすは小お母ばさんの方に顔を向けた。

「えっと、河かわ原はらさんの連絡先とか……わかんないですよね」

　予想通り、小母さんは申し訳なさそうに首を横に振った。

「田舎って、どこなのでしょう……」

　こっちの馬ば鹿か騒ぎは完全にスルーして、魚うお住ずみさんが訊きいた。

「さあねえ……」

　やっぱり小母さんは首を捻ひねる。知っていたら、もう教えてくれているだろう。

　さすがにこれ以上有効な情報は得られないだろうと判断して、僕らは小母さんに何度もお礼を言って失礼することにした。

　そして、車一台通らない国道を前にして、一様に溜ため息をついた。

「ね、千紗ポン。あいつらに河原さんっていう農家の人、捜してもらっちゃダメかな」

「レッドキャップ隊ですか？　はい、わたくしもそれを考えていました」

「見つからなくても、苺いちごの仕入れは万全ですわよ？　もしもっと早めに欲しいようでしたら、今からでも鮫さめ島じまに何とかさせますわ」

　むしろ鮫島さんに申し訳ないです。

「いや……大丈夫だよ。ありがとう」

　と龍造寺さんの気持ちに感謝しつつ、

「魚住さん、とにかく、今の条件でやれるだけのことはやろう。このことは、クラスのみんなにも伏せた方がいいかもね。雰囲気にも影響しそうだから」

「ん、賛成。誰だれかがうっかり言っちゃわないとも限らないもんね」

「はい。わたくしもその方がいいと思います」

「もちろん、竜太様がそうせよと仰おつしやるのであれば、わたくしも口外はいたしませんわ」

「うん、お願い。魚住さんは、当日までに気持ちを切り替えて。肝心の『お姉ちゃん』がそんなんじゃあ、僕らがいくら頑張ったって上う手まくいかないよ」

「わっ、わかっているのです！」

　珍しく語気を強めて、魚住さんは感情をあらわにした。

「何ですの？　その態度。みんな、特に竜太様は、ご多忙な中、こうして貴女あなたのために協力して下さっているというのに。ああ、敵としてご自身を騙だましたような貴女にまで、こうして優しく手を差し伸べる竜太様。なんという高貴な御心でしょう！　それに比べて、その優しさに食ってかかる猫女の厚こう顔がん無む恥ちときたら！」

　うわ。

　多少協力的になっていたとはいえ、龍りゆう造ぞう寺じさんの魚うお住ずみさんに対する態度や口調はやっぱりキツイ。

「うっ……」

「でもまあ、その元気があるなら大丈夫そうですわね」

「あ、当たり前なのです」

　ま、くよくよしても始まらない。帰ったら、スーパーを回って『さちのか』を探してみよう。そして、早速試作と調整を開始だ。

　足りない要素は、腕でカバーすればいいのだから。そう、自分に言い聞かせた。



　　　＊



　翌日。

　珍しく、父から電話があった。

「……何？」

　着信時、外部ウィンドウで父の名を確認した時点で不機嫌になっている。当然、その声もかなりぶっきらぼうになってしまっていた。

『うむ……、まあ、なんだ。母さんが、お前が悩んでいるようだと言っていたのでな』

「……」

　一瞬、言葉に詰まってしまった。僕、母の前でそんな素振り見せたっけ……？

『はは、図星のようだな。アイツも伊だ達てに母親をやっていないということだろう』

「伊達にっていうか、そもそも母親をやってないと思うんだけど」

『手厳しいな』

　僕を手厳しくさせたのは、間違いなくあなたたちですけどね。

『で、一度に三人から告白されて困ってるそうじゃないか』

「何でそこまで知ってるんだ―――――っ！」

『はっはっは。その中に久く喜き島しまさんという子がいるだろう？　あの、チャイナドレスの。何でもその子は、母さんとちょくちょくメールをやりとりしているらしいぞ』

　な、なんですと？　油断も隙すきもない……。いつの間にアドレスを交換したんだ……？

『小柄な方の片かた桐ぎりさんも、母さんとは何かと仲が良いそうだしな。息子がたくさんの人から愛される人間になってくれて、父さんも鼻が高い』

　……何なんだ。僕の知らないところで、何かが着々と進行しているようなこの感じ……。

『しかし、何を悩んでいるのだ。その三人の中に本命の子はいないのかね』

「それは……」

　そもそも、そういう考え方をしたことがあっただろうか。

　僕はずっと、千ち紗さもありすも『仲間』とか『親友』とか『同志』とか『戦友』とか、そんなふうにカテゴライズしていた。龍りゆう造ぞう寺じさんだって、それに近い。

　もちろん、異性として見たことがないと言えば嘘うそになる。下心などなかった、なんて間違っても言えない。

　けれど……。

『なあ、竜りゆう太た。お前は、もしかしたら……振られた子が傷つくことを気遣って躊ちゆう躇ちよしているのではないかね？』

「え？」

『今はどうか知らんが、昔のお前は必要以上に気を遣いすぎるところがあったからな。しかしなあ、もしそうだとしたら、お前は大変な勘違いをしている』

「……勘違い？」

『ああ。そもそも、彼女たちは上う手まくいかない場合のことも覚悟はしているはずだ。でなければ、告白などに踏み切れないだろうからな。逆にそんな気遣いは、彼女たちの覚悟に対する侮ぶ辱じよくだとも思うのだよ』

「……」

『なに、久く喜き島しまさんと片かた桐ぎりさんなら心配は要らないだろう。一度会っただけだが、きっと彼女たちはそんなに弱くはないさ。もう一人のことはわからんがね』

「……よく知りもしないクセに」

　苛いら立だちを隠しもしないで、言った。

　こちらの状況を見透かした気になって饒じよう舌ぜつになる父の口調が、面白くない。

『ははは、まあ、それはそうだ。しかしな、竜太。何かを選ぶということは、選ばなかったものを切り捨てるということでもある。そして、酷こくなようだが、先延ばしにすることでは何も解決しない』

　だから、僕を切り捨てた、と？　もっとも、今さらそのことをゴチャゴチャ言う気はないけど。

「……先延ばし云うん々ぬんは、政治家の父さんこそ肝に銘じるべき言葉なんじゃないの？」

『うーむ、耳が痛いな。ま、要するに、とにかく行動しろということだ。そういうときはな、考えれば考えるほど迷い道に入る。おそらく、絶対の正解などないのだからな』

　それはそうだろう。正解がない、というのは同感だ。

『参考になったかね？』

「残念、ほとんどは的外れだよ」

『そうか。しかし、全部ではないなら、よかった。少しは役に立ったのだろう？』

「――――さあね」

　自じ嘲ちよう気味に笑う。要約すると、何を女々しく悩んでいるんだお前は、ということだ。

　よくわかっている。

　結局、離れていても、普段顔を合わせる回数が少なかったとしても、父も母も僕の親なんだな、と思って――また、自嘲した。



　夜。

「御み堂どう中央高校の文化祭執行部から、正式にリンドヴルムへの招待状が届いたぜ」

　デーモンテイルの秘密基地、いつもの大広間で、ノートパソコンのキーを叩たたきながら一号が言った。

「まあ、わかってはいたしね……」

「行くって返事出していいんだろ？」

「ええと、行けたら行く、くらいで」

　我ながら往生際の悪いことだ。

「それより、昨日頼んだ苺いちご農家の件はどうなってます？」

「さすがにもうちょっとかかりそうだなあ。まだ連絡がねえよ」

「ま、昨日の今日じゃ仕方ないでしょ」

　ありすが焦るな、とばかりに言う。

　一〇号をはじめとした幾人かがその調査で出張中なので、全員分の椅い子すがある円卓も半分は空席になっている。なし崩し的に、今日は特訓も中止だ。というか、どのみち身が入らないだろうから、という理由の休止期間は明けていないんだけど。

「魚うお住ずみ嬢のことなら、いくらか情報は入ってるけどな。でも、旧デーモンテイルの『エンプレス・ストロベリー』とやらだったことを裏づける決定的な証拠はないけど」

「えっと、どんな情報ですか？」

　と千ち紗さ。

「入院中の雪ゆき華か嬢との血縁が本物であることとか、頻ひん繁ぱんに見舞いに行ってるのも本当のことだとか。学校の……クラスでの評判とかは知っての通りだな。部活動ではクラス以上に大人気だぜ」

「部活？　真ま緒おって部活なんかやってたの？」

「園芸部だよ」

　首を傾かしげたありすに、僕は言った。

「この間、花壇に水をあげてたよ」

「へえ。知らなかった」

「夏休み中にも率先して植物の世話とかやってたみたいだし、部室にお菓子なんかをしょっちゅう差し入れたり、真面目まじめで気が利いて可愛かわいいって、園芸部の男子連中はメロメロらしいな」

　っていうか、どうして学校内部のことをこんなに詳しく調べられるんだろう。凄すごい凄いとは思ってたけど、想像以上だな、レッドキャップ隊。

「でもまあ、真ま緒おの猫かぶりは筋金入りだからねー。そのくらいは予想の範囲内なんじゃない？」

「確かにね」

「あとは、身長とか体重とかスリーサイズとか」

「待てコラ。一号、そんなのどうやって調べたんだっ！」

「お、俺おれが調べたんじゃねえって！　俺はただ、集まった情報をそのまま読み上げてるだけで……」

　慌てて一号が弁明し、他ほかのメンバーたちも、

「いや、俺も知らねえ！」

「ちょ、ちが、そりゃあおいらが怪しく見えるのはわかるけど、盗撮も盗聴もやってないから！」

　云うん々ぬん、口々に己の無実を主張する。

　怪しいモンだなあ、と苦笑を禁じ得ない。

「あ。た、隊長、なんかすげえニュースが。って、これマジか……？」

　と、一号。

「話題を逸そらそうとしても無駄だぞッ！」

「いや、マジマジ。あの阿あ久く津つ元防衛大臣が脱獄したって！」

「ええっ!?」

「まさか……！」

　僕と千ち紗さは驚きよう愕がくしたのだが。

「それがどうしたっ！　そんなことで……」

「いや、待ってよ。そんなことじゃないでしょ！」

　思わず突っ込んでしまった。が、ありすは、

「そんなことでしょ。それを知ったからって、あたしたちが何かやる必要なんてないんだし。それは警察の仕事じゃん」

　それはそうかもしれないけどさあ。

「そ・れ・よ・り――、アンタたち。部隊内での隠しごとって、あたし禁止したよね。覚えてるとは思うんだけど」

　ポキポキと指を鳴らしながら、ありすがレッドキャップ隊の面々を順次睨にらみつけていく。なんという迫力。睨まれるたびに、みんな震え上がっている。

　僕は、他人事ながら本能的に思った。

　――本気でありすが怒る前に、白状した方がいい、と。

　そして結果、同じように感じたのであろう六号がゲロった。

　複数の写真や動画から取り込んだ画像から、スリーサイズ等の数値を割り出すソフトを一号が開発していたことを。

　そして、数度足あし蹴げにされた末、血の涙を流しながら一号はそのソフトを削除させられる憂き目に遭うことになった。

　ま、自業自得なんだけど。

　話が一段落したことを感じ取って、僕は虚こ空くうに向かって、

「ところで、ドクター。会議室か何か、適当な部屋を貸してもらえませんか」

『ええ、どうぞ。隣の第五会議室のロックを解除しておきます』

　そして千ち紗さとありすの方を向いて、

「千紗。ありす。ちょっと、話したいんだけど、いいかな」

　と告げる。

　ビクッと二人が身を強こわばらせた。

「は、は、はいっ」

「わ、わ、わかっ……いや、待った、ちょっと心の準備を……」

　そして、レッドキャップ隊の面々もニヤニヤしながら赤面した二人を見やっている。

「あ、いや。そんなに緊張しないで。結論を出すっていうより、その前段階みたいな話だから」

「前段階……？」

　赤くなった頬ほおのまま、訝いぶかしげに二人は首を傾かしげる。

「まあ、とにかく向こうで話そう」

　そう言い残して席を立ち、広間を出て会議室へ移動。殺風景な部屋だ。椅い子すや机も普段は格納されているので、ガランとしていて何もない。そこで二人を待つ。

　ほとんど間を置かず、二人が入ってきた。僕の前で、じっと僕を見て話が切り出されるのを待っている。

「ええと、まず……宙ぶらりんにしたまんまで、ごめん」

「あ、いえ……」

「あ、あはは、むしろ答えを聞くのが怖いっていうか……」

「それで、一つ、訊きいておきたいんだけど」

　二人が、息を呑のむのがわかった。まあ、緊張するなと言われても無理な話か。

「仮に、さ。僕が千紗とありすのどっちかを選んだとして、そしたらデーモンテイルはどうなるんだろう」

「「え？」」

　二人が、ハモるように、完全に同時に言った。二人とも、考えてもいなかった、という顔をしていた。

「例えば……自分が選ばれなかったら、どうする？　デーモンテイル、続けられる？」

「それは……」

　千ち紗さが言い淀よどんだ。けれど、顔色にも言葉にも、否定的なニュアンスがかなり含ふくまれていた。

「……キツイね。たぶん、無理かな……」

　ありすも、うつむいて言った。

　だろうな、と思う。

　自分が選ばれないということは、相手が選ばれるということ。

　デーモンテイルに残るということは、自分を選ばなかったことで成立したカップルを側そばで見続けるということなのだ。

　それを自分に置き換えて想像すると、僕も同じ結論を出すと思う。つまり、そのカップルから離れる、デーモンテイルを辞める、という結論を。

「夏休みの旅行のときに千紗には話したけどさ……、僕、デーモンテイルが好きなんだ。学校より家より、居心地がいいって思ってる。そのデーモンテイルには、千紗もありすも必要なんだよ。僕は今のままのデーモンテイルが好きなんだから」

　千紗とありすは、うつむくように僕から目を逸そらした。気まずそうなのは、その後のことを考えていなかったバツの悪さだろうか。

「竜りゆう太たさん……」

「……そっか」

「ごめん。ずるいとは思ってるんだ。なんていうか……告白の返事としては、きちんとイエスかノーで答えるべきだとは思うんだけど……でも、やっぱり素直に自分の気持ちを言うべきだと思ったからさ。まあ、ぶっちゃけ、千紗のこともありすのことも大好きだから、どうしていいのかわかんないってのもあるんだけど」

　僕の言葉の最後の部分で、千紗とありすはまた盛大に頬ほおを染める。

「とにかく、僕は、今はデーモンテイルの現状を存続させたい。独りよがりなエゴイズムなのは百も承知だけど、それが僕の素直な気持ちなんだ」

　千紗もありすも、数秒、僕の言葉を噛かみしめるように沈黙を守った。

　そして、まずありすが赤い顔のまま、こほん、と咳せき払ばらいをして、

「まあ、告白自体がエゴイズムみたいなモンだし、あたしらに竜太の言い分を責める資格はないと思うんだ。でも」

　納得できない。ありすがそう言いたいのは、火を見るよりも明らかだった。

　聞くのが怖い、とは言っていたが、ハッキリさせなければ気がすまないのだろう。とてもありすらしいと思う。

　そして、千ち紗さはというと。

「えっと、では、どっちかなんて選べない、ということでいいんですよね？」

　……何を聞いていたんですか。まあ、間違いではないけど……。

「そして、わ、わ、わたくしのことを、だ、大好きだと……ッ！」

「も！　千紗ポンも、だぞ！」

　ものすごく力を込めて、ありすが補足する。

　千紗はありすの言葉を微笑ほほえんで受け流すと、僕に、

「あ、あの、竜りゆう太たさん。念のために言っておきますけど、だからといってヤトさんを選んだりしても、やっぱりデーモンテイルは崩壊しますよ」

「え？」

「だって、そんなことになったら、わたくしも片かた桐ぎりさんも平静ではいられないでしょうし」

「あ、うん。っていうか、龍りゆう造ぞう寺じさんの場合は、お目当てはリンドヴルムなワケだし」

「……本気で言ってるんだもんなー」

　呆あきれ気味に、ありすが呟つぶやく。

　……え、違うの？

「ってか、そういう牽けん制せいの仕方って……千紗ポンって、やっぱ腹黒……」

　こほん、と千紗は咳せき払ばらいをしてありすの呟きを掻かき消しつつ、

「まあ、ヤトさんの気持ちはさておき……、竜太さんが、だからヤトさん、という選択をしないのでしたら、わたくしは仕方がないと納得します」

「……千紗ポンは、納得、できるんだ」

「はい。だって、竜太さんらしいじゃないですか。それに、好きだって言って頂けましたし。ってことは、まだまだ希望はあるってことですよね。納得できないなら、片桐さんはリタイアしてもいいですよ？　そうして頂ければライバルも減りますし」

「誰だれがリタイアなんかするかっ！」

「えー。片桐さんがリタイアしてくれれば万事解決だったのに……」

「そうはいくかっつーの。だったら、そんなのどうでもよくなるくらい、も、もっともっと、竜太にす、す、好きになってもらえば、いいだけだからなっ！」

　好き、を言い淀よどんでるあたりから、またありすの顔は真っ赤になっている。

「そういうことです。わたくしだって、負けません！」

　キッパリ断言して、千紗もこっちに熱い視線を向けてくる。

　あー。

　何かがまたヒートアップしそうな予感。不安なような、嬉うれしいような……。

「それより……」

　ありすは忍び足でドアに近寄り、勢いよく内開きのドアを引っ張った。

「うわっ」

　と、バランスを崩して雪な崩だれ込んでくるレッドキャップ隊の面々。

「お前たちは、何やってんだっ！」

　先頭にいた一号は目を泳がせて、何か言い訳を考えている。ま、無駄だと思うね。

　ほら、キックが飛んだ。

　平謝りするレッドキャップ隊に、ありすは腕組みをして、

「まったく、どいつもこいつも！」

「しかしアレだね」

　蹴けられたところをさすりながら、六号は、

「竜りゆうの字は、普通だったら考えられない選択をするよね。おいら、告白されてそんな大おお岡おか裁きみたいな答え出せないよ」

「大岡裁き？」

「ほら、アレだよ。『三方一両損』ってヤツ」

　三方一両損とは、三両を拾った男とその持ち主だという男が口論になり、奉行の大岡越前が「自分が一両出すから、二人で二両ずつ分けなさい」という裁きを下す話だ。

　拾った男は三両丸々懐ふところに入れられず一両の損、持ち主は三両戻ってこなくて一両の損、一両出した大岡越前も一両の損、というわけだ。

「ボスも隊長も希望はつないだけど思い通りにならなくて一両の損、竜の字もせっかく三人の美少女から告コ白クられたのに誰だれとも付き合えなくて一両の損。な？」

　六号は得意満面、たいそう上う手まいことを言ったつもりなのだろう。

　そんなに上手くないと思うけど。

　しかし、なんだかなし崩し的に、この話は終了になってしまった。

　僕としては、助かったような、でも、それじゃあいけないような、なんとも複雑な気分だった。



　そして、みんなでカレーを作ってみたり、ケーキの作り方を教えたりしているうちにあっという間に日は過ぎて。

　文化祭が、やってきた。



    

  
    
      


第四章　そしてヘンデルは途方に暮れる





　私立御み堂どう中央高校の文化祭は、二日間に亘わたって開催される。当然、僕らの出し物も二日間営業することになる。

　教室を暗幕で仕切って、三分の一を簡易厨ちゆう房ぼうに、残りの三分の二に机を並べてテーブルクロスをかけ、椅い子すを並べただけの簡素な店舗。それが、僕らのクラスのカレー＆ケーキのお店『レッドドラゴン』だ。そのネーミングはどうかと思うけど。

　カレーもケーキも、前日にみんなで協力して大量に作ってある。それらを載せる紙皿も、使い捨て用のスプーンとフォークもたっぷり用意してあり、コレが足りなくなる頃ころにはカレーもケーキもなくなっているだろう。

　教室自体の飾りつけはシンプルだけれど、龍りゆう造ぞう寺じさん提供の衣装に身を包んだ女子一同がとても華やかだ。

　メイド服のありすを筆頭に、猫耳チャイナの千ち紗さやバーテンダーよろしく黒いパンツとベストでビシッと男装した高たか槻つきさん、夏休みにお披露目した冷却ファンつきのドラゴンスーツを着込んだ龍造寺さん、西部劇に出てきそうなガンマンに扮した魚うお住ずみさんたちが接客係として配備され、他ほかにも巫み女こさんやナース姿のクラスメイト（もちろん女子）がやる気満々。



    

  
    
      



    

  
    
      　……龍りゆう造ぞう寺じさん一押しだったバニーガールの衣装は誰だれも着用しようとせず、男子一同がむせび泣いていたけど。

　もはやコンセプトさえない混こん沌とんとした感じではあるものの、そんなものを吹き飛ばす勢いの華やかさが素晴らしい。

　入り口には段ボールで作られたド派手な看板。その看板には、

『カレーライス（中辛）＆ミニケーキのセット……四〇〇円

　ドリンク各種……一〇〇円

　特別メニュー／当クラスの久く喜き島しま千ち紗ささん仕様激げき辛からカレー……四〇〇円、ただし二〇分以内に完食したら無料、景品プレゼント（※制限時間経過後も食べ残しは厳禁！）』

　宣伝呼び込み部隊の人員も試食用の食パンとカレーを持ってスタンバイ。

　もちろん、僕も厨ちゆう房ぼうで調理担当兼総監督として詰めている。

　そして。

『これより、御み堂どう中央高校の文化祭を開催いたします！』

　という校内放送が入った瞬間に、高たか槻つきさんが、

「よし、いよいよ開店だ！　料理長の赤あか尾お、一言音頭を取れ！」

「え？　えーと、まあ、カレー屋さんだから、本格的に回り始めるのはお昼くらいからだと思うんだ。だから、気楽に、適当にね」

　周囲から漏れてくるのは、苦笑と気勢を削そがれた呆あきれた声。

「お前なあ、もっと何かあるだろう！　頑張ろうとか、目指せ完売とか、気合いの入りそうなコメントが！」

　高槻さんに怒られてしまった。

「あはは、まあ、お祭りだから、僕たちも楽しんでやろうよ」

　やれやれ、と高槻さんは溜ため息をついて、

「まあいい。さあ、全員持ち場につけ！　第一種戦闘配置だ！」

　第一種……？　ってことは、二種や三種もあるのだろうか。謎なぞだ。僕以外、誰も気にしてないみたいだけど。

「宣伝部隊、出撃！　校門付近でガンガン試食させてこい！　初速はお前たちにかかっている。気を抜くな！」

「了解！」

「おう！」

「じゃあ、行ってくるぜ！」

　サンドウィッチマン的にお店の位置とメニューをでかでかと書いた段ボールを背負って、カレー三銃士が宣伝部隊として飛び出していく。

「交代要員は、存分に楽しんでこいよ！　代わった後はお昼時だ、きっと忙しくなるからな！」

「はーい」

「じゃ、よろしくな！」

　遅番の面々は「どこを見ようか」「三年生のお化け屋敷が凄すごいらしいよ」等々話しながら、笑顔で教室を出て行く。

「さあ、あとはお客を待つのみだ！　鬼が出るか蛇じゃが出るか……」

「大げさだなあ。こんな時間からカレーなんか食べに来ないってば」

　しかし、その僕の予想は大きく裏切られることになった。

　開始一〇分で試食してきたのだという最初の二人組がやってきて、それを皮切りに来店する生徒や父兄が出始めて、三〇分後には全部の席が埋まってしまった。

「セット二つ追加ーッ！　ドリンクはコーラとオレンジ！」

「竜りゆう太たさん、四番テーブルも三つです」

「竜太様、一番テーブルにも激げき辛からチャレンジが入りましたわッ！　誰だれか、時間管理して下さらない？」

「あ、では時間は私が見るのですよ」

「あはははは、また無謀なチャレンジャーが来たか！　赤あか尾お、さっきチャレンジした男なんか泣きながら帰っていったぞ！」

「そんな報告いいから、委員長はあっちのテーブルに注文を取りに行けーッ！」

「二名様ご案内いたしまーす！」

「ドリンク追加、ウーロン茶でお願いしまーす」

「はいはいはいはい、ただいま出しますッ」

　男子メインの厨ちゆう房ぼう内は、まさに戦場のように大忙しだ。まさか、高たか槻つきさんはこの状況を予測して戦闘配置だの何だのと言っていたのだろうか。

　っていうか。

　……なぜ。なぜ朝九時からカレーがこんなに売れるんだッ！

　早々この時点で、メニューを中辛とチャレンジの二種類に絞った自分の判断を褒ほめたいと思った。

　フタを開けてみれば、お昼までに、執行部までが出張って整理する必要があるほどのものすごい行列ができてしまった。

　もっとも、厨房でてんてこ舞いを続けていた僕は、その行列を見る暇さえなかったんだけど。



　　　＊



　二時を過ぎて客足も落ち着いた頃ころ、『ご予約のお客様』がやってきた。

　もちろん、雪ゆき華かちゃんのことだ。ご両親も一緒らしい。

　伝聞形なのは、僕自身は厨ちゆう房ぼう内で準備をしているため、直接は見ていないからだ。

　ちなみに、行列までできる予想以上の好評に、またいつ混こみ出すかもわからないし、雪華ちゃんのこともあるので、千ち紗さもありすも高たか槻つきさんもウェイトレスとして残ってくれている。

　魚うお住ずみさんが残っているのは言わずもがな。まあ、当然だ。

「あ、お姉ちゃん！　かっこいー、西部劇だ！　雪華知ってるよ！　まかろにうえすたんっていうんだよね！」

「雪華、いらっしゃい。よく知ってるのですねー。雪華こそおめかししてきたのですね。可愛かわいいですよ」

「えへへー。せっかくのお呼ばれだもん！」

　暗幕越しに、そんなやりとりが聞こえてくる。

　それ以外にも、

「ホントに可愛いねー。小っちゃくて」

「だね。あのドレスとか、お人形さんみたい」

「ふわふわのスカートとか、頭のリボンも可愛いし」

「肌も白いし、ノースリーブが映えるわねー。いいなあ、張りのある子どもの肌」

「枯れてるわねえ。それがうら若き女子高生の言葉？」

「いやいや、小学生には勝てませんって。あの白くて綺き麗れいな肩、見なよ。ああ、眩まぶしい！」

「いやまあ、それはともかく……正直、あの子はレベル高いと思うよ」

「ねー。美人になりそうな子よね」

「うー、超抱きしめたいっ」

　そんなウエイトレス陣のひそひそ話まで。

　いや、まあ、それはさておき。

　雪華ちゃん用カレーは特別仕様なのだ。早く作らなければ。

　ルウは甘口に仕立てて、ニンジンは型抜きを使ってハート型や星型にカット。カレーをかける前のご飯に刻んだとろけるチーズを散らしてまろやかさをアップ。

　通常セットはケーキも一緒に出していたけど、それは後に回して、まずカレーだけを持っていってもらった。雪華ちゃんに合わせて、ご両親の分もケーキは後に回すことにする。

「わ、すごーい！　ニンジンのお星様がある！」

　暗幕の向こうから、「美お味いしい！」とはしゃぐ雪華ちゃんの声が聞こえてきた。そのたび、よし！　と口元が綻ほころんでしまう。

　それを聞きつつ、ケーキの準備。クリームを少し多めにして、スライスした苺いちごをカップケーキの上いっぱいに飾る。

「竜りゆう太たー、そろそろカレー食べ終わるよ。ケーキの準備は？」

　ありすが厨ちゆう房ぼうに顔を出して教えてくれた。

「もちろんできてるよ」

「じゃあ、準備して……あ、食べ終わった！」

「ＯＫ」

　ケーキを手に、厨房を出る。

　なるほど、女の子たちのひそひそ話にも納得がいった。

　雪ゆき華かちゃんが着てきたのは、上下で黒と白のモノトーンドレスだった。

　シルクのような光沢を放つ黒い上半身部分は比較的タイトで、しかも色合いから細い肩や腕の白さが際立っている。

　スカート部分は白い生地の上に、もう一枚白い半透明な生地が重なっているようなデザインだった（後で千ち紗さに、オーガンジードレスという名前なのだと教えてもらった）。その二重構造がふわふわ感の正体だろう。

　腰のかなり高い位置からスカートが始まっており、その腰の部分にはさりげなく白い花のコサージュ。そして、スカートの半透明の方には、小さな花模様の刺し繍しゆう。

　愛らしいのに、派手すぎない。そして、上品だ。頭の白いリボンも可愛かわいらしい。

　でも、何より。

　何よりも雪華ちゃんを可愛く見せているのは、その笑顔だと思う。久しぶりのお出かけに、無邪気にはしゃいで笑っている雪華ちゃんの顔は、見ているこっちまで幸せな気分にさせてくれる。

　入院とかの事情を知っているからこそ、というのを差し引いても、その笑顔の眩まぶしさは本物だと思う。

　雪華ちゃんの口元にカレーがついているのを、

「ほら、雪華、慌てて食べるからお口の周りがカレーだらけなのですよ」

　と、魚うお住ずみさんがハンカチで拭ふいてあげていた。

「だって、美お味いしいんだもん！」

　あはは、なんだか微笑ほほえましい光景だ。

　歩み寄ると、雪華ちゃんが僕に気づいて、

「あ、お兄ちゃん!?」

　と驚きが入り交じった笑顔をつくった。

「どうも。当店のシェフでございます」

　僕も、イタズラっぽく笑って、大仰に一礼した。

　……まあ、とはいっても、制服にエプロンを着けただけだけど。

「デザートのケーキをどうぞ」

　軽く一礼して、雪ゆき華かちゃんの前にケーキを置いた。タイミングを合わせて、ありすがご両親の分のケーキを運んでくれている。

「すごーい！　ホントに苺いちごのケーキだ……。お兄ちゃん、シェフなの？　これ、お兄ちゃんが作ったの!?」

「もちろん」

　雪華ちゃんは僕とケーキを何度も見比べて、しきりに感心していた。……照れるなあ。

　その後も雪華ちゃんはケーキをしげしげと眺めては、ニコニコと嬉うれしそうに僕を見て、魚うお住ずみさんを見るという行動を繰り返した。

　フォークを刺すのがもったいないとでも言いたそうな、このまま大事にしまっておきたいとでも言いたそうな、そんな顔。

　ふと、その雪華ちゃんの顔を見て、夏休みの旅行で、千ち紗さが縁日で見せた表情を思い出した。狸たぬきの置物を眺めていた、あの顔。

　何となくだけど、今ならわかる。

　あのときの狸は、千紗にとっては本当に嬉しいモノだったのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　最近知り合った僕のことはさておき、美お味いしいモノをご馳ち走そうしたいという魚住さんの気持ちを、きっと雪ゆき華かちゃんは宝物のように感じているのだろう。目の前のケーキは、その気持ちの結晶そのものなのだから。

　だから、とても愛いとおしそうに眺めているのだ。

　嬉うれしく思う。そうまで思ってもらえているなら、協力した甲か斐いがあったというものだ。

　やがて、意を決したように、苺いちごとクリームと生地を大きく切り取って、小さな口に目いっぱい詰め込んだ。

　口いっぱいにケーキが入っているから、当然言葉は出てこない。でも、そんな言葉など必要ないくらい、表情が「美お味いしい」と雄弁に語っていた。

　やがて口の中のモノを呑のみ込むと、口元やほっぺにクリームをつけたままで、

「……雪華も、こういうの作りたい！　シェフになりたい！　それで、お兄ちゃんみたいに、色んな人に食べてもらうの！　……雪華、シェフになれるかな？」

　たぶん、僕らがこの日のためにケーキ作りを何度も練習したことや、微調整を重ねた苦労などを肌で感じ取っている。雪華ちゃんは、とても頭の良い子だから。

　その上で、こういうものを作りたい、と言っているのだ。

　そう断言できるくらいに、子どもの思いつきや気まぐれではない真剣な響きが、その言葉にはあった。

「もちろん、なれるよ。きっと、勉強とか努力とかをいっぱいしなくちゃいけないけど、でも、雪華ちゃんが本気でなろうと思うなら、絶対になれる」

　気休めや方便ではない。それは、まごうことなき僕の本心だった。

「そんなの、当たり前なのですよ」

　魚うお住ずみさんも、そう相づちを打った。

「ホントに？　えへへ、やったぁ」

　嬉しそうに笑って、またケーキを頬ほおばる。

「こんな美味しいのが作れたら、素敵だろうなあ。食べた人が今の雪華みたいに幸せになれたら、とっても楽しいだろうなあ」

　そして―――――、

「……この苺が、小お父じさんの苺だったらもっとよかったのにな」

　少し寂しそうに、ちょっとだけうつむき加減で、呟つぶやいた。

「――っ！」

　びくり、と魚住さんが身を震わせ、弾はじかれたように雪華ちゃんを見やった。

　そう。

　結局僕たちは、苺農園の河かわ原はらさんを見つけることはできなかったのだ。

　苺は龍りゆう造ぞう寺じさんが厳選した極上の『さちのか』を探してきてくれたけど、……そして、味にそれほど違いがあったのかはわからないけれど――、事実として。

　僕らが用意した苺いちごは、雪ゆき華かちゃんの思い出の苺ではない。

「……あ、違うの！　美お味いしいよ？　すっごく美味しくて、雪華、超感動してるよ！　ただ、その……」

　一瞬にして凍りついた空気を察知してか、雪華ちゃんは慌てて僕と魚うお住ずみさんの顔を交互に見て、言い訳ともフォローともつかない言葉を口走った。

「………………ごめんなさい、お姉ちゃん。雪華がなかなか元気にならないから、小お父じさんの苺畑、なくなっちゃったね……。約束、守れなくなっちゃった」

「雪華……。知って、いたのですか」

　愕がく然ぜんとした表情で、魚住さんは呻うめくように言った。

　雪華ちゃんは申し訳なさそうにうなずいて、

「一昨日ね、どうしても苺が食べたくなって……、今日が待ちきれなくって、小父さんの苺が食べたいってワガママ言っちゃったの。それで、お母さんが捜しに行ってくれたんだけど……」

　魚住さんは、今にも泣き出しそうな表情で、

「だ……大丈夫なのですよ、雪華。苺を食べには行けなくても、退院したらこのお兄ちゃんが、またケーキを作ってくれるのです」

「うん。そのときは、もっと大きなケーキを、腕によりをかけて作るよ」

　嬉うれしそうで、でもちょっぴり寂しそうな、そんな微笑ほほえみを雪華ちゃんは返してくれた。

　……気を遣いすぎだ。

　子どもなんだから、まだ小学生なんだから、周囲の空気など気にする必要はないのに。

　もしかしたら、両親に対してもそうなのではないか。長い入院を余儀なくされて、迷惑をかけていることに引け目を感じているのではないか。

　気にすることなんかないよ。雪華ちゃんは、何も悪くない。

　でも。

「お兄ちゃん、ありがとう。美味しかったです」

　帰ろうと席を立って、ぺこり、と頭を下げる雪華ちゃんを見たら、そんな薄っぺらい気休めの言葉など、口にすることはできなくなってしまった。

　そして、雪華ちゃんを見送った後、魂が抜けたかのようにのろのろと教室を出て行く魚住さんを、僕らは、ただ黙って見送るしかなかった。



　長蛇の行列ができる店。

　そんな噂うわさが駆け巡ったらしく、雪華ちゃんが帰って少しした頃ころから、また客足が向き始めた。

「おい、赤あか尾お。まずいぜ、カレーが保もたねえンじゃねえかな」

　厨ちゆう房ぼうで、朝からずっと頑張ってくれているクラスメイトが言った。

「うん……、まずいね。まだ一日目が終わるまで結構あるし……」

「売り切れご免めんか？」

「でも、並んでくれてる人にそれは申し訳ないよ」

「じゃあどうする？　作るなら、今決断しないと間に合わないぜ」

　作るなら、材料の調達から始めなければならない。特製ガラムマサラはまだ余剰があるけど、他ほかの材料には足りないモノがいくつもある。正直、今決断してもギリギリだ。紙皿のストックも心こころ許もとないし。

「ケーキは明日の分を出すとして……。確か、調理実習室に圧力鍋なべがあったはず。アレを使えば……。ちょっと高たか槻つきさんに相談してくるよ」

　幸い、調理実習室はどこのクラスもクラブも使用していない。飲食系の出し物にとってあまりに有利になるため、どこにも使用をさせないのが伝統なのだそうだ。

　というか逆に、こうした場合に仕込みをできる場として、どのクラス、クラブでも使うことができるようにと開放されている。

「おう。厨房は任せな」

　ここ数日の練習と、今日の戦場のような忙しさを経て、厨房チームはかなり熟練度を上げている。もう、任せることに不安は少ない。

「お願い」

　そう頼んで厨房を出て、高槻さんを捕まえて手短に現状を説明する。

「……わかった。そうだな、千ち紗さ！　ヤト！　片かた桐ぎりさん！　赤あか尾おが困ってるんだ、至急買い出しに行ってきてくれないか」

　僕の名前に妙に強調したアクセントを置いて、高槻さんは三人を呼びつける。

「お任せ下さいませ！　竜りゆう太た様のためとあらば、たとえ火の中水の中ですわ！」

　ドラゴンの着ぐるみのまま、龍りゆう造ぞう寺じさんが言った。

「わっ、わたくしだって！」

　一瞬にして対抗意識を燃え上がらせた千紗も、もちろん猫耳にチャイナドレスといういでたちだ。

「いいけど……この格好で？」

　ありすは唯一、冷静に自分が着たメイド服に目を落とした。

「なに、近くのスーパーなら歩いて五分もかからないじゃないか。今日、ウチの学校が文化祭をやっているのは周知の事実だろう。制服のブラウスでも羽織っていけばわかってもらえるさ。……ヤト以外は」

「え、あー、高槻さん。やっぱり別の人に、せめて制服姿の人に頼んだ方が……」

「そんな暇はないだろう。ここにいる女子は全員制服じゃないし、その姿で行けと説得するのもめんどくさい。かといって厨ちゆう房ぼうも余裕はない。赤あか尾お本人は調理をするべきだしな。だから、行ってくれ。赤尾のために」

　……つまり、一番言いくるめるのが楽だから、という人選なんですね。なんだかなあ。

「イヤならチビッコは残ればいいのですわ。竜りゆう太た様、わたくしが！　責任を持って！　行って参りますわ！」

「誰だれも行かないとは言ってない！」

「ですから、わたくしも行きます！」

　三人は、何を買ってくるかも聞かずに、まんまと口車に乗せられて教室を出て行ってしまった。……まあ、買ってくるもののリストは千ち紗さの携帯にメールで送っておけばいいだろう。

「私は電話で圧力鍋なべの使用を掛け合うから、赤尾は調理実習室に向かえ。非番の連中に声をかければ、一人や二人くらいなら……いや、邪魔なだけか」

「邪魔ってことはないけど、大丈夫だよ」

　とりあえず、残っている材料をまとめようと厨房へ移動する。

　と、その瞬間、校庭の方から、

『特別ゲストはまだ到着されていませんが、時間になりましたので、文化祭一日目恒例のライヴを始めたいと思います！』

　というマイク越しの声と、歓声が聞こえてきた。

　窓から見やれば、校庭の特設ステージ前には人だかりができている。

　ああ、もうそんな時間か。でも、この状況じゃあ抜け出せそうにないなあ……。

　軽音部が演奏でも始めたのか、アップテンポな曲が流れ出す。

　やっぱり、上う手まくは立ち回れなかったかあ。

　でもまあ、ライヴだってすぐ終わるモンじゃないだろうし、ちょっとくらい遅れても問題はないだろう。っていうか、ライヴに行くためにも、さっさとカレーの仕込みを終わらせてしまわなければ。

　余った材料をガソゴソと引っ張り出して、必要なものをリストアップ。

　携帯を取りだして、アドレス帳から千紗の名前を選択。もう千紗たちが教室を出てから一〇分近くが経過している。早くメールしないと、スーパーで三人が立ち往生してしまう。

　そこへ高たか槻つきさんが厨房へと顔を出して、

「赤尾、圧力釜の使用許可が――」

　しかし、高槻さんが言い終わる前に、校庭の方から聞こえてきていた軽快な演奏が中断された。入れ替わるように、いくつもの悲鳴が聞こえてくる。

　そして、

『リンドヴルムはどうしたのだッ！　ここへ来るのではなかったのかね！』

　機械によって音量を増した、そうがなり立てる男の声が響いてきた。

　高たか槻つきさんやクラスメイトたちが、何事かと窓に駆け寄って校庭に注目する。出遅れた僕は、みんなの後ろから校庭の様子を窺うかがう。

　校庭には、位置的に金網を乗り越えて侵入してきたのであろう、黒くろ尽ずくめの一団の姿があった。先頭の一人はスーツ姿。手にしているのは拡声器だろう。

　その後ろに一〇人ほどの特殊部隊的な人たちがいて、ライフルのような大型の銃を構えている。

　遠目なので顔までは判別できないけれど、確信めいた予感があった。

　僕は、あの男を知っている。っていうか、あんな馬ば鹿かはそう何人もいないと思う。

『何ということだ、来ていないというのかッ！　ええい、ガキども、動くな騒ぐな！　あんまりうるさいと見せしめに何人か射殺するぞッ！』

　また校庭から悲鳴が上がる。

　舌打ち。あれが阿あ久く津つなら、レッドフードたちに強烈な爆弾で学校ごと始末させようとした男なら、本当に殺しかねない……。

　一度瞑めい目もくして、覚悟を決めた。背に腹は代えられない。

　もう、龍りゆう造ぞう寺じさんがさらわれたときのような失敗はできない。

　変身をためらって犠牲を出すことなど、あってはならない。

　大切なものは、守ると決めたのだから――、

　躊ちゆう躇ちよなど、している暇はないのだ。

「退どいて」

　エプロンを外して床に叩たたきつけ、窓際に集まったクラスメイトたちに言った。僕の真剣な口調に少し驚きながら……いや、だからこそだろうか、クラスメイトの何人かは素直に窓の前を空けてくれた。

　乱暴にネクタイを外し、首元のボタンも引きちぎるように外す。そして窓の前まで歩み寄り、そのサッシに足をかけて身を乗り出した。

「ちょ、赤あか尾お！　何をするつもりだ、ここは四階だぞ！」

　背後から、高槻さんが驚いて言う。

「行かなきゃ。早くしないと――僕が行かないと、本当に死人が出るかもしれない」

「え、お前、何を……」

「今まで黙ってて、ごめん」

　サッシを蹴けって、跳んだ。

「な……！」

「マジか！」

「赤尾……ッ！」

　背後の驚く声。

　落下しながら、僕はドラゴン・スイッチをオンにした。

　空中で変身し、赤い大きな翼を広げて、反重力飛行システムを目いっぱい稼働させ、浮力を確保する。

「リンドヴルム―――――だとっ!?　まさか、赤あか尾おが……？」

　高たか槻つきさんの声。

　他ほかのクラスメイトたちが絶句しているのは、振り返るまでもなく空気越しに伝わってきた。

　羽ばたく。

　校庭の方でも僕を見つけたのか、

「リンドヴルムだ！」

「リンドヴルムが来てくれたッ！」

　という、歓声に近い声が奔ほん流りゆうのようにあふれ出していた。

　校庭まで飛び、一度旋回して生徒たちと銃を構えた連中との間に降り立つ。そして、背後の生徒たちを庇かばうように翼を大きく広げたまま、その男の俳優のような彫りの深い顔を睨にらみつけた。

　僕の視線に怯ひるみさえせず、スーツの男は――阿あ久く津つ竜りゆう一いち郎ろうは、拡声器を投げ捨てて薄く笑った。

「ふふふ、会いたかったぞ、リンドヴルム」

「……俺おれ様さまは二度と会いたくないと思っていた」

「復ふく讐しゆうを恐れていたのかね？　図ずう体たいのわりに気が小さいな」

「下劣な品性が感う染つったら困るのでな」

「ふん、そのありきたりな切り返しに品性など感じられんがな？」

　大きなお世話だ。

「まあしかし、言葉遣いには気をつけたまえ。まさか、部下たちが構える銃を見忘れたわけでもないだろう」

　なるほど、見やれば後ろの連中が構えているのは、いつぞの徹甲弾専用銃。僕を殺す準備は万端というわけだ。

　チラリと後ろを振り返れば、生徒や父兄などのお客の姿。僕が舞い降りたことで幾分か怯おびえは緩和されたようだけど……彼らは知らないのだ。

　あの銃から放たれる銃弾が僕の鱗うろこを貫通することを。鱗を貫いた上で僕の身体からだを貫き通すということはないにしても……この位置関係で撃たれれば、流れ弾や翼の皮膜など薄い部分を貫通した弾丸は背後の人々に当たってしまうだろう。

「……目的は俺様なのだろう。後ろの生徒やお客は逃がしてやってくれ。万が一にも、流れ弾にでも当たっては大事だ」

　しかし、返事は思いも寄らない方から飛んできた。

「そういうわけにはいかないなあ」

　校庭の反対側には、金網を身軽に飛び越えてきた、大きな白い虎とらの姿があった。

　リンドヴルム状態の僕にも匹敵する堂々たる巨きよ躯く、ニヤニヤと笑う口元には危険極まりない鋭い牙きば。大地を踏みしめる四本の足にも、ナイフのような爪つめが光っている。

　そして、その背にはパーカーを着てフードを被かぶった女の子が跨またがっている。魚うお住ずみさんだ。

「観客もなしに、見せ物は成立しないじゃないか。さあ、リンドヴルム虐殺ショーの幕開けだよ」

　前門の虎に、後門の徹甲弾専用銃、か。しかも多数の観客は人質も同然。

　出てきたことを後悔はしていない。まだ、誰だれも血を流さずにすんでいるのだから。

　……でも。

　さすがに、今回はまずいか。

　自じ嘲ちよう気味に笑う。もう、笑うしかない。

　逃げ場のない、最悪のライヴが始まろうとしていた。



    

  
    
      


第五章　ストロベリーフィールズ・フォーエバー





　一〇〇人を超えようかという人数がいるにもかかわらず、校庭は静寂に包まれていた。圧倒的に僕が不利な立場にあるというのに、牽けん制せいし合うような空気が満ちている。

　それにしても。

　あれほど父親を嫌っていたというのに、利害が一致すれば手を組むのか。あるいは、嫌い嫌いとは言っても、やはり親子だということなのだろうか。

　そう思っていたところ、白びやつ虎こは、

「というわけだから、リンドヴルムはボクがやる。アンタには引っ込んでいてもらおうか、馬ば鹿か親父」

　阿あ久く津つ竜りゆう一いち郎ろうに向かって、嫌悪感を隠しもせずに言うのだった。

「なんだその口の利き方は。それに、私がどれだけの辛しん酸さんをなめさせられたと思っているのだ！　リンドヴルムを殺すのは私だ！」

「アンタの都合なんか知らないよ。いったい、このお膳ぜん立だてを誰がしたと思ってるんだ！」

　……連携取れてないし！

　なんなんだ、いったい。

　ってか、牽けん制せいし合うような空気は、この二人が発したものだったのかよ！　えーと、僕の立場は……？

「まあ、そこはお二人で勝手に決めてほしいのです」

　興味なさそうに言いながら、魚うお住ずみさんは白びやつ虎この背中から飛び降りた。

「どういう意味だい」

　白虎の問いに、魚住さんはめんどくさそうな顔で、

「私は私の好きなようにやるので、お二人も好きにしたらいい、ということです。ぶっちゃけ、私はリンドヴルムなんてどうでもいいのですよ」

　どうでもいいって言われた……。いやまあ、この上魚住さんにまで何かされても困るんですけど。

「さあ、先輩方！　出番なのです！」

　魚住さんはパンパンと二回手を打ち鳴らした。

　と、数人の男子生徒が、一様に虚うつろな目をして、すでに無人となったステージに上がってきた。頭には猫耳を生やし、手には何やら紙袋のようなものを持っている。

　っていうか、僕はあの『症状』を知っている。ああいう猫耳軍団に囲まれて、とても苦労した経験もある。

　虎とら之の介すけが運営していたキャッツグレイスが特殊な薬を食べ物などに混入させて、人々をあんな状態にして操っていたのだ。

　キャッツグレイス事件で、キャッツグレイス本社及び各支社にある猫化薬は没収したはずだが、それで全部だったという保証はない。ましてや、一度開発したものなのだから、また作ったという可能性もある。

　そういえば……魚住さんは、園芸部にお菓子などを度々差し入れて好評を博していたのではなかったか？

　ステージに上がった猫耳たちは、紙袋の中に手を突っ込み、

「召しませー、女帝苺いちごー」

　取りだした何かをお客に向かって投げ始めた。

　土の玉……いや、そこから緑色の芽が生えているようだ。苗か。

　お客にぶつかるなり避けられるなりして地面に落ちた苗は、何か急速な変化をし始めたらしい。あちこちで、お客が悲鳴を上げ始めた。

　その変化は、やがて僕の足元にもやってきた。

　目に見える勢いで成長する植物が、校庭の地面を覆い尽くそうとしていたのだ。急速に成長し勢力を拡大していくその植物は、ものの数十秒で校庭を緑色に染めた。

　それどころか、道路のアスファルトはもちろん、校舎や家々の壁まで緑色に染めていく。なんという成長力。今のところ、人に害はないようだが……。

「これは……苺いちご……？」

　足元の植物は、やがて赤々とした実をつけ始めた。

　白びやつ虎こは舌打ちをして、

「タイミングが早すぎる！　観客にこの苺を食べさせて猫耳化させた後じゃあ、リンドヴルムを観衆の眼前で叩たたきのめす計画が台無しじゃないか！」

　食べた人間が猫耳化、だって……？　しかも、この繁殖の勢い……。な、なんてろくでもないものを作りやがるんだ！

「あ、いえ、この女帝苺、猫耳化の機構は排除してあるのですよ。だから、どんなに食べられても猫耳化はしないのです。ポップコーン感覚で食べながら観戦してもらっても全然問題なしなのですよ」

「なるほど……じゃない！　それはそれで大問題だ！」

　僕も、何のことかと口を開けたままポカンとしてしまいましたが。

「っていうか、いつの間にそんな調整をしたんだ！　いや、そもそもボクのスタッフがそんな勝手を許すはずは……。まさか、自分の手でやったとでも言うのかい？　一介の高校生にすぎない君が……？」

「社長のお父さんのツテをお借りして、突貫で調整したのですよ」

「……！　じゃあ、父の脱獄は……！」

「ええ。私が手引きしたのです」

「どういうつもりだ……。急きゆう遽きよ作戦に協力すると言って呼び出した側そばから裏切るっていうのか……？　だいたい、こんな苺食べ放題作戦になんの意味があるっていうんだ！」

「それは違うぞ、虎とら之の介すけ！」

　今まで黙っていた阿あ久く津つが、突然声を張り上げた。

「やがてこの苺は日本の交通網を分断し、大混乱をもたらすだろう！　その機に乗じて、我々は日本を制圧するのだ！」

　そして、背後の一〇人は僕に向けて徹甲弾専用銃を構え直す。

「まあ、何でもいいので、この場はお任せするのですよ」

　魚うお住ずみさんは冷めた口調で言い、白虎にくるりと背を向けた。そしてそのまま、小走りで校庭を出ようとする。

「ちょっと待て！　どこに行くんだ……！」

　白虎が呼び止めるが、魚住さんは振り返りさえせずに校舎裏へと消えていった。

　何をする気かはわからないけど、今この場で一番危険なのは魚住さんに思えた。魚住さんは阿久津を利用し、虎之介さえも出し抜いて、何かをやろうとしている。

　もう事態は白虎のコントロールを離れている。阿久津は……まあ、言わずもがなだ。

　追うべきだ。魚住さんを自由にしては、時間を与えてはいけない！

　しかし。

「おっと、動くな、リンドヴルムッ！　ははは、このときを待ちわびたぞ！　貴様らに復ふく讐しゆうするために、私は『エンプレス』の誘いにまで乗ったのだからな！」

　銃を向けられては、無視もできない。僕だけならまだしも、背後には多くの生徒や一般人がいる。これでは、避けることさえできない。

「エンプレス……だって？　まさか、彼女は『エンプレス・ストロベリー』だっていうのか……？」

　呻うめくように、白びやつ虎こが言う。こいつも完全に騙だまされてたクチか。おそらく魚うお住ずみさんは、この『女帝苺いちご』とやらの開発のためにずっと仲間のフリをしていたのだろう。

「そうか、お前は知らなかったのか。迂う闊かつなことだな。だがまあ、気にするほどのことでもあるまい。ふはははは、我々が世界を手中に収めるカウントダウンは、すでに始まっているのだからな！」

「……貴様の小物ぶりには頭が下がるな、阿あ久く津つ元大臣。わざわざ捨て駒ごまにされるために脱獄までやらかしたか」

　しかし、阿久津は僕の言葉を鼻で笑った。

「ふん、些さ末まつなことだよ。世界征服と、復讐のためにはな！　さあ、虎とら之の介すけ、リンドヴルムの最期をそこで見ているがいい！　しかる後に、我らの手で日本を掌握するのだ！」

「……意味がわからない。そんなふうに日本を制圧したって意味なんかない！　ボクはミレニニャムを創りたいのに！」

「下らん！　大局を見失うとは、失望したぞ！」

「どっちもどっちだと思うが……まあ、虎之介には心から同情する」

「……それはそれでむかつくね」

　とはいえ、楽観できる状況でもない。

「さあ、思い知るがいいッ！　撃て――ッ！」

　阿久津の号令に、無言のまま黒くろ尽ずくめ部隊が発砲する。幾重にも重なる銃声。

　くっ……！

　しかし、同時に。

「「リンドヴルム―――――っ！」」

　聞き慣れた二つの声が僕の名を叫ぶのが聞こえて、そして――、

　僕の目の前を、稲いな妻ずまのように黒い塊が通り過ぎていった。

　思わず目を閉じる。

　が、いつまで経たっても僕の身体からだを銃弾が貫通する感覚はなく、目を開けるとそこにはラプンツェルの後ろ姿があった。

　髪の毛が、八枚もの大きな盾を構えている。

　畳一畳分もありそうな、僕の鱗うろこの素材をさらに強化した、人間には重すぎて扱えないスケイル・シールド。

　それが、翼のように、花びらのように、ラプンツェルの周りで連携し蠢うごめいていた。

「間に合いました」

　ラプンツェルは少しホッとした声で呟つぶやき、阿あ久く津つをキッと睨にらみつけて、

「もう、リンドヴルムに痛い思いはさせません……！　わたくしが……わたくしたちが、守るんですッ！」

　いつになく強く、凛りんとした声で言い放った。

「リンドヴルムッ、無事かーっ！」

　上空からそう叫んだのは、メイド服にフードを被かぶっただけのリトル・レッドフード。アサルトライフルを背負っているが、むしろ突っ込むべき点は、黒光りするスノーモービルのような、タイヤのないバイクのような乗り物に跨またがっていることだ。

　本来タイヤがあるべき部分にはいくつものスラスターが連なっており、推力とともに青白い光を噴出して機体を宙に浮かせている。

　あの光は何なんだろう。っていうか、どういう理論で飛んでいるんだろう。いや、飛行理論に関しては、僕が言えた立場じゃないけど。

　異様なのは、前方に向かって突き出した大きな二本の牙きば。まっすぐでありながら象の牙にも見えるそれは、長さが二メートルもあろうかというアンバランスさだ。

　そしてボディには、見慣れた僕用の三〇ミリガトリング砲。

　空飛ぶガトリング・キャリアー。

　マークⅡになって空を飛べるまでにパワーアップですか。

　どうやら、二人はあのガトリング・キャリアー・マークⅡに乗って校庭に駆けつけ、僕の前を突っ切り、そこからラプンツェルが飛び降りて盾で銃弾を弾はじいた……ということらしかった。

「くっ！　抵抗するとはな！　お前たち、観客を巻き込んでも構わんぞ！　撃て！　撃ちまくって皆殺しに……」

　しかし、阿久津の命令が終わる前に、いくつもの銃声が響いた。次々と、黒くろ尽ずくめ部隊の手から銃が弾き飛ばされていく。

　銃声の方を見やれば、飛来した赤いワンボックスカー。三号と一〇号が窓から身を乗り出し、ライフルのスコープを覗のぞいていた。

「甘いですな、阿久津元防衛大臣！　何かが企たくらまれていると知りながら、私たちが無警戒に放置するとでも思っていたのですか」

「安心しな、ゴムスタン弾だぜ。身体からだに当たっても死にゃあしない」

　そして、最後の銃が弾き飛ばされた瞬間に、一陣の風のように阿久津や黒尽くめ部隊へと間合いを詰めていく影があった。お下げ髪をなびかせながら。

　黒いベストにパンツというバーテンダーさながらの黒衣が、流れるようにしなやかな上段回し蹴げりを放った。

　それは、まるでアクション映画のワンシーンのような、見み惚ほれるほどに華か麗れいで芸術的な回し蹴りだった。

　若き空手部のエース、一年生にしてインターハイ選手という肩書きは伊だ達てじゃない。この蹴りを目の当たりにしたら、ありすの蹴りが鋭いなんてお世辞にも言えなくなってしまった。

　クリーンヒットをもらった黒くろ尽ずくめ部隊が派手に吹っ飛ばされる。

　お下げ髪が揺れるのも収まらないうちに身構え、高たか槻つきさんは恐ろしいまでの怒気を発した。その眼光に、阿あ久く津つをはじめ大の大人おとなたちが気け圧おされている。

「私のクラスメイトに……友人に、よくも銃を向けてくれたな」

　陽ひの光に眼鏡めがねがキラリと光った。静かな口調に、怖いほどの迫力がある。

「クラスを預かる委員長として、許すわけにはいかない。お前ら全員果たし状を……いや、必要ないか。この場で全員、完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめす！」

　憤ふん怒ぬの形相を浮かべた、荒ぶる鬼神の姿がそこにあった。



    

  
    
      



    

  
    
      　そして直後、校庭の入り口の方から、

「委員長に続けーッ！」

　と、僕らのクラスの面々が突撃をかましてきた。

「助けに来たぞッ、あか……いや、リンドヴルム！」

「カレー三銃士、行くぞッ！　今度は俺おれたちがデーモンテイルを助けるんだ！　三〇倍カレーを制した力を見せてやれーっ！」

「おうよッ！　お前こそ遅れんな！」

「カレー作りとケーキ作りで団結した我がクラスの力を思い知れッ！」

　エプロンもそのままの厨ちゆう房ぼう要員はもちろん、非番だった制服姿の者までがお玉だの鍋なべだのを武器に黒くろ尽ずくめ部隊に襲いかかる。

「ウチらの料理長に何すんのよ！」

「そうよ！　打ち上げにケーキ作ってもらうつもりなんだから、怪け我がなんかさせたら承知しないんだから！」

「ちょっと、こっち来ないでよ！　ってか、どこ触ってんのよッ！」

「っつーか、復ふく讐しゆうとかキモいし！　死ね！」

　ウェイトレスをやっていた巫み女こさんだのナースだのの女の子たちも、手にしたトレイで黒尽くめ部隊の頭をガンガンとぶっ叩たたいている。

「ふはははは、捕まえたぞ！」

　カレー三銃士の一人が、黒尽くめ部隊を背後から羽は交がい締めにした。

「くっくっく、俺たちでさえ耐えきれなかったこの辛からさ、お前も味わえ」

　もう一人が口をこじ開け、

「さあ、文字どおり食らうがいい！　赤あか尾お特製の久く喜き島しまカレーをなッ！」

　最後の一人が開けさせた口に真っ赤なカレーを流し込んでる!?　なんという血も凍る光景。カレー三銃士のコンボには一切の容赦がない……！

　みんな……気持ちは嬉うれしいけど、ちょっとやりすぎだよ……。

　黒尽くめ部隊がどれほど訓練を積んでいたのかは知らないけど、何しろ数が違う。我がクラスの猛攻に、一人、また一人と呑のみ込まれていった。

　クラスメイトたちの奮闘に、周囲の観客たちもどんどん感化されて、やれ「そいつらを逃がすな！」とか「そっちに行ったぞ！」とか言いながら追い回している。

「……なんか、美お味いしいところ全部持っていかれてねえ？」

　苺いちごだらけの校庭に着地したワンボックスカーから降りて、三号が呟つぶやいた。

「まあ、結果として敵を駆逐できたのであれば問題はありませんよ。生徒さんに怪我人とかが出なければいいのですが」

　やはり車を降りた一〇号が、そう答える。

「ところで――」

　一切の無駄がない動作でマガジンを交換して、一〇号は、

「どちらに行かれるのですか、阿あ久く津つ元防衛大臣」

　ライフルをこっそり逃げ出そうとしていた阿久津に向けて、静かに言った。

「ぐっ……」

　悔しそうに、阿久津がホールドアップする。

　とりあえず、銃と徹甲弾の脅威だけは去ったか。

　そこへ、ガトリング・キャリアーを駆って降りてきたリトル・レッドフードが、

「まったく、せめてあたしたちの帰りを待てなかったのかッ！」

「……すまない。しかし、まだ終わってはいない。魚うおず……『エンプレス・ストロベリー』が、校舎裏の方へ姿を消した。この苺いちごの大繁殖も、白びやつ虎こや阿久津を利用して彼女が引き起こしたものだ」

「……そっか」

「リンドヴルム、追いましょう」

　ラプンツェルの提案に「ああ」とうなずくが、

「そうはいかないよ」

　と割り込んでくる声があった。

　白虎。

　白虎が、僕らを睨にらんでいた。

「……この作戦は、もうお前の本意ではないのだろう」

「確かにね。でも、言ったはずだよ。観衆の面前で叩たたきのめす、ってね。彼女の思惑なんか、もう知ったことじゃない。父のこともどうでもいい。……でも」

　白虎が低く、身構える。

「君は、ここで八つ裂きにする」

　舌打ち。

「二人とも、……」

　しかし、ラプンツェルとリトル・レッドフードに「下がれ」と言おうとした瞬間。

　遥か上空から、一条の閃せん光こうが白虎に向かって襲いかかった。

　白虎が跳び退すさってそれをかわす。

「リベンジに燃えているのは、貴方あなただけではなくってよ」

　人とドラゴンとのハーフ。

　僕の目には一見、彼女のシルエットはそんなふうに映った。

　メタリックに鈍にぶく輝く赤い装甲。ドラゴンを模した角つきの髪飾り、同じ金属的な素材の翼は剣の刃を連ねたような構造だ。ご丁寧に、太い尻尾しつぽまでがお尻しりから生えている。

　装甲は胸、腰、手足をタイトに包むのみ。装甲の下には水着のようなインナー、チャームポイントの太ふと股ももは惜しげもなく露出している。

　閃せん光こうに見えたのは、手の装甲から飛び出したスタンバトンのスパークか。

「このパワード装甲改、名づけて『パワード・ドラゴンスーツ』で、拐かどわかされた屈辱、晴らさせて頂きますわッ！」

「……え、あれが着ぐるみドラゴンでも使えるパワード装甲……？　って、原型留とどめてないし！　まるっきり別物じゃん！」

　リトル・レッドフードのツッコミは華か麗れいにスルーしつつ、龍りゆう造ぞう寺じさんは――いや、竜りゆう宮ぐうフォースの乙おと姫ひめは、僕を振り返った。

「申し訳ありません、インナーの着替えに手間取って遅くなってしまいましたわ。でも、ここからはわたくしの花道！　この場はお任せになって、あの忌いま々いましい猫女を追いかけて下さいませ」

「……しかし」

「ええ、わかっております……！　わたくしも、できることでしたらリンドヴルム様と駒こまを並べて戦いたいですわ。でも、わたくしにもプライドがあるのです。ここで会ったからには、この馬ば鹿かでかい虎とらを放置するわけには参りませんの」

「いや、そういうことではなくてだな」

「ふん。ゴチャゴチャうるさいな。構わないから、まとめてかかってきなよ」

　不敵に笑ってそう言った白びやつ虎こに、乙姫も薄い笑みを返した。

「言いましたわね？　では、そうさせて頂きますわッ！」

　言うや否や、何十匹という着ぐるみ怪人たちが飛来する。背中にランドセルのような装置を背負い、それの力で空を飛んでいるらしい。手に手に銃のような武器を構え、白虎に狙ねらいを定めながら旋回している。

　なんという、夢ぶちこわしな光景。布っ切れを顔に着けてはいるものの、正体はモロバレ。しかも、狐こ太た郎ろうだけで一〇匹近くいる。

「なッ……！」

「ホホホ、なんの策もなしにリベンジなどと、大口は叩たたきませんわ！」

　パワード・ドラゴンスーツの背部及び脚部に設置されたスラスターに火が入った。栗くり色いろの長い髪がつむじ風のように舞う。

　同時に、パカッと尻尾しつぽ部分の装甲が割れて、バシュバシュとボールペン大のマイクロミサイルが白虎に向けて放たれた。

「くっ」

　緩急をつけてジグザグに走る白虎と、その軌跡で爆発の光こう芒ぼうを散らせるミサイル群。

　白虎が回避に入った隙すきを見て、乙姫が地を蹴けり宙に飛び上がった。

「さあ、竜宮フォース、攻撃開始ですわッ！　白虎の弱点は、空を飛べないこと！　蜂はちの巣にしてしまいなさいッ！」

　そのまま高度一五メートル地点でホバリングして、高らかに号令を発する。

　狐こ太た郎ろうや茶ちやヶが丸まる、桃もも太た郎ろうの犬、雉きじ、猿、浦うら島しま太た郎ろうの亀かめ、金きん太た郎ろうの熊くまなど、おとぎ話のキャラクターを元にデザインされ、子どもたちの夢を一身に背負っているはずのキャラクターたちが、安全圏の空中から一斉に射撃を開始した。

　一方的だ。文字どおり、白びやつ虎こは手も足も出ない。

「うわ、ひどッ！」

「これは、ちょっと……やり方がアレすぎるんじゃないでしょうか……」

　リトル・レッドフードとラプンツェルが、苦笑とも同情ともつかない呟つぶやきを漏らした。気持ちはわかる、っていうか同感だ。

「にしても、俺おれ様さまを仮想敵にしたわりにはお粗そ末まつな弱点だな。まあ、だからこそ、今までは建物の中を戦いの場に選んでいたのだろうが」

「……きっと、白虎たちの陣営では飛行システムの小型化とか、敏びん捷しよう性せいとの両立とかができなかったんだと思います。お祖じ父い様も、リンドヴルム級の身体からだを飛行させるためには相当苦労したみたいですから」

　とはいえ、一番最初に対抗策を考えねばならない要素だと思うんだけどなあ。

　着ぐるみ怪人たちは飛べてるのに。そりゃまあ、サイズが違ったり、組織によって得意な技術と不得意な技術はあるにせよ。

「まだまだこれからですわよっ！　このパワード・ドラゴンスーツの恐ろしさ、とくとその身で味わいなさい！」

　乙おと姫ひめが背中の翼を大きく広げたと思ったら、翼を構成していた剣のようなパーツが次々と射出されていく。

　空中に放たれた幾多の剣は、まるでそれぞれが意志を持っているかのように空中を駆け、刃やいばを白虎に向けて襲いかかり始めた。

　それも含ふくめて、降り注ぐ攻撃の雨をキッチリ避けきっている白虎もたいしたものだが。

「……おいおい、あんな武器まで」

「まあ、竜りゆう宮ぐうフォースはもともと脳波コントロールとか得意だったしねえ。今までのパワード装甲も、制御とか全部脳波でやってたらしいし」

「あの、やっぱりやりすぎなのでは……」

「うーむ……。ま、いいのではないか。自業自得だ。それより、我々は『エンプレス・ストロベリー』を追わなければ」

「あ、そうでした！　リンドヴルム、背中に……」

「ああ、早く乗れ。レッドフードは……それで行くのか」

「ん、まあね。まだまだ油断はできないし」

　ラプンツェルが髪の毛を使って僕の背に飛び乗った。盾の分増えた重量がズシンとくるが、もちろん飛べないほどではない。

「さあ、行きましょう！」

　いつものように手綱代わりの髪の毛を僕の首に巻きつけて、ラプンツェルが言った。翼の運動の邪魔にならないようにという配慮だろう、背中の後ろで盾を重ね合わせている。

「おう」

　翼を羽ばたかせ始めた。

「りょーかい」

　リトル・レッドフードも、ガトリング・キャリアーを発進させる。

　僕らは苺いちご畑に変わり果ててしまった校庭から飛び立った。こうしてしまった張本人を捜すために。

　そして、こんな馬ば鹿かげたことをやめさせるために。



    

  
    
      


第六章　苺畑でつかまえて





　上空から見ると、苺の爆発的な成長力が一段とよく理解できた。さほど高く舞い上がったわけではないにせよ、見渡す限り、茎や葉の緑と実の赤に覆われてしまっている。家々も、道も、何もかもが。

「コレはまずいよ。早く何とかしないと」

　リトル・レッドフードの言葉には、まったく同感だ。

　魚うお住ずみさんが向かった方向から考えて、校舎裏の花壇前にいるのではないだろうか、と僕は当たりをつけた。

　ここで苺を育てているのですよ。

　当の本人がそう語っていたことを思い出したからだ。虎とら之の介すけを学校で見たのも、あの花壇のところだったし。

　校舎の間を縫って飛び、急降下。

　そして、思った通り、魚住さんは件くだんの花壇の前にいた。もっとも、その花壇は成長を続ける苺の波に呑のみ込まれてしまっているが。

「真ま緒おッ！　もうこんな馬鹿なこと、やめろッ！」

　ガトリング・キャリアーに跨またがったまま、地面に片足を着けて、リトル・レッドフードが叫んだ。

　しかし、魚うお住ずみさんはその問いかけを無視して、

「やっぱり来たのですね。……足止めもできないなんて、役に立たない親子なのです」

　そう言ってパーカーを脱ぎ捨てた。

「この苺いちごで何をするつもりだ」

　僕も地面に降りたって、ラプンツェルを背中に乗せたまま、問うた。

「決まっているのです。苺畑にするのですよ。日本中を！　世界中をッ！　それが、あの子の夢だったから！」

「な……ッ」

「もう、この県くらいは苺畑に呑のみ込まれているはずなのです。ふふふ、時間の問題なのですよ」

「待て待て！　それはとても子どもらしい夢だし、メルヘンチックで女の子らしいとは思うが、ホントにやってしまったら色々困るだろう！」

　しかし、魚住さんは僕の言葉を鼻で笑った。

「知ったことではないのです。邪魔をするというのなら、容赦はしません」

　次の瞬間、魚住さんがまばゆい光に包まれた。着ていた服が弾はじけ飛び、年齢相応のシルエットを、足元から伸びた苺が覆っていく。

　光が消えた後には、裸体に胸や腰などの要所要所を葉や蔦つたで隠しただけの、相当に露出度急上昇の魚住さんがいた。

　額ひたいには、ティアラを飾る宝石のように、小さな苺がいくつも揺れている。

　千ち紗さのように強烈なバストを持っているわけではないし、龍りゆう造ぞう寺じさんのようにモデル顔負けのスタイルなわけでもない。しかし、それでも、つい目を奪われてしまうような色っぽさがあった。

　だって、一糸まとわぬ肢体に葉っぱや蔦ですよ？　反則でしょう、そんなの。

「こ、こらっ、りゅ……リンドヴルムっ！　なにジロジロ見てるんだッ！」

「そうです！　リンドヴルム、見ちゃダメです！」

　見ちゃダメと言われても、敵を見ないわけにはいかないと思うんですが。

「魚住さんも、そんな格好して恥ずかしくないんですかッ！」

「……露出狂おっぱい魔神の貴女あなたには言われたくないのです」

「なっ……！　ど、ど、どっちが露出狂ですかっ！」

「……どっちもじゃん」

　確かに。

「とにかく、話を戻すのです」

　しゅる、とまとっていた苺いちごの蔦つたが掌てのひらから伸びて、鞭むちのように編み上がった。

「知っていますか？　苺はバラ科の植物なのですよ」

　言うなり、苺の鞭から無数のトゲが生えてきた。それを、ひゅん！　と振るう。

　咄とつ嗟さにラプンツェルがスケイル・シールドを一枚前に出して、その一撃を防いだ。

　鞭が盾の表面をバシッと弾はじき、トゲがガリッと音を立てる。

　バラ科のトゲつき鞭なんてベタすぎる武器だけど、アレを生身で食らったらものすごく痛そうだ。

「何をするんですか！」

「邪魔をするなら容赦はしないと言いました」

　躊ちゆう躇ちよなしに、魚うお住ずみさんは立て続けに鞭による攻撃をしかけてくる。ラプンツェルは防御に使う盾の枚数を増やして防御に徹する。

　巻き込まれてはたまらない、とリトル・レッドフードはガトリング・キャリアーを走らせて空中へ逃げ、器用に手放し運転でアサルトライフルを撃つが、

「ふん、ゴムスタン弾の銃撃なんて、避けるにも値しないのです」

　ま、改造人間には歯が立たないわな。

「ラプンツェル、飛ぶぞ！」

「あ、はい」



    

  
    
      



    

  
    
      　とにかく、一度、鞭むちの攻撃範囲から逃れる。

「甘いのですよ！」

　苺いちごの鞭はするすると長さを増して、執しつ拗ように追いかけてくる。が、距離が伸びれば鞭の振りは大きくなり、軌道は見切りやすくなる。もちろん、地上にいるより僕の機動性も高くなる。となれば、回避は難しくはない。

　とにかく、武器を奪って抵抗をやめさせよう。話はそれからだ。

　空を切った鞭に向かって炎を吐きかけ、鞭を焼き尽くした。

　しかし、魚うお住ずみさんは何事もなかったように、また苺の蔦つたを伸ばして鞭を形作った。無尽蔵か。だとしたら、武器を奪うという選択肢は消えた、か。

「どうしたものかな」

　鞭をかいくぐって本人に攻撃を加えるのは可能だろうが、相手はクラスメイトの魚住さんだ。ましてやあの苺スーツ、改造人間のスペックなど見た目では判断できないが、防御力に優れているようには見えない。

　こういうとき、やりすぎ感たっぷりの攻撃力は逆に足あし枷かせとなる。まあ、対白びやつ虎この場合などはありがたいので、一長一短ではあるのだが。

「髪の毛で捕まえましょうか」

「……それしかないか」

「作戦会議は結構ですが、丸聞こえの筒抜けですよ」

　魚住さんは飛び退すさって、上空の僕らを警戒しながら屈かがみ込んだ。

　何をする気だ？　あの位置は……確か、花壇の……。

「でも、多勢に無勢の上、空まで飛ばれたら、さすがに分が悪いですね……」

　魚住さんはそっと左手を足元に伸ばして、苺の実をもいだ。他ほかの実より明らかに立派で艶つややかな、大きな実を。

「私がここで育てていたのは、『女帝苺』のオリジナルなのです」

　立ち上がって、魚住さんは言葉を続ける。

「ふふふ、『女帝苺』は成長しながら、すべての株がこのオリジナルにつながるのです。そして、オリジナルはすべての根から養分を集中させて、極上に甘い、この『真なる女帝苺の実』をつけるのですよ」

「ま、まさか、その苺を手に入れるために真ま緒おはこんなことをやったのかッ！」

「はあ？　ありすちゃんも物わかりが悪いですね。さっき、世界中を苺畑にするためだと言ったはずなのですよ」

「じゃあ、その苺は……」

「副産物だとでも思ってもらえば間違いはないのです。これは、高純度エネルギーの結晶でもあるのですよ。甘すぎて、エネルギー量が高すぎて、普通の人間が食べるにはちょっとアレなのです。でも！」

　魚うお住ずみさんは『真なる女帝苺いちごの実』を高々と掲げ、

「苺の改造人間である私が食べれば――」

　実を、自分の口に放ほうり込んだ。

　咀そ嚼しやく、嚥えん下か、そして。

「――こうなるのですよッ！」

　魚住さんの身体からだを覆っていた苺の葉や蔦つたが、急速に繁殖、膨張を始めた。それは魚住さんの身体さえも取り込んで、まっすぐに天に向かって伸びていく。

「……正気か」

　思わず、呟つぶやいてしまった。

　それは、校舎の高さも超えるほどの、全長二五メートルはあろうかという苺の化け物へと変へん貌ぼうを遂げた。

　幾重にも絡まった蔦は根に直結し、そのすぐ上には直径数メートルはあろうかという巨大な苺の実。幾重にも伸びた蔦は手のように自在に動くらしい。蔦といっても、そこらの木の幹よりもぶっといのだが。

　そして、伸びた蔦の頭頂部には真っ白い蕾つぼみ。

　その蕾がゆっくりと開き始め、……開ききると花びらの中央には、先ほどまでと同じ衣装の魚住さんの上半身、というか腰から上が生えていた。この魚住さんは今まで通りのサイズだけど……まあ、そんなことは気休めにもならない。

「な……」

　ラプンツェルもリトル・レッドフードも、ぽかんと口を開けて絶句していた。いやまあ、僕も似たようなものだったけど。

　そして、白い花びらに包まれた魚住さんが目を見開き、僕らを睥へい睨げいする。

「これが私の本気モード！　さあ、続きを始めるのですよ！　あはははは、小ちっちゃいですね！　リンドヴルムがカトンボのようなのです！」

　ぶん、と魚住さんは……いや、巨大苺の化け物は、腕に相当する蔦を振るった。慌てて、高度を取ってその攻撃をかわす。大振りだったので避けることは難しくなかったが、勢い余って校舎にぶつかった蔦はその壁を容易たやすく砕いた。

　まるでオモチャのように、校舎のコンクリートは剥はがれ落ち、鉄骨がひしゃげている。

　冗談じゃない……！　万が一アレに当たったら、本当に虫けらのようにぺっちゃんこだ。

「校舎が……！」

　砕けた壁を見て、ラプンツェルが唇を噛かんだ。

「も……もうこれ、手加減の話とかしてる場合じゃないですよ、リンドヴルム！　まだ、校舎の中には人だっているかもしれないのに！」

「確かにな……！」

　校舎や一般人を守りながら、こんな巨大な敵と戦うなんて、可能なのだろうか。

　……いや、やらなければ。魚うお住ずみさんを――雪ゆき華かちゃんの『お姉ちゃん』を、人殺しにしないためにも！

「とにかく、校舎から離れなければ……ッ！」

「自分の心配より他人の心配とは、お優しいことですね！」

　当然、こちらの会話が筒抜けなのだから、校舎に被害を出さないように、という動きそのものが読まれてしまう。

　こちらが移動しようとする先々に、蔦つたの攻撃が飛んでくる。一撃目をかわし、二撃目を避けるところまでは何とかなったものの、三撃目は掠かすめそうになった。

　四撃目は避けられない。

　しなる蔦の打撃を、しかしラプンツェルが二枚の盾を交差させてブロックしてくれた。

「くううっ……」

　その衝撃に、ラプンツェルの口から苦しげな吐息が漏れる。

　そして、その衝撃は、僕の空中でのバランスを簡単に叩たたき壊した。足が地面に着いていなくては踏ん張りも利かない。僕はラプンツェルごと、その威力にかなりの距離を吹き飛ばされた。

　反重力システムを全開にして、さらに全力で羽ばたいて、制動をかける。

　すさまじい攻撃だ。あの大きさは伊だ達てじゃない。ラプンツェルにガードしてもらってもなお、僕もラプンツェルも消耗を強いられる……！

「リンドヴルムッ、今からガトリング砲を射出する！　受け取れッ！」

　戦況が芳かんばしくないと見て、リトル・レッドフードが叫んだ。

「な、しかし……」

　僕らは全員、空中にいる。

　今ここでガトリング・キャリアーが分解してしまっては、とても困ることになるのではないだろうか……。

　しかし、僕の心配などお構いなしに、リトル・レッドフードはコンソールのボタンに拳を叩きつけた。

　ガトリング砲から余分なパーツが外れ、リトル・レッドフードもそれらのパーツと一緒に空中に放ほうり出される。

「な……レッドフードッ！」

　こちらに飛んできたガトリング砲をキャッチしつつ、叫んでいた。叫ばずにいられるもんか。

「リンドヴルム、大丈夫です！　今まで特訓をしていたのは、リンドヴルムだけじゃありませんから！」

　背中から、ラプンツェルが言った。

「それは、どういう……」

　しかし、僕が言い終わるより早く、

「モードチェンジ！　フライング・レッドフードッ！」

　リトル・レッドフードが声を張り上げていた。

　その声に反応して、バラバラになったガトリング・キャリアーのパーツたちが集合し、合体し、リトル・レッドフードの背中に装着される。正確には、背中から肩にかけて、と言うべきだろうか。ベルトとも装甲ともつかないパーツによって、ガッチリとリトル・レッドフードの身体からだに固定されている。

　竜りゆう宮ぐうフォースの着ぐるみ怪人たちが背負っていた飛行ユニットにも似ているが、バランスがおかしかった。リトル・レッドフードの身体に対して、ユニットが大きすぎる。身体とほぼ同等、ややもすれば身体より大きい。地上に降りたらまともに立てないのではないだろうか。

　そして、背中から真上に向かって伸びる、二本の牙きば。

「……な、なんだあれは」

「見ての通り、ガトリング・キャリアーのもう一つの姿です。ヤ……乙おと姫ひめさんのパワード装甲の設計図を解析して、脳波コントロールのノウハウを最大限使ったそうです」

　……左さ様ようですか。なるほど、それで『テストパイロット』とか言ってたのか。まあ、アレを使うのがパイロットなのかどうかはともかく。

　特訓をしていたのは、僕だけではない――か。

　そういえば、ラプンツェルの盾の使い方も、急きゆう遽きよ持ってきたという感じではなかった。僕の翼の動きを邪魔しないように、僕の視界を塞ふさがないように、実に巧みに操っている。

　それが、僕の背中で使うことを前提に習得した技術であることは疑いようがなかった。

　二人とも、そんな素振りは全然見せなかったのに。ただ、新装備のテストをしている、くらいにしか。

　まったく。確かに、これじゃあ鈍感と言われても仕方ない。

　ごうっ、と音を立てて、リトル・レッドフードの背中のユニットのスラスターが青白い光を噴射した。急上昇をかけて、リトル・レッドフードが僕の側そばまで飛んでくる。

　推進力がもたらす風に翻ひるがえる、赤いフードとフリル付きのエプロンドレス。

　ときどき水玉のパンツが見えそうになったり見えたりするのはご愛あい敬きよう。小柄な空飛ぶメイドさんは、きりりと口元を引き締め雄々しくさえあった。

「さあ、反撃開始だッ！」

　リトル・レッドフードは、手にしていたアサルトライフルを投げ捨てた。背中の牙が二本とも勝手に動き出し、リトル・レッドフードの脇わきの下を通って左右の手に収まる。

　牙きばが、長い馬上槍ランスに変わった。柄の長い、まさしく中世騎士が持つそれだ。その先端が、真っ赤に発熱している。……なんて威圧的な、物騒な武器だろう。

「行くぞッ！」

　リトル・レッドフードは二本のランスを構え、巨大苺いちごに向かって突進を開始した。

「花の中の彼女は狙ねらうなよッ！　植物部分を狙って消耗させるんだっ！」

　追いかけるように飛びながら、怒鳴る。

「わかってるッ」

「この期に及んで、まだ手加減ですか！　馬ば鹿かにしないでほしいのです！」

　蔦つたが、また薙なぎ払うように飛んでくる。

　大きく高度を上げて回避した僕と違って、リトル・レッドフードはその一撃を紙一重でかわした。その軌跡には、いくつもの残像が見えた気さえした。

　そして、蔦をかいくぐりながらさらに加速し、

「うらぁ―――――っ！」

　と雄叫おたけびを上げながら、二本のランスを中央の幹に深々と突き立てた。ランスが刺さった部分から、ぶすぶすという音と煙が上がる。

　なんて動きだ。

　飛行ユニットを得たリトル・レッドフードの機動性に舌を巻く。加速、制動、小回り、そのすべてが高水準で釣り合っている。しかも、リトル・レッドフードの思いきりのよさが、その動きのキレを一段上に押し上げている。

　速い。

　そのスピードは、間違いなく白びやつ虎この動きを想定したものだろう。

　本気だ。

　ラプンツェルの盾による防御術も、リトル・レッドフードの飛行ユニット操縦術も。

　二人とも、本気で僕を守るために……！

「おおおおおおおお――ッ！」

　リトル・レッドフードが雄叫びを上げる。それに反応して、背中のスラスターが出力を上げた。みしみしと音を立てて、二本のランスがさらに深くめり込んでいく。

「ふん、その程度、痛くも痒かゆくもないのですよ！」

　巨大な実から、リトル・レッドフードに向かって無数の粒々が撃ち出された。いや、正確には赤い部分は花か托たくで、粒々の方が実なのだが。

「ラプンツェルっ」

「はいっ」

　僕は翼をはためかせ、リトル・レッドフードを庇かばう位置に滑り込んだ。ラプンツェルは盾をすべて前へと出し、実による攻撃をブロックする。

　盾にぶつかった実が、爆発を起こした。

「きゃあッ！」

　衝撃に驚いて、ラプンツェルが首を竦すくめる。

　実は立て続けに盾にぶつかって炸さく裂れつし、轟ごう音おんと衝撃をまき散らした。

　横目でリトル・レッドフードがランスを引き抜いて離脱したのを確認しつつ、僕も実の火線から身を翻ひるがえした。

「この化け物めっ」

　そして、盾の隙すき間まからガトリング砲の砲身を突き出し、巨大な花か托たくめがけてフルオートを叩たたき込んだ。

　轟音とともに七連の砲身が回転し、大量の弾をバラ撒まいていく。その反動が前肢に伝わるが、ラプンツェルやリトル・レッドフードが使ったときのように暴れることはない。暴れさせないよう、膂りよ力りよくで抑え込む。

　花托が、赤いその破片を飛び散らせた。

　しかし、ごく一部をほんの少し削ったのみ。とてもダメージと言えるほどの効果は上がっていなかった。

「くそっ、これでは埒らちが明かない！」

「どこか、弱点はないんでしょうか……」

「そりゃ、あそこじゃないの」

　リトル・レッドフードがランスで指し示したのは、花の中央の魚うお住ずみさん自身。半身だけとはいえ、人間としてのパーツが剥むき出しになっている。

「確かにそうかもしれないが、当人への攻撃はさすがにまずいだろう」

　特にガトリング砲とか。普通の人間なら、即ミンチだ。

「でも、あれだけ大きいと……他ほかの部分には、わたくしたちの攻撃なんて……」

　確かに、僕らの攻撃など、蚊かが刺す程度にしか効いていない。

「やはり四号の言ったように、ゴジラ並みに改造してもらうべきだったか」

「……あ！」

　何か閃ひらめいたように、リトル・レッドフードが短く叫んだ。

「こんなに大きかったら、代謝だけじゃエネルギーが足りなくなるってドクターが言ってた！　ってことは……根だ！　成長し続けてる足元の苺いちごがオリジナルとつながったみたいに、今度は真ま緒お自身とつながって必要なエネルギーを供給してるんだ！」

「……なるほど！　エネルギーの供給を絶てば……」

「変身が解けるんですね！」

「あくまで可能性だけどね！」

　しかし、闇やみ雲くもに攻撃するよりは、試してみる価値がある。

「やってみるさ！」

　ガトリング砲を構え直して、急降下を開始する。

「よし！　あたしは、上から真ま緒おを引きつけるッ！」

「気をつけて下さい！　レッドフードさん、無理は禁物ですよ！」

「甘く見んなッ」

　リトル・レッドフードは、迷わず巨大苺いちごの花を目指して飛んで行く。

　我々の話など、全部魚うお住ずみさんに聞こえている。だから、リトル・レッドフードの攻撃が陽動であることは理解しているはずだ。

　しかし、巨大苺が嫌がって蔦つたを振るうのは、主にリトル・レッドフードに対してだった。おそらくは、顔に近づくものに対して人間が反射的に反応して手で庇かばってしまうようなことなのだろう。

　リトル・レッドフードは無む闇やみに攻撃をしかけることはせず、攻撃をしようとする素振りを交えながら、蔦の攻撃をかいくぐって回避に徹している。

　僕はその機を逃すまいと高度を落とし、巨大苺の地面につながる太い根に目標を定め、ガトリング砲のトリガーを引いた。

　狙ねらいを違わず、弾丸の雨は根を削った。しかし、一度の掃射で根を完全に破壊するには至らない。

「くっ……！　小賢こざかしいのですよ！」

　巨大苺の攻撃がこちらに向く。ちっ、と舌打ちをして射撃を中止し、飛行速度を上げて回避行動に移る。避け損なった苺の実爆弾は、ラプンツェルがキッチリ防いでくれた。

　そして、魚住さんの意識がこちらに向いた頃ころ合あいを見て、リトル・レッドフードが今まで以上に花に肉薄する。

「もう邪魔はやめるのです！　私は、許すわけにはいかないのですよッ！　あの子は、一緒に食べたあの苺をあんなに楽しみにしていたのに！　それを、それを……っ！」

「……その気持ちはわかるが！」

　僕だって、思い出の苺を食べさせてあげたかった。

「みんなの役に立つ道路ならまだしも、誰だれも使っていないような、やくたいもない道路なんかのために……！」

　それも、僕だって感じたことだ。

「あの子は、ずっと頑張っていたのですよ！　遊ぶどころか学校にも行けず、苦しい治療や検査ばかりが繰り返される日々に耐えて、ずっとずっと、一人きりで頑張っていたのです！　あの約束だけを楽しみに！　なのに……なのに……！」

「だからって、何をやってもいいなんてことがあるかっ！」

　激化した蔦つたの攻撃を、アクロバティックな飛行で回避しながらリトル・レッドフードが叫んだ。

「黙るのですよッ！　気丈に、病気と闘う女の子の夢をっ！　無神経に踏みにじるような輩やからは！　苺いちご畑に溺おぼれて、自らの行いを悔いるといいのですッ！」

「そんなこと……、間違っている！」

　回避をしつつ言いながら、虚むなしい言葉だと思った。どこかで、彼女の言いたいことに賛同したい部分がある。

　僕も、雪ゆき華かちゃんだけが我慢しなければならないような現状に、納得などしていない。

　やりすぎだ、とは思う。

　でも、虎とら之の介すけの野望などよりは遥はるかに、魚うお住ずみさんの理屈には共感できる。

「所しよ詮せん、あなたたちには他人事なのですよッ！」

「もうやめて下さい！　こんなことやったって、あの子が喜ぶはずがないって、どうしてわからないんですかッ！」

　そうだ。そのラプンツェルの言葉こそが、僕が魚住さんに対して否定的になれる最後の砦とりでなのかもしれない。

「そういう綺き麗れい事ばっかり吐くのがむかつくのですよ！　善人ぶった理想論ばかりで、虫酸むしずが走る……！　何不自由なく甘ったるい幸せにどっぷり浸つかって育ったお嬢サマには、わからないのです！」

　――――なんだと？

　戦いながらも、むしろ魚住さんに……雪華ちゃんに寄りつつあった気持ちが、カチリと切り替わった。

　違う。それは、違うだろう。

「聞き捨てならんな」

　静かに、しかし強く、僕は言った。

「ラプンツェルはこの春に両親を亡くしているのだぞ。何不自由なく幸せに育った？　それは見当違いだ。レッドフードだってそうだ。両親がいない境遇でも、愚痴も弱音も吐かずに頑張ってきた。知らないとは言わせないぞッ！」

「……う」

「雪華ちゃんだってそうだろう！　彼女は料理人になりたいと言って、まっすぐに未来を見ていたじゃないか！」

　僕は、雪華ちゃんがどんな状態なのかを知らない。

　もしかしたら、不治の病なのかもしれない。

　もしかしたら、もう余命まで宣告されているのかもしれない。

　でも、だったらどうだというのだろう。

　世界中を苺いちご畑に？　そんなメルヘンチックな、絵空事な夢ではない。

　彼女は、美お味いしい料理を作る料理人になってみんなに美味しいものを食べさせたいという、努力目標としての夢をもう持っているのだから。

「それを、お前が外野から勝手に絶望して自や棄けになって、水を差しているんだとわからないのかッ！」

　ぎくり、と一瞬、花の中の魚うお住ずみさんがたじろいだ。

　顔が不安そうに歪ゆがむ。彼女の中の何かが揺らぎ始めたのが見て取れた。

「……でも、でも……こんな、一番頑張っているあの子が我慢ばかりしなければならないような世界は、変えなければならないのです！」

　その言葉は、僕には悲鳴のように聞こえた。

　病弱な従姉妹いとこの……雪ゆき華かちゃんのために、世界中を苺畑にするために旧デーモンテイルに加わり、旧デーモンテイル解体後は『女帝苺』完成のために虎とら之の介すけの配下として正体を隠して立ち回り、しかしそれでも、雪華ちゃんが楽しみにしていた文化祭での作戦行動に難色を示していた魚住さん。

　あるいは、この『女帝苺』は、一度は使うまいと思ったのかもしれない。そんなことをしなくても、雪華ちゃんのためにしてあげられることがある、と気づいたのかもしれない。

　魚住さんを駆り立てたのは、あの日知った苺畑の喪失。

　そこで味わった無力感。

　そして、それを知ってなお、自分が治らないから悪いのだ、ごめんなさいと雪華ちゃんに言わしめたすべてのモノ。

　その言葉を聞いた瞬間の、ぶつけどころのない憤いきどおり。

「馬ばッ鹿かじゃないの」

　花から生えた魚住さんの周囲を旋回しながら、リトル・レッドフードは言った。しかしそれは非難という感じではなく、むしろ諭さとすような口調だった。

　そして、ニッと笑う。

「でも、あたしもそう思う。ってか、変えるよ。――ね、ボス」

「ええ」

　ラプンツェルも、深くうなずいた。

「もちろん、変えますよ。そのためのデーモンテイルですから！」

　そう。

　その通りだ。それが、きっと僕らにならできる。

「え？」

　魚住さんは、何を言っているのかわからない、という顔をした。

「忘れたのか。我々デーモンテイルは世界征服を目もく論ろむ悪の秘密結社だ。世界征服を成し遂げた暁あかつきには、ぐうの音も出ないくらい変えてみせるさ！」

「……ッ！」

　巨大苺いちごの根に向かって今まで以上の接近を試みる。

　今なら……魚うお住ずみさんが戦う意義を一瞬でも揺らがせた今なら、可能なはず……ッ！

「ラプンツェルッ！　無茶を承知で頼む！　一〇秒……いや、五秒でいい！　その盾で耐えきってくれッ！」

「はい！　死んでも守りきりますッ！　リンドヴルムは安心して攻撃に専念して下さい！」

「……死なれても困るがな」

「くっ、しまった……!?」

　僕らに懐ふところ深く潜り込まれたことに気づいて、魚住さんは苺の実爆弾を大量に放出した。超至近距離からの爆撃に、ラプンツェルはすべての盾を駆使して受けていく。

「決めたんです……！　わたくしが守るって！　もう、リンドヴルムを――竜りゆう太たさんを、傷つけさせたりしないってッッッ！」

　……。

　爆発音にも負けない大音声に感動を覚えそうだ。

「真ま緒おッ！　アンタの相手は、あたしだぞッ！」

　さらに出力を上げたのだろう、いっそう熱による赤さを増したランスで周囲の蔦つたを焼き払いつつ、リトル・レッドフードが、

「うらあああああああ―――――ッ！」

　と雄叫おたけびを上げながら大輪の花に向かって突撃を再開した。

「こ……こんな無謀な特攻……！」

「無謀なもんかッ！　リンドヴルムが――竜太が、次で決めてくれるからなッ！」

　ああ。もちろん、決めるとも！

　巨大苺の攻撃が、その突撃のおかげで和やわらいだ。

　ラプンツェルの盾に炸さく裂れつした苺の実爆弾の爆煙を突っ切って、僕はようやく巨大苺の根に到達した。

　根にガトリング砲の銃口を押しつける。

「砕け散れッ！」

　足を……いや、翼を止めて、と言うべきだろうか。回避も何もかもを捨てて、防御のすべてをラプンツェルにゆだねて、僕はトリガーを引いた。

　ありったけの弾を、ゼロ距離で巨大な根に叩たたき込む。

　根は、フルオートで発射される弾丸に確実に砕け、削れていっている。しかし、体長二五メートルの巨大さはさすがに伊だ達てではない。

「り、リンドヴルムッ！　ま、まだですか……っ!?」

　背中では、ラプンツェルの盾の上で何度も爆発が巻き起こっている。迫ってくる蔦つたには伸ばした髪の毛を絡め、真っ向から力比べを挑む格好だ。

　リトル・レッドフードだって、そういつまでも保もたないはず。

「もう少し……！　二人とも、もう少しだけ、頑張ってくれッ！」

　早く……！　早く、砕けろ……！

　しかし、やがてガトリング砲は虚むなしく空転をするのみになった。

　弾丸が、尽きた……！

　軽い絶望。あと少しだというのに……。

　―――――いや。

　ラプンツェルの盾に、亀き裂れつが入った。それでも、いつ砕けるかもしれない盾で、ラプンツェルは果敢に攻撃を受け続ける。その流れるような動きに、迷いはない。

　リトル・レッドフードは避けきれない攻撃を左のランスで受け止めた。その攻撃の威力に左のランスが弾はじき飛ばされた。赤熱していたランスは、壁を融解させつつ校舎に突き刺さる。が、リトル・レッドフードは衝撃でバランスを崩しながらも、空いた左手を右のランスに添えた。また真っ向から突っ込む気でいる。その目に、絶望の色はない。

　――諦あきらめるわけにはいかない。僕を信じてくれている、二人のためにも！

「ラプンツェル、一いつ旦たん離脱するぞ！」

「え、あ、はい」

　三分の二ほど削り取った根から離れ、校舎の方に飛んだ。そしてガトリング砲を投げ捨て、リトル・レッドフードの手から飛ばされたランスを校舎の壁から引き抜いた。

　二メートルもあるランスは、リンドヴルム状態の僕が持ってもサイズ的に違和感はない。幸い、柄も長めに作られているので、やや細いとは思うが持つのに不便ということもない。

「こいつで特攻をかける。ラプンツェルは、危ないからこのまま校舎に――」

「危ないから降りろ、なんて言ったら怒りますよ」

　頬ほおを膨らませたラプンツェルに機先を制されてしまった。

　……確かに、失言だったかもしれない。僕が言いかけた言葉は、僕を守ると言ってくれた彼女の決意に対して、あまりに礼を失している。

「そうだな。……防御力よりスピードがほしい。盾を全部捨てて、身を低くしているんだ」

「はいッ！」

　僕の指示に従って、八枚の盾が全部、ラプンツェルの髪の毛から離れ落ちていく。

「さあ、行くぞッ！　しっかり掴つかまっていろ！」

「ええ！　竜りゆう太たさん、これで、決めましょう！」

「ああ、もちろんだ」

　飛び立ち、一度大きく上昇して、落下の勢いも利用して速度を上げていく。

　急降下だ。さながら、獲物を狙ねらう鷹たかのように。

　僕らの動きを見て、リトル・レッドフードも牽けん制せいのために、執しつ拗ように『本体』を狙う攻撃を続けてくれている。そのさなかにも僕を振り返って、

「竜りゆう太たぁ、行っけぇ―――――っっっっっっ！」

　その声に背を押されるように、蔦つたや実の攻撃をかいくぐりながら突っ込んでいく。速度は一切落とさずに。

　翼を、無重力飛行システムを、フルで稼働させて――すべての勢いを、穂先に乗せて。

「食らえぇぇぇ――――――――――ッ！」

　穂先が根に触れた瞬間、衝撃が全身の骨を軋きしませた。

　ぶちぶちぶち、と――、根に、ランスによって穴が穿うがたれた。そのままランスを根本まで押し込み、さらには勢いのままに僕自身の身体からだでぶつかっていく。

　全速力のエネルギーは、ぶつかったくらいでは止まらない。止める気もない！　むしろ、今なお加速させようと、飛行システム全般が絶賛フル稼働中だ。

　やがて、僕の身体そのものが、巨大苺いちごの根を突き破った。

　僕の身体でこじ開けられたランスによる傷は、切断とまではいかない。しかし、莫ばく大だいなエネルギーの供給を断つには充分なようだった。

「あああああああああああああああああ―――――ッ！」

　魚うお住ずみさんの口から、絶叫がほとばしった。

　巨大苺の葉が、蔦が、花が急速に枯れていく。直径数メートルの花か托たくはぶつりと地に落ち、ひしゃげて潰つぶれた。

　いや、巨大苺だけでなく、見渡す限り大地に勢力を広げていた苺の緑までが、巨大苺に近いところから恐ろしい速さで枯れた茶色に変化していく。

「っしゃあ！　あたしたちの勝ちだッ！」

　劇的な変化を目にして、リトル・レッドフードが叫んだ。

「やりましたねっ、りゅ……リンドヴルム！」

「ああ」

　と、枯れて砕けた花から解放されて、魚住さんの身体が落下を始めた。悲鳴を上げるどころか、身じろぎさえしない。どうやら、意識を失っているらしかった。

　その身体を、ラプンツェルが髪の毛で優しくキャッチする。

「リンドヴルム、見ちゃダメです」

　チラリと振り返ると、相変わらず露出度が高く素敵なお姿な『エンプレス・ストロベリー』の肢体を髪の毛で僕の目から隠しつつ、ラプンツェルが唇を尖とがらせていた。

「見てなどいないだろう」

　やれやれ、最後の最後でそれですか。まったく。



    

  
    
      


エピローグ





　投げ捨てたり落としたりした武器を回収して、リトル・レッドフードと並んで空を進み、校庭へと戻る。

　校庭では、竜りゆう宮ぐうフォースと白びやつ虎こはまだ追いかけっこを継続していた。白虎にはダメージが見受けられない。仮に『光学迷彩』で姿を消している時間があったとしても、その回避能力には敬服するほかない。

　さすがに生徒をはじめ、野次馬たちの姿はなかった。おそらく、レッドキャップ隊が避難を誘導したのだろう。

　そのレッドキャップ隊はというと、ぐるぐる巻きにふん縛られた阿あ久く津つをワンボックスカーからぶら下げて、白虎と竜宮フォースの戦いを見物していた。

「リンドヴルム様！　さすがですわ、ここからでも勇ましいお姿は見えましてよ」

　すいっと僕らの側そばへ飛んできて、乙おと姫ひめは言った。

　あの白虎とやり合っていてこの余裕。飛べるって素晴らしい。

「……勝負あった、か」

　小さく漏らした白虎の呟つぶやきを聞きつけて、乙姫は嫌味たっぷりに、

「あら、意外に素直に負けを認めるんですのね」

　……こういう物言いをさせると、この人はものすごく様になる。

　一方、白虎は面白くなさそうに舌打ちをした。

「ふん、負けたのは彼女であって、ボクじゃない」

「負け惜しみとは、男らしくありませんわよ」

「本当のことじゃないか。むしろ、それだけの人数で安全圏から攻撃をしていて、一発も当てられていないという事実を恥じた方がいいんじゃないのかい？」

「何ですって？　い、言わせておけば……」

　しかし、白虎は憤いきどおる乙姫は無視して、

「まあいいや。興が冷めた。ボクは帰るよ」

「……ずいぶんと諦あきらめがいいな」

「ま、空を飛ばれると分が悪いのは事実だしね。場所が悪い。それに、どうせ世界征服を目指していれば、君とはどこかで戦うことになる。焦る必要はないさ。そのときまでに、首を洗っておくといいよ」

　と、白虎が身を翻ひるがえしかけたところで、

「ま、待て、虎とら之の介すけ！　ま、まさか私を見捨てるのではなかろうな!?」

　と、ワンボックスカーから吊つるされた阿久津がジタバタともがきながら、情けない声を出した。

「……見捨てる？　見捨てるという言葉は、元々仲間だったりした相手に使うものだと思っていたんだけど、違ったのかな、馬ば鹿か親父」

「な……」

　阿あ久く津つが絶句する。別に、自業自得だと思うので同情もする気にはなれない。むしろ、さっきも言ったけど、虎とら之の介すけに同情する。

「……どうせ君たちのことだから殺しはしないんだろうね。残念極まりない。目障りだから牢ろう屋やの中にでも戻しておいてよ」

「言われるまでもない」

「面倒をかけるね。ま、責任はその苺いちご姫ひめにでも取ってもらうといいさ。その裏切り者は、キッパリと見捨てさせてもらう」

　そして、白びやつ虎こは枯れた苺に覆われた地面を蹴けり、いつもながら感心する素早さで駆け去っていった。

「さて、では我々も帰るとするか」

「……………………でも、あの、リンドヴルム」

　もごもごと、ラプンツェルが困ったような顔で、校庭の入り口を指さした。

「一件落着、とは……いかないかもしれません」

　その指の先には、『暴君』がクラスの一同を率いて、腕を組んで不敵に笑っていた。

「あちゃあ。一番の強敵が残ってたか……」

　リトル・レッドフードが苦笑する。

「ああ。この勝負には……さすがに、勝てる気がしないな」

　僕も、諦あきらめにも似た苦笑を漏らす以外なかった。



　　　＊



「う…………ん」

　可愛かわいらしい吐息とともに、魚うお住ずみさんはデーモンテイルの地下基地で目を覚ました。学校での派手な戦いから二時間後のことだった。

　ベッドで上体を起こし、寝ぼけ眼を腕でこすっている。

「やあ、お目覚めだね。気分はどう？」

　僕が問いかけると、魚住さんはビクッと身を強こわばらせて身構えようとした。けれど、すぐに戦いの結末を思い出したのか、

「……私は、負けたのですね」

　そう、小さく呟つぶやいた。

「そういうことになるね」

「ここは……、まさか、デーモンテイルの基地ですか……？」

「うん。懐かしいんじゃない？　旧デーモンテイルの頃ころには、ここで組織に参加してたんでしょ？」

「……まさか、またここに来ることになるとは思わなかったのですよ。ふふ、いまや囚とらわれの身、捕ほ虜りよというワケなのですね」

「それは違うぞ」

　僕の後ろから、そう言いつつ割り込んできた人がいた。

「……委員長さん!?　ど、どうしてここに……」

「お前の目は節穴か。私の後ろをよく見てみろ」

　そこに居並ぶのは、教室で毎日顔を合わせているクラスメイトたち。みんなカレー屋さんをやっていた格好のままなので、基地内はいつにもまして華やかだ。男子は制服だけど、女子は巫み女こやらメイドやらばっかりだから。

　あ、もちろんレッドキャップ隊の面々もいるけど。

「え？　え？」

　理解できない、という顔で、魚うお住ずみさんは困惑するばかりだった。

「赤あか尾おや千ち紗さに掛け合ったのさ。クラス全員をデーモンテイルのメンバーに加えろ、とな。まったく、ずるいと思わないか？　こんな面白そうなことを独占していたなんて！」

　う、横目に睨にらむ高たか槻つきさんの視線が痛い。

　さらに、正気か、という目で魚住さんに見られてしまった。

「ま、バレちゃったからね。しょーがないというか、どーしようもないというか」

　苦笑して、肩を竦すくめてみせる。

「だから、魚住。お前は捕虜なんかじゃないのさ」

「……え？」

「そもそも、誰だれに対しての捕虜、って話もあるしね。ああも盛大に裏切ったんだから、虎とら之の介すけだってもう仲間とは思ってないでしょ」

　見捨てるって言ってたし。

　魚住さんはまだ話を理解できず、訝いぶかしげな顔をしていた。

「察しの悪いヤツだな。いいか、クラスの全員を仲間にしろと私は掛け合ったんだ。お前だってクラスの一員だろうが！」

「……はあっ!?」

　信じられない、という顔で魚住さんは僕を見た。高槻さんの言葉は本当か、と言いたげな目だったので、僕はうなずいてみせた。

「ばっ……馬ば鹿かじゃないのですか!?　私は敵として、赤尾君たちを騙だましたり、殺す気で大暴れしたのですよ!?」

「だって、全部雪ゆき華かちゃんのためでしょ？」

「だからって……私を、許せるっていうんですか!?　ありえないのです！　脳にウジでも湧わいてるんじゃないですかっ!?」

「失礼な物言いはわたくしが許しませんわよ、猫女」

　龍りゆう造ぞう寺じさんがベッドに歩み寄り、ぴしゃりと言った。

　ちなみに、龍造寺さんだけは、カレー屋さんでの着ぐるみドラゴンではなく、パワード・ドラゴンスーツの下に着用していたレオタードのようなインナー姿だ。

　一応、上に制服のブラウスを羽織ってはいるけれど、抜群のボディラインがハッキリわかる素晴らしい格好。しかも、ハイレグ的なかなりの角度の切れ込みや、そこから伸びる生足が眩まぶしすぎです。

「まあ、あのおっとり娘の脳は虫が湧いているかもしれませんわね。でも、竜りゆう太た様はその寛大な御心ゆえに、愚かで卑ひ怯きようでずる賢い猫女さえも許す、と仰おつしやっているのですわ。ああ、何という慈悲深さ！　それに比べて、猫女の卑小さときたら……。少しは自らの愚かしさと浅せん慮りよを悔いて、竜太様に感謝し倒すのが筋なのではなくて？」

　……よくもまあ、そんな言葉が淀よどみなくスラスラ出てくるものだ。呆あきれるより感心してしまう。いや、言ってる内容には全然感心できないけど。

「ですわよね？　竜太様」

　そう言いつ、龍造寺さんが僕にしなだれかかろうとしてくる。

　それを、メイド姿のままのありすが、電光石火の早業で引っぺがした。

「まあ、自由に変身したりはできないように制限をかけたけどね。ドクターが」

　と魚うお住ずみさんに説明しながら。

「あ……ありすちゃんまで……」

「あ、そうそう。千ち紗さポンがね、世界を征服したら、トウガラシ畑の半分くらいは苺いちご畑にしてもいいってさ。まったく、どんだけトウガラシを生産するつもりなんだろ」

「あはは、まあ、らしくていいんじゃない？」

　僕らにまで消費を強要しなければ、だけど。

　と、そこへ千紗も大広間に入ってきた。やっぱり、カレー屋さんで着ていたチャイナドレス姿で。

「あ、魚住さん、目が覚めたんですね。ちょうどよかった、いいニュースですよ！　たった今、苺農家の河かわ原はらさんと連絡が取れたんです！　苺畑を探しに行ったときの小お母ばさんが片っ端から知り合いを当たって、訊ききまくってくれたんだそうですよ」

「……え」

　弾はじかれたように、魚住さんが千紗を見つめた。信じられない、と顔に書いてある。

「それで、河かわ原はらさんにわたくしたちのことを伝えて下さったんだそうです。先ほど、学校に連絡があったって小こ桃もも先生が教えてくれました。

　えーと、それでですね、河原さんは、田舎の九州で苺いちご農家を始める準備をしているそうなんです。資金集めとか、色々大変でご苦労なさってるみたいですけど……、収穫まで漕こぎ着けたら、いの一番でお二人に苺を送るから、だそうです。よかったですね」

　にっこりと、千ち紗さは魚うお住ずみさんに微笑ほほえみかけた。

「ふうむ、しかしそれでは、延期になったとはいえ文化祭には間に合いそうにないな」

　と高たか槻つきさん。

　巨大苺が大暴れしたり白びやつ虎こと竜りゆう宮ぐうフォースがドンパチしたり阿あ久く津つが物騒な銃器を持った部隊を引き連れてやってきたり、それはもう大変な大騒ぎがあったせいで、文化祭の二日目は延期されたのだ。

　校舎にも被害があったので、その補修などの都合もあるのだろう。

　それでも中止にならず延期になったのは、一日目を満喫した近隣の人たちや父兄から「中止にはしないでほしい」という要望が殺到したからなのだという。しかも、その大半は僕らのカレーを食べに来た人たちだったのだそうだ。

　……まさか、カレー目当てなのだろうか。いつになるかはともかく、二日目のカレー屋は今日以上に忙しくなるのだろうか。

　作った人間としては嬉うれしいけど、忙しすぎるのもなあ……。

「まあ、いいんじゃないの？　雪ゆき華かちゃんが二日目にも来るってわけじゃないんだし。その苺が届いたら、また改めてケーキを作れば」

「……何で、そんなに………………」

「知らなかったのか？　こいつらはな、どいつもこいつも人が好いのさ」

「それも、度し難いほどに――ですわね、委員長？」

「ああ、まったくな」

「……迷惑なのですよ」

　ぷいっと顔を背けて、声を詰まらせて魚住さんが言った。その目元に光るものがあったように見えたのは、僕の見間違いだろうか？

「これじゃあ……私のやることが、なくなってしまうのです……」

「はあ？　馬ば鹿か言うな。いっぱいあるぞっ！　日々、デーモンテイルは忙しく働いてるんだからなッ！」

　少し冗談めかして、ありすが言った。いやまあ、嘘うそではない。ご町内の御用聞き的な、無償の何でも屋業務が大半だけど。

　でもまあ、デーモンテイルの一員になる以上、手伝ってもらわなきゃね。

「まあ、それはいいとして、わたくし、いいことを思いつきましたよ！」

　にこにこと嬉うれしそうに僕を見て、千ち紗さは言った。

「いいこと？」

　う。また、イヤな予感が……。

　千紗の思いつきが、実際に「いいこと」であったためしはない。

「はい！　世界征服を成し遂げたら……、っていうか、とりあえず日本を手中に収めたら、一夫一妻制を廃止しようと思うんです！」

「………………………………は？」

　意味がわからない。いや、本当に、千紗が何を言わんとしているのか、全然理解できなかった。

「だって、選ぶ必要がなくなれば、デーモンテイルの維持っていう竜りゆう太たさんの望みと、わたくしたちの望みである恋愛を両立できるじゃないですか！」

　広間内がしんと静まりかえった。

　誰だれもが唖あ然ぜんとしている。千紗以外は。

「えっと……」

　沈黙を破ったのは、ありすだった。それでも困惑気味だったが。

「マジで……？　千紗ポンはそれでいいの？」

「よくはないですよ。わたくしだって、竜太さんを独り占めしたいです。でも、しょうがないじゃないですか」

「しょうがないって……」

「三方一両損なんてイヤです。みんなでちょっとずつ損をするより、みんなでちょっとずつ得をする方がいいと思うんです！」

　そして千紗は、呆あつ気けにとられて固まったままの僕にすすすっと歩み寄り、耳まで真っ赤にしながら僕の右腕を取った。っていうか、僕の腕を抱きしめた、と言った方が正しいかもしれない。

「で、で、で、ですから、りゅ、竜太さんっ、文化祭の二日目は、い、い、一緒に回りましょうねっ！」

　いやあの、う、腕に柔らかさと弾力を兼ね備えたモノの感触が思いっきり押しつけられてるんですがッ。

　急速に顔の温度が上がっていく。

　もちろん、腕の感触も原因の一つだけど、ぎゅっと腕にしがみつく力とか、顔を真っ赤にして照れながらもまっすぐに僕を見つめる視線とか、色々な要素が僕の心臓を激しく突き動かしている。

　しかも、今の千紗はチャイナドレス姿なのだ。その破壊力たるや、通常の三倍を優に上回る。

「あ、コラッ！　ずるいぞ、あ、あたしだって竜りゆう太たと文化祭を楽しむんだッ！」

　ありすはタックルをかますように僕の身体からだにぶつかってきて、そのままガシッと僕の胴にしがみついた。

　そして身体をひっつけたままゼロ距離で僕を見上げて、やっぱり真っ赤な顔で、

「あ、あ、あたしと一緒に回った方が楽しいぞッ！　な、竜太」

　ありすもメイド服のまま。そして、ありす＋メイド服という組み合わせがもたらす相乗効果は、もはや説明の必要さえないほどで。

「も、もし竜太があたしと回ってくれて、そ、そうしてほしいって言うなら、そのときは、ご、ご、ご主人様って呼んでもいいぞ……」

　はあっ!?　な、なんて恥ずかしい最終兵器を！

　め、メイドさんは「ご主人様」ではなく「旦だん那なさま」と言うべきだ、っていう持論が直撃を食らって消滅しかけたんですがッ。

「え、いや、あの、ちょ……」

　待ってよ二人とも。しかし、そう言う前に、

「そんなのダメですわッ！」

　龍りゆう造ぞう寺じさんまでが駆け寄ってきて、僕の左側から寄り添ってきた。もちろん、この状況では逃げることもできるはずがなくて。



    

  
    
      



    

  
    
      　そして、龍りゆう造ぞう寺じさんは二人以上に色っぽいというか、裸に近いというか、攻撃性の高いお召し物でいらっしゃるわけで……！

　ああッ、左の二の腕あたりに、千ち紗さほどのインパクトはないにせよ、むにょんとした幸せな存在感が――。

　龍造寺さんは僕の耳元に唇を寄せて、囁ささやくように、

「竜りゆう太た様ぁ、おっとり娘やチビッコなんて放っておいて、わたくしとご一緒いたしませんこと？　何でしたら、学校を抜け出して二人きり……」

　と、と、吐息が耳に……ッ!?

　っていうか、学校を出るなら文化祭の日じゃなくても一緒だし！

　助けを求めるように周囲を見回しても、誰だれも目を合わせようとしてくれない。

「……なあ、アレって、みんなでちょっとずつどころか、竜りゆうの字の一人勝ちっていうんじゃねえのか？」

　僕らの後ろで、三号が言った。

「確かに。っていうか、三方一両損じゃなくて、あんなのも大おお岡おか裁きであったよね」

　と六号。

「もしかして……引っ張り合って、手を放した方が本当の母親、というヤツですか？　それにしては、誰も放す気配はありませんが」

　一〇号までが面白がっている。

「放すどころか、刻一刻と密着度が」

「羨うらやましいヤツめ……」

「俺おれも、頼み込んでドラゴンに変身できるようにしてもらうか……」

「いや、まずは料理だ。幸い、文化祭二日目までは猶ゆう予よができたしな」

　クラスメイト（男子）たちが、ヒソヒソと何かを話し合っている。ああ、何だかまた反感を買いそうな予感が……。

「一夫一妻を廃止、ってことは、一夫多妻制にするということか？」

　首を傾かしげて、高たか槻つきさんが魚うお住ずみさんに訊きいた。

「知ったことではないのです。でも、単にひっくり返すのなら、多夫多妻制なんじゃないですか」

「ふーむ、また無茶な制度だな。まあ、日本の征服が前提なら、そうそう実現はしないと思うが」

「さてなあ。わからんぜ」

　一号がいつものようにノートパソコンをいじりながら、高槻さんの呟つぶやきに答えた。

「極東テレビの世論調査じゃ、無効票になってもデーモンテイルに投票したいって意見が六割を超えたそうだからな。案外、近いうちに何とかなっちまうかも」

「げ、マジっすか！　勘弁してほしいなあ。そんな世の中になったら、赤あか尾おみたいなモテモテ野郎がますます美お味いしい思いを……！」

「この世が闇やみに閉ざされるというのか……」

　嘆き始めた男子一同に、一〇号は、

「いやしかし、あれはあれで大変だと思いますがね」

　そう苦笑した。



　　　＊



　後の歴史家たちの多くは、この日が大きなターニングポイントだったと位置づけている。

　この日、オトギーランド・コーポレーションが正式にデーモンテイルと合併、傘下に加わった。そのことがデーモンテイルの大躍進につながったこともあるのだが――、

　十数年後に樹立された地球連邦政府が、この日にデーモンテイルに集った若者たちを中核としていたことこそが、そう評された最大の原因である。

「たった二人で始めた世界征服が、多くの仲間に支えられて、今ここに達成されたことを高らかに宣言したい」

　地球連邦政府の初代大統領となったドラゴンの就任演説は、そんな文言から始まった。その演説は長きに亘わたって、名演説として語り継がれることになる。

　しかし。

　当たり前ながら、このときの僕はそんなことを知るよしもない。

　ただ、気心の知れた仲間たちとの楽しい日々が、これからもずっと継続していく――その喜びだけを、純粋に噛かみしめていたのだった。

　照れたり、苦笑を漏らしたりしながら、大好きな人たちの笑顔に囲まれて。

　とはいえ、心のどこかでは、きっと確信していた。

　この人たちと一緒になら、どんな困難にも負けないだろう、と。何だって成し遂げられるはずだ、と。

　この仲間たちがいる限り、僕は――リンドヴルムは、どこまでだって飛んでいけるのだから。



    

  
    
      


あとがき





　どうも、カレーが大好きなおかざきです。ハヤシライスも好きですが。

　さて、最終巻の今回は文化祭のお話なのですが――実は私、文化祭で食べ物屋さんとかやった経験はありません。周囲にも、やってるクラスってなかったと思います。

　面倒ですもんね。保健所がどうとか、なんか色々手続きがあった気がしますし。

　まあ、文化祭の日は最初と最後の出欠だけ顔を出して、あとは部室で日がな一日麻雀マージヤンを打っているような高校生だったので、お前が言うなって突っ込まれそうですが。

　……他ほかのどの高校も食べ物屋さんとかって少ないんでしょうか。ってか、そもそも私の高校時代なんざ大昔の話ですから、今は違ったりするのでしょうか。

　フィクションで文化祭っていうと食べ物屋さんがたくさん登場するのは、そういう現実の裏返しなのかなぁ、なんて、執筆中にぼんやりと考えたりしていました。

　私もなー、高校時代のクラスメイトにぽやんとした巨乳のお嬢様（美少女）とか、ちょっぴり素直じゃない幼おさな馴な染じみ（美少女）とかがいたら、竜りゆう太たみたいに真剣に取り組んだんだけどなー。おのれ竜太め、なんて羨うらやましいヤツだ。

　では謝辞を。

　シリーズを通して素敵なイラストを描いて下さった高たか階しな＠聖人まさと先生、ありがとうございました。そして、お疲れ様でした。実は最初嫌いとか言っていたにもかかわらず、終盤、一番書いていて楽しかったのはありすでした。これも、高階先生の超絶可愛かわいいイラストのおかげです。特に、あのちんちくりんツインテの愛らしさは神の域だと思います。

　担当のＳ様、ずっとご迷惑をおかけしっぱなしでごめんなさい。次のシリーズでは今回の経験を活いかして、なるべくご迷惑をおかけしないよう頑張ります。これからもご指導ご鞭べん撻たつのほどを、よろしくお願いいたします。

　編集長様、編集部の皆様、『二人で始める世界征服』のシリーズにあらゆる形で関かかわって下さった皆様、今回も有給を快く下さった会社の皆様、叱しつ咤たして下さったり遊んで下さったりした先輩方、同期受賞のみんなにも、心から感謝しております。

　そして――最後まで読んで下さった皆様、本当にありがとうございました。デビュー作をここまで続けられたのは、ひとえに皆様のおかげです。

　もっと読みたいよ、と思って下さった方、ごめんなさい。でも、ダラダラ続けてグダグダになっていくのはアレだと思うんです。

　代わりと言っては何ですが、次回作ではもっともっと楽しんで頂けるよう、精進して参ります。では、また近いうちにお会いできることを祈りつつ。
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　著者

　おかざき登（おかざき・のぼる）

　　１９７６年12月25日生まれ、新潟県出身、二松学舎大学卒。本作「二人で始める世界征服」で第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新入賞審査員特別賞を受賞、デビュー。知人に「お前の書く話って、着々とグルメ小説化してるよな」と言われて動揺を隠せませんでした。だって、今回も……。



　イラスト

　高階＠聖人（たかしな・まさと）

　　「二四〇九階の彼女」（電撃文庫）読者参加企画「A.I.Love You!」（電撃G's magazine）「東方文花帖～Bohemian Archive in Japanese Red.」（一迅社）「ＡＫＵＭＡで少女」シリーズ（ＨＪ文庫）「本日の騎士ミロク」（富士見ファンタジア文庫）などのイラストを手がける。

　　最近気がかりなのは、デーモンテイルの世界征服活動とおかざきさんの誕生日はやっぱりクリスマスと一緒くたに扱われ寂しい幼少期を送ったのかということです。知りたい！
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